




はじめに

新しいCan-Am ®ATVをご購入いただき
ありがとうございます。本製品のサ
ポートは、BRPの保証および修理、サー
ビスやアクセサリー部品を取りそろえ
ているCan-Am正規ディーラーが行っ
ています。
各ディーラーとも、お客様が満足され
るように努めています。ディーラー
は、初期調整や車両の点検を行うため
のトレーニングを受けており、お客様
が本製品を所有される前の最終調整も
行っています。詳しいサービス情報を
ご希望の場合は、最寄りのディーラー
までお問い合わせください。
納品時には、お客様に保証範囲をお知
らせいたします。また、新しい車両が
ご満足いただけるものであることを保
証するために、お客様に納品前チェッ
クリストにご署名いただいておりま
す。
乗車前に確認すべきこと
自身や同乗者の負傷や死亡事故のリス
クを減らすために、このオペレーター

ズガイドを読んでから車両を運転して
ください。
ATVに貼付されているすべての警告ラ
ベルをよく読んで理解し、安全講習ビ
デオをよくご覧ください。
この車両はオフロード専用車です。主
に一般的なレクリエーションでの使用
を意図したものですが、多目的用とし
ても利用できます。
オペレーターズガイドの警告に従わな
いと、重傷や死亡事故につながる恐れ
があります。
推奨年齢
この車両のカテゴリーはGです。必ず
推奨年齢に従ってください。
- 16才未満の人は、絶対にこの車両

を運転しないでください。
- 2-UPモデルの同乗者は、車両の

シートに座っているときに常に足
をフットレストに置き、手はグラ
ブハンドルを握ることができなけ
ればなりません。
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トレーニングコース
適切な説明を受けることなく本車両を
絶対に運転しないでください。トレー
ニングコースを受講してください。ど
の運転者も認定インストラクターから
の指導を受ける必要があります。
ATVの安全性に関する詳細および受講
可 能 な ト レ ー ニ ン グ に つ い て
は、Can-Amディーラーにお問い合わ
せください。
米国内の場合は米国特殊車両協会
（SVIA）（電話：1800887–2887）、
カナダの場合はカナダ安全評議会
（CSC）（電話：1 613 739–1535）に
お問い合わせください。
安全上の警告
本ガイドに記載されている安全に関す
る安全上の警告の種類、特徴および本
ガイドでどのように使用されているか
を以下に説明します。
安全警告記号 は、人が負傷する恐
れがあることを示しています。

警告
指示に従わなかった場合、重傷や死
亡事故を招く恐れがあることを示し
ます。

注意 この指示に従わない場合、
軽症またはほどほどの負傷を負う恐れ
があることを示しています。
注記 指示に従わなかった場合は、車
両の構成部品などに重大な損傷が生じ
る恐れがあることを示します。
このオペレーターズガイドに
ついて
このオペレーターズガイドは、この新
しい車両の所有者／運転者に、運転、
メンテナンス、および安全運転に関す
る指示事項を理解していただくために

作成したものであり、製品を正しく使
用するには欠かせないものです。

警告
このオペレーターズガイドの中で、
「1-UP」という用語は運転者だけを
運ぶために設計された車両を指し、
「2-UP」という用語は同乗者も運ぶ
ために設計された車両を指します。
所有するモデルに該当する警告およ
び指示を確認し、それらに従ってく
ださい。
本ガイドは、各言語に翻訳されていま
す。内容に不一致が生じた場合は、英
語版の内容が正しいものと見なされま
す。
本オペレーターズガイドは車両内に保
管し、メンテナンスやトラブルシュー
ティングの際、また他の人に指導する
際に参照してください。
オペレーターズガイドの閲覧やコピー
を希望する場合は、ウェブサイト
www.operatorsguides.brp.comにア
クセスしてください。
本書に記載されている情報は、発行時
点のものです。ただし、BRPは、それ
以前に製造された製品に同様の改善を
施す義務を負うことなく、製品を継続
的に改善する方針を維持します。その
後の変更により、製造された製品と本
ガイドに記載の説明または仕様との間
に差異が生じる場合があります。BRP
は何らの義務を負うことなく、いかな
るときでも製品の仕様、設計、機能、
型式、装置などを変更したり、製造を
終了する権利を留保します。
車両を売却する場合、本オペレーター
ズガイドと安全講習DVDを必ず車両内
に入れておいてください。

操作上の手引きを参照に、以下の事項に注意してください

警告
危険性があり、避けられなかった場合は大ケガまたは死に至ることも
あります
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一般的な注意
一酸化炭素中毒の防止
どのエンジンの排気ガスにも、致命的
なガスである一酸化炭素が含まれてい
ます。一酸化炭素を吸うと、頭痛、め
まい、眠気、吐き気、錯乱を招き、場
合によっては死に至ることがありま
す。
一酸化炭素は、エンジンの排気ガスを
見たりその匂いを感じないとしても、
存在する恐れがある、無色、無臭、無
味のガスです。一酸化炭素は極めて早
く致死濃度に達することがあり、急速
にその影響を受けて、自身を守ること
ができなくなります。また、閉じた場
所や換気が悪い場所では、一酸化炭素
の致死濃度が数時間から数日に長引く
ことがあります。一酸化炭素中毒の徴
候を感じたら、すぐにその場所を離れ
新鮮な空気を吸い、医師にご相談くだ
さい。
一酸化炭素による重傷や死亡を防ぐに
は：
- ガレージ、カーポートや納屋など

の換気が悪い場所、または部分的
に閉じられた場所で車両を絶対に
運転しないでください。扇風機を
使ったり窓やドアを開けてエンジ
ンの排気ガスを換気しようとして
も、一酸化炭素が危険なレベルに
早く達する場合があります。

- 窓やドアなどの開口部からエンジ
ンの排気ガスが建物に入る恐れが
ある場所では、絶対に屋外で車両
を運転しないでください。

ガソリンによる火事や危険な
どの防止
ガソリンは可燃性が極めて高く、爆発
性する可能性が高いものです。燃料の
蒸気は拡散し、エンジンから遠く離れ
た火の粉や炎によって引火することも
あります。火事や爆発の危険性を減ら
すために、以下の指示に従ってくださ
い：
- 燃料の保存には、承認された赤い

ガソリン容器だけを使ってくださ
い。

- -絶対に車両上でガソリン容器にガ
ソリンを補充しないでください。
静電気の放電により燃料に着火す
る恐れがあります。

- 給油については燃料のセクション
の指示に必ず従ってください。

- 燃料キャップが正しく取り付けら
れていない状態では、絶対にエン
ジンを始動したり運転したりしな
いでください。

ガソリンは有毒で、傷害や死亡を引き
起こす場合があります。
- 絶対に、口でガソリンを吸い上げ

ないでください。
- ガソリンを飲み込んだり、ガソリ

ンが目に入ったり、ガソリンの蒸
気を吸い込んだ場合は、直ちに医
師の診断を受けてください。

ガソリンが体にかかった場合は、石鹸
と水で洗い、衣服を着替えてくださ
い。
高温部分による火傷の防止
運転中に、特定のコンポーネントが高
温になる場合があります。火傷を防止
するために、運転中や運転直後はこれ
らにコンポーネントに触らないでくだ
さい。
アクセサリーおよび改造
アクセサリーの改造や追加は、車両の
ハンドリング性能に影響する場合があ
ります。改造が行われた後は安全のた
め、車両に慣れる時間をとって、運転
挙動に適応する方法を理解することが
重要です。
車両に対して許可されていない改造を
行ったり、BRPが明確に認めていない
装置を取り付けないでください。これ
らの改造はBRPでテストが行われてい
ないため、負傷したり制御不能になる
危険が高まり、車両の違法走行につな
がる場合があります。その例として、
仕様の異なるタイヤを使用すると、車
両の動きに影響して制御不能になる危
険が高まる場合があります。
所有する車両に適したアクセサリーに
ついては、最寄りのBRP正規ディーラー
にお問い合わせください。
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安全上の特別な警告メッセージ
この車両は玩具ではなく、運転に危険を伴うものです。
- この車両は、バイクや乗用車などの他の車両とは異なる動きをします。十分

な注意を払わない場合、転回、傾斜地での運転、障害物上の走行などの日常
的な操作であっても、衝突や横転を起こしやすくなります。

以下の指示に従わない場合、重傷または死亡事故につながる可能性があります。
- このオペレーターズガイドと製品に貼付されているすべての警告ラベルをよ

く読み、記載されている操作手順に従ってください。安全講習ビデオをよく
見てから車両を運転してください。

- 必ず推奨年齢に従ってください。16才未満の人は、絶対にこの車両を運転し
ないでください。

- 使用が認められた適切なサイズのヘルメットや必要とされる他の保護具を着
用せずにこの車両に絶対に乗らないでください。詳細は、車両の走行のセク
ションの保護具を参照してください。

- 2-UPモデルでない限り、この車両で同乗者を運ばないでください。同乗者は
車両バランスや操舵機能に影響を与え、操作不能になる恐れがあります。

- 1-UPモデルでは、同乗者を収容するために改造したり、ラックを使用して同
乗者を運んだりしないでください。

- この車両は、舗装面を走行するように設計されていません。車両を舗装面で
短時間だけ使用しなければならない場合は、ステアリング、アクセルペダル
およびブレーキの急な操作を避けてください。速度を落としてください。

- この車両は、一般道や高速道路を走行するように設計されていません（大半
の場合は違法行為となります）。一般道や高速道路でこの車両を走行すると、
他の車両との衝突を引き起こす可能性があります。

- 疲れている場合、病気の場合、または薬を服用したりアルコールを摂取して
いる場合は絶対にこの車両を使用しないでください。そのような状態は、状
況に対する反応時間や判断力に大きな影響を与えます。

- 絶対にウイリーやジャンプなどのスタント操作を行わないでください。
- 過剰な速度で運転しないでください。必ず地形、視認性、運転条件、および

ご自分の経験に適した速度で走行してください。
- 必ずゆっくり走行し、不慣れな地形上を運転するときは十分注意してくださ

い。この車両を運転するときは、地形条件の変化を見逃さないように必ず注
意してください。

- 極度に粗い、滑りやすい、または緩んだ土地でこの車両を運転する場合、そ
のような土地での操作に必要なスキルを学び、練習するまでは絶対に運転し
ないでください。そのような類の土地では、特に注意を払ってください。

- 走行技術のセクションで説明されている転回時の正しい手順に必ず従ってく
ださい。

- 車両や運転者にとって勾配が急すぎる斜面では、絶対にこの車両を運転しな
いでください。

- 走行技術のセクションで説明されている登坂時の正しい手順に必ず従ってく
ださい。斜面を上る前に、地形をよく確認してください。表面が極度に滑り
やすいまたは緩んだ斜面は、絶対に上らないでください。

- 走行技術のセクションで説明されている斜面でのブレーキ操作および降坂時
の正しい手順に必ず従ってください。斜面を下る前に、地形をよく確認して
ください。

- 走行技術のセクションで説明されている斜面を横切るときの正しい手順に必
ず従ってください。表面が極度に滑りやすいまたは緩んだ斜面は避けてくだ
さい。

- 登坂時にエンストしたり後方に倒れた場合は、必ず正しい手順に従ってくだ
さい。エンストを避けるには、登坂時に低速ギヤを使用して一定の速度を保
つようにしてください。登坂時にエンストしたり後方に倒れた場合は、走行
技術のセクションで説明されている走行技術に関する手順に従ってください。
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- 新しい土地で運転する前に、障害物がないか必ず確認してください。大きな
岩や倒木などの大きな障害物上を走行しようとしないでください。障害物上
を運転するときは、走行技術のサブセクションで説明されている正しい手順
に必ず従ってください。

- スリップまたは横滑りしているときは十分注意してください。水平で滑らか
な場所で低速で練習し、スリップまたは横滑り時の安全操作を学ぶようにし
てください。氷など極度に滑りやすい路面ではゆっくり進み、制御不能なス
リップの発生を抑えるために十分に気を付けてください。同乗者がいる2-UP
モデルを運転している場合は、絶対にスリップや横滑りをしないでください。
転覆したり乗客が投げ出されたりする場合があります。

- 水深が深いまたは水の流れが速い場所では絶対に運転しないでください。水
がフットレストの高さを超えるような場所は避けてください。ブレーキが濡
れている場合は制動能力が低下することを忘れないでください。水、沼地ま
たは雪から出た後はブレーキのテストを行ってください。必要に応じて、ブ
レーキを数回かけてパッドを乾燥させます。

- 制動距離は、天候や地形条件、ブレーキシステムやタイヤの条件、車両速度
や姿勢、および牽引物を含む車両の負荷（ただしこれらに限定されません）
の影響を受けやすいことを、必ず覚えておいてください。これらの条件に応
じて走行を加減するようにしてください。

- 後進するときは、車両後ろ側に障害物や人がいないことを必ず確認してくだ
さい。後進しても安全なときは、ゆっくり進んでください。2-UPモデルで
は、同乗者によって視界が遮られる可能性があることを考慮してください。

- BRPは、後進時に車両に着座するよう推奨しています。立ち上がらないでく
ださい。体が前方に移動してスロットルレバーに体重がかかり、思わぬ加速
が生じて制御不能になる場合があります。

- 運転者、同乗者（2-UPモデルの場合）、他のすべての貨物および追加された
アクセサリーを含めた状態で、この車両の規定積載量を絶対に超えないよう
にしてください。荷物は均等に載せてしっかり固定してください。速度を下
げて、このガイドにある荷物の運搬やトレーラーの牽引に関する指示に従っ
てください。制動距離を長めに取ってください。

- 必ず車両の安全な動作状態を点検、確認してから走行してください。日常点
検のセクションを参照してください。このオペレーターズガイドに記載のメ
ンテナンススケジュールに必ず従ってください。メンテナンスのセクション
を参照してください。

- 操作装置類が正常に機能しない場合は、絶対に車両を運転しないでください。
- 必ず適切なタイヤ空気圧を維持してください。タイヤを交換するときは、推

奨されているサイズとタイプのタイヤだけを使用してください。タイヤの情
報については、このガイドの仕様のセクションを参照してください。

- 自身の技量や状況にとって速すぎる速度で走行すると負傷する場合がありま
す。安全に運転を継続できる程度のスロットルを開けるようにしてください。
統計から、事故や負傷は高速での転回時によく起きていることが示されてい
ます。この車両が重いことを忘れないでください。車両が転倒すると、車両
重量が重く、運転者が脱出できず、負傷する場合があります。

- この車両はジャンプするために設計されたものではありません。ジャンプな
どの動きの際に発生する大きな衝撃エネルギーを車両が十分に吸収できない
ため、そのエネルギーが運転者に伝わると危険なことになります。ウイリー
を行うと、車両がひっくり返って自身が下敷きになる可能性があります。ジャ
ンプおよびウイリーの両操作は、自身および同乗者（2-UPモデルの場合）に
とっての大きな危険となるため、どのようなときも避ける必要があります。

- この車両のタイヤは、舗装された道路での使用に適してしていません。
2-UPモデル
運転者は次のことを守ってください。
- 同乗者の安全に関する責任を負っていることを忘れないでください。
- 安全走行に関する基本的なルールを同乗者に伝えてください。
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- 同乗者には、車両の警告ラベルを読み安全講習ビデオを見るように指導して
ください。

- オペレーターズガイドに記載されている操作の練習を、同乗者を乗せた状態
および乗せていない状態で必ず練習してください。同乗者には高い技量が求
められます。

- 走行時に同乗者がいると、車両のハンドリング性能および安定性に影響する
場合があることを忘れないでください。安全に速度を下げてください。適切
な判断を心掛けてください。疑わしい場合は操作しようとせず、同乗者を降
ろしてから操作してください。

- 走行時に同乗者がいるときはブレーキ制動距離が長くなる場合があることを
忘れないでください。制動距離を長めに取ってください。

- 2-UPモデルに同乗席が正しく取り付けられていない場合は、絶対に同乗者を
運ばないでください。

- 1名を超える同乗者を運ばないでください。指定された同乗席以外の場所に
同乗者を乗せないでください。

- 地形の状況を把握してそれに順応することに集中できる能力や判断力が同乗
者に十分備わっていない場合は、絶対にその人を乗せないでください。

- 薬やアルコール類を摂取した状態や、疲れや体調の悪さを感じる人を絶対に
乗せないでください。こうした状態では、状況に対する反応が遅くなったり
判断力が低下します。

同乗者は次のことを守ってください。
- 車両に座っているときは、常に足をフットレストに置いて、手はグラブハン

ドルを握ることができなければなりません。
- 使用が認められ正しく装着できるヘルメット（チンガードを含む）を着用せ

ずにこの車両に絶対に乗らないでください。また、同乗者は目の保護具（ゴー
グルやフェイスシールド）、グローブ、ブーツ、長袖のシャツまたはジャケッ
ト、および長ズボンを着用する必要があります。

- 指定された同乗席に座ってください。
- 走行中は、常に足をフットレストに置いて、手はグラブハンドルを握るよう

にしてください。運転者をつかまないでください。
- 走行中は絶対に立ち上がらないでください。過剰な動きは制御不能な状態を

引き起こす可能性があります。
- 車両と運転者の動きに注意してください。
- 何らかの理由で気持ちが悪くなったり安全でないと感じたら、直ちに運転者

に伝えて速度を下げてもらってください。
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運転に関する警告
下記の警告と様式は米国消費者製品安全委員会によって要求されているものであ
り、すべてのATVのオペレーターズガイドに掲載する必要があります。
注：下記の図は参考用です。使用されているモデルは異なる場合があります。

警告

考えられる危険
適切な説明を受けることなくこの車両を運転する。
起こる事象
運転者が各種の状況や地形におけるこの車両の正しい運転方法を知らない場
合、事故の危険が非常に高くなります。
危険の回避方法
初心者や経験の浅い運転者はトレーニングコースを受講する必要があります。
その後、コースで学んだ技術やオペレーターズガイドに記載されている運転技
術を定期的に練習する必要があります。
トレーニングコースに関する詳細は、Can-Am正規ディーラーにお問い合わせ
ください。
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警告

考えられる危険
この車両の推奨年齢に従わない。
起こる事象
この推奨年齢に従わないと、未成年が重傷を負ったり死亡する可能性がありま
す。
未成年がこの車両の推奨年齢範囲内であっても、この車両を安全に運転するの
に必要な技量、能力、または判断力を有しておらず、重大な事故に巻き込まれ
る場合もあります。
危険の回避方法
16才未満の人はこの車両を運転しないでください。
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2-UPモデルのみ
警告

考えられる危険
2-UPモデルの同乗者の身体的制限を守らない。
起こる事象
凹凸の激しい地形を走行しているときに、足をフットレストに置くことができ
ない同乗者が投げ出される可能性があります。
危険の回避方法
車両のシートに座っているとき、同乗者は常に足をフットレストに置き、手は
グラブハンドルを握ることができなければなりません。

1-UPモデルのみ
警告

考えられる危険
この車両で同乗者を運ぶ。
起こる事象
この車両のバランスを取って制御する運転者の能力が大幅に低下します。
事故を起こし、自身や同乗者が負傷する可能性があります。
危険の回避方法
絶対に同乗者を運ばないでください。運転者の動きを制限することのない長い
シートであっても、同乗者を運ぶために設計されたものではありません。
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2-UPモデルのみ
警告

考えられる危険
この車両で1名を超える同乗者を運ぶ。
起こる事象
1名を超える同乗者を運ぶと、この車両のバランスを取って制御する運転者の
能力が低下します。
事故を起こし、自身や同乗者が負傷する可能性があります。
危険の回避方法
1名を超える同乗者を運ばないでください。運転者の動きを制限することのな
い長いシートであっても、この車両は、1名を超える運転者または1名を超える
同乗者を運ぶために設計されたものではありません。同乗者は、乗車の際に指
定された同乗席を使用し、足をフットレストにしっかり着けてグラブハンドル
を必ず握るようにしてください。
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警告

考えられる危険
同乗者をこの車両のフロントまたはリアに座らせる。
起こる事象
上述のように同乗者を座らせることで：
- 車両の安定性が損なわれ、制御不能になる可能性があります。
- 固い面への衝撃により同乗者が負傷することがあります。
- 事故を起こし、自身や同乗者が負傷する可能性があります。
危険の回避方法
同乗者をこの車両のフロントまたはリアに絶対に座らせないでください。

警告

考えられる危険
公道、一般道、または高速道路を走行する。
起こる事象
他の車両と衝突する可能性があります。
危険の回避方法
土や砂利がある場合でも、この車両を公道、一般道または高速道路上で絶対に
運転しないでください。この車両を公道、一般道、または高速道路で走行する
ことは、多くの州で違法とされています。
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警告

考えられる危険
使用が認められたヘルメット、ゴーグルおよび保護具を着用することなくこの
車を走行させる。2-UPモデル、乗客は、硬質のチンガードを備えた使用が認め
られたヘルメットも持っていなければなりません。
起こる事象
- 使用が認められたヘルメットを着用せずに走行すると、事故の際に頭部に

重傷を負ったり死亡する可能性が高まります。
- ゴーグルを着用せずに走行すると事故を起こしたり、事故の際に重傷を負

う可能性が高まります。
- 保護具を着用せずに走行すると、事故の際に重傷を負う可能性が高まりま

す。
危険の回避方法
正しく装着できる認められたヘルメットを着用してください。また、次のもの
を着用してください：
- 目の保護具（ゴーグルやフェイスシールド）
- 硬質のチンガード
- グローブとブーツ
- 長袖シャツまたはジャケット
- ロングパンツ
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警告

考えられる危険
薬を服用したりアルコールを摂取した状態でこの車両を使用する。
起こる事象
同乗者が落下する可能性があります（2-UPモデルの場合）。
判断力に深刻な影響を与える可能性があります。
状況に対する反応がより遅くなる可能性があります。
バランスと認識力に影響を与える可能性があります。
事故を起こしたり死亡する可能性があります。
危険の回避方法
運転者と同乗者（2-UPモデルの場合）は、薬を服用したりアルコールを摂取し
た状態でこの車両を絶対に使用しないでください。
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警告

考えられる危険
過剰な速度でこの車両を運転する。
起こる事象
車両が制御不能になる可能性が高まり、事故を起こすことがあります。
危険の回避方法
必ず地形、視認性、運転条件、および自身の経験に適した速度で走行してくだ
さい。
2-UPモデルでは、走行時に同乗者がいると車両のハンドリング性能、安定性お
よび制動距離に影響する場合があります。同乗者を乗せて走行しているとき
は、安全に速度を下げてください。制動距離を長めに取ってください。

警告

考えられる危険
ウイリーやジャンプなどのスタント操作を行う。
起こる事象
転覆などの事故を起こす可能性が高まります。
危険の回避方法
ウイリーやジャンプなどのスタント操作を絶対に行わないでください。目立と
うとする行動はお止めください。
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警告
考えられる危険
車両の点検を行わずに運転する。
車両を正しく維持しない。
起こる事象
事故を起こしたり装置が損傷する可能性が高まります。
危険の回避方法
走行前に必ず車両を点検し、車両が安全な運転状態にあることを確認してくだ
さい。
このオペレーターズガイドに記載のメンテナンススケジュールに必ず従ってく
ださい。

警告
考えられる危険
凍結した水路上で走行する。
起こる事象
氷の上でブレーキをかけると重傷や死亡事故を引き起こす可能性があります。
危険の回避方法
車両とその荷重、および動く車両によって生じる力を支えるのに氷が十分厚く
安定していることを確認するまでは、凍結面上でこの車両を走行させないでく
ださい。
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警告

考えられる危険
運転中に、運転者用のハンドルバーや同乗者用のグラブハンドル（2-UPモデル
の場合）から手を放す。またはフットレストから足を放す。
起こる事象
一方の手や足を放すだけでも、車両の制御能力が低下したり、バランスを崩し
て車両から落下する可能性があります。フットレストから足を放すと、足が後
輪に当たり、負傷したり事故を起こす可能性があります。
危険の回避方法
運転者は必ず両手でハンドルバーを握り、同乗者（2-UPモデルの場合）はグラ
ブハンドルを握ってください。運転者および同乗者（2-UPモデルの場合）は、
車両運転中に両足をフットレストに置かなければなりません。
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警告

考えられる危険
不慣れな地形で車両を運転するときに十分な注意を払わない。
起こる事象
反応するのに十分な時間がない状態で隠れた岩、隆起部、または穴に出くわす
ことがあります。
車両が転覆する、同乗者（2-UPモデルの場合）が投げ出される、または制御不
能になる可能性があります。
危険の回避方法
ゆっくり走行し、不慣れな地形上を運転するときは十分注意してください。
車両を運転するときは、地形条件の変化を見逃さないように必ず注意してくだ
さい。
2-UPモデルでは、運転者は同乗者の安全に関する責任を負っていることを忘れ
ないでください。同乗者を乗せて走行しているときは、安全に速度を下げてく
ださい。
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警告

考えられる危険
極度に粗い、滑りやすい、または緩んだ土地で運転するときに十分な注意を払
わない。
起こる事象
トラクションの喪失または車両が制御不能な状態を引き起こす可能性がありま
す。これにより、転覆したり同乗者が投げ出される（2-UPモデルの場合）など
の事故を起こす可能性があります。
危険の回避方法
極度に粗い、滑りやすい、または緩んだ土地でこの車両を運転する場合、その
ような土地での操作に必要なスキルを学び、練習するまでは絶対に運転しない
でください。
そのような類の土地では、特に注意を払ってください。
2-UPモデルでは、運転者は同乗者の安全に関する責任を負っていることを忘れ
ないでください。安全性が疑われる場合は、同乗者を降ろしてからこれらの地
形で運転してください。
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警告

考えられる危険
不適切な転回。
起こる事象
車両が制御不能になって衝突や転覆を引き起こしたり、同乗者が投げ出される
（2-UPモデルの場合）可能性があります。
危険の回避方法
このオペレーターズガイドに記載の転回手順に必ず従ってください。低速で転
回の練習を行ってから高速で転回するようにしてください。
2-UPモデルでは、運転者は同乗者の安全に関する責任を負っていることを忘れ
ないでください。同乗者がいる場合にこの操作を絶対に行わないでください。
同乗者がいると、車両のハンドリング性能、安定性および制動距離に影響する
場合があることを忘れないでください。
過剰な速度で転回しないでください。
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警告

考えられる危険
勾配が急な斜面での運転。
起こる事象
勾配が急な斜面では、水平面や軽微な斜面に比べて車両がより簡単に転覆する
可能性があります。
危険の回避方法
車両や運転者にとって勾配が急すぎる斜面では、絶対にこの車両を運転しない
でください。
同乗者を乗せていない状態および乗せた状態（2-UPモデルの場合）で、軽微な
斜面で練習してから急な斜面で運転してください。
この車両が急な斜面を上ることができるとしても、2-UPモデルでは、同乗者が
いるときにそのような斜面を上ることは推奨しません。必ず同乗者を降ろして
から斜面で運転してください。適切な判断を心掛けてください。
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警告

考えられる危険
不適切な登坂走行。
起こる事象
制御不能になったり、同乗者が投げ出されたり（2-UPモデルの場合）、車両が
転覆する可能性があります。
危険の回避方法
このオペレーターズガイドに記載の登坂手順に必ず従ってください。
斜面を上る前に、必ず地形をよく確認してください。2-UPモデルでは、運転者
は同乗者の安全に関する責任を負っていることを忘れないでください。安全性
が疑われる場合は、同乗者を降ろしてから登坂走行を行ってください。同乗者
がいると、車両のハンドリング性能、安定性および制動距離に影響する場合が
あることを忘れないでください。
表面が極度に滑りやすいまたは緩んだ斜面は、絶対に上らないでください。
（運転者および2-UPモデルの場合は同乗者も）体重を前方へ移動してくださ
い。
スロットルを突然開いたり、突然ギヤチェンジを行わないでください。車両が
後方にひっくり返る可能性があります。
傾斜地の頂上を高速で走り抜けないでください。斜面の向こう側に障害物や急
な落ち込みがあったり、他の車両や人がいる可能性があります。
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警告

考えられる危険
不適切な降坂走行。
起こる事象
制御不能になったり、同乗者が投げ出されたり（2-UPモデルの場合）、車両が
転覆する可能性があります。
危険の回避方法
このオペレーターズガイドに記載の降坂手順に必ず従ってください。
注：降坂時のブレーキ操作には特殊な技術が必要です。
斜面を下る前に、必ず地形をよく確認してください。2-UPモデルでは、運転者
は同乗者の安全に関する責任を負っていることを忘れないでください。安全性
が疑われる場合は、同乗者を降ろしてから降坂走行を行ってください。同乗者
がいると、車両のハンドリング性能、安定性および制動距離に影響する場合が
あることを忘れないでください。
（運転者および2-UPモデルの場合は同乗者も）体重を後方へ移動してくださ
い。
絶対に高速で斜面を下らないでください。
車両が片側にきつく傾くような傾斜のある斜面を下るのは避けてください。で
きる限り斜面を真っ直ぐ降りてください。
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警告

考えられる危険
不適切な斜面の横断または斜面での転回。
起こる事象
制御不能になったり、同乗者が投げ出されたり（2-UPモデルの場合）、車両が
転覆する可能性があります。
危険の回避方法
2-UPモデルでは、同乗者がいる場合にこの操作を絶対に行わないでください。
同乗者を降ろしてから操作してください。
オペレーターズガイドに記載されている転回技術を水平面で習得するまでは、
斜面で車両の転回を絶対に行わないでください。斜面で転回するときは十分気
をつけてください。
可能な場合は、勾配が急な斜面を横切るのは避けてください。
斜面を横切るときは：
このオペレーターズガイドに記載の正しい手順に必ず従ってください。
表面が極度に滑りやすいまたは緩んだ斜面は避けてください。
運転者および同乗者（2-UPモデルの場合）は、体重を斜面の上方向に移動して
ください。
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警告

考えられる危険
登坂中のエンスト、後方への転倒、または不適切な降車。
起こる事象
車両が転覆する可能性があります。
危険の回避方法
登坂時に低速ギヤを使用して一定の速度を保つようにしてください。
前進速度を失った場合：
運転者と同乗者（2-UPモデルの場合）は、体重を斜面の上方向に維持してくだ
さい。スロットルを突然開いたり、突然ギヤチェンジを行わないでください。
車両が後方にひっくり返る可能性があります。
ブレーキをかけます。
停止したらパーキングブレーキをロックします。
斜面の上側から降車するか、斜面上で車両が真っ直ぐ上を向いている場合は横
側から降車します（2-UPモデルでは同乗者を先に降ろします）。
後方に倒れかけている場合：
運転者と同乗者（2-UPモデルの場合）は、体重を斜面の上方向に維持してくだ
さい。スロットルを突然開いたり、突然ギヤチェンジを行わないでください。
車両が後方にひっくり返る可能性があります。
後方にひっくり返ろうとしている間は、絶対にリアブレーキをかけないでくだ
さい。
フロントブレーキを徐々にかけます。
完全に止まったらリアブレーキをかけてパーキングブレーキをロックします。
斜面の上側から降車するか、斜面上で車両が真っ直ぐ上を向いている場合は横
側から降車します（2-UPモデルでは同乗者を先に降ろします）。
車両の周りを回って乗車し、このオペレーターズガイドに記載されている手順
に従います。
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警告

考えられる危険
障害物の上を誤った方法で運転する。
起こる事象
制御不能になったり、同乗者が投げ出されたり（2-UPモデルの場合）、衝突す
る可能性があります。
車両が転覆する可能性があります。
危険の回避方法
新しい土地で運転する前に、障害物がないか確認してください。
大きな岩や倒木などの大きな障害物上を走行しようとしないでください。
2-UPモデルでは、運転者は同乗者の安全に関する責任を負っています。安全性
が疑われる場合は、同乗者を降ろしてから障害物上を走行してください。走行
時に同乗者がいると、車両のハンドリング性能および安定性に影響する場合が
あることを忘れないでください。
障害物上を走るときは、このオペレーターズガイドに記載の正しい手順に必ず
従ってください。
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警告

考えられる危険
誤った方法でスリップや横滑りをする。
起こる事象
この車両の制御を失う場合があります。
また、突然トラクションが回復し、車両が転覆したり同乗者（2-UPモデルの場
合）が投げ出されたりする場合があります。
危険の回避方法
水平で滑らかな場所で低速で練習し、スリップまたは横滑り時の安全操作を学
ぶようにしてください。
2-UPモデルでは、同乗者がいるときにスリップや横滑りをしないでください。
走行時に同乗者がいると、車両のハンドリング性能および安定性に影響する場
合があることを忘れないでください。
氷など極度に滑りやすい路面ではゆっくり進み、制御不能なスリップや横滑り
の発生を抑えるために十分に気を付けてください。

安全に関する情報 31

運転に関する警告



警告

考えられる危険
水深が深いまたは水の流れが速い場所でこの車両を運転する。
起こる事象
タイヤが浮いてトラクションや制御を失い、事故を引き起こす可能性がありま
す。
危険の回避方法
水深が深いまたは水の流れが速い場所ではこの車両を絶対に運転しないでくだ
さい。
水たまりを横切ろうとする前に、水深や流れを確認してください。水面はフッ
トレストよりも下になければなりません。
ブレーキが濡れている場合は制動能力が低下することを忘れないでください。
水から出た後はブレーキのテストを行ってください。必要に応じて、ブレーキ
を数回かけてパッドを乾燥させます。
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警告

考えられる危険
誤った方法で後進する。
起こる事象
車両後方の障害物や人にぶつかり、重傷を引き起こす可能性があります。
危険の回避方法
リバースギヤを選択したときに、車両後方の障害物や人がないことを確認して
ください。後進しても安全なときは、ゆっくり進んでください。2-UPモデルで
は、同乗者によって視界が遮られる可能性があることを考慮してください。
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警告

考えられる危険
不適切なタイヤを使用して、またはタイヤ空気圧が不適切もしくは不均等な状
態でこの車両を運転する。
起こる事象
この車両に不適切なタイヤを使用する、またはタイヤ空気圧が不適切もしくは
不均等な状態でこの車両を運転すると、制御不能になったり、タイヤが破裂し
たり、タイヤがリムの周りを動いたり、事故の危険が高まる場合があります。
危険の回避方法
オペレーターズガイドの中でこの車両向けに規定されているサイズおよびタイ
プのタイヤを必ず使用してください。
このオペレーターズガイドに記載されている適切なタイヤ空気圧を必ず維持し
てください。
損傷しているホイールまたはタイヤは交換してください。
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警告

考えられる危険
不適切な改造をした状態でこの車両を運転する。
起こる事象
この車両にアクセサリーを不適切に取り付けたり、不適切な改造を行うと、ハ
ンドリング性能に変化が生じて場合によっては事故を引き起こすことがありま
す。
危険の回避方法
アクセサリーを不適切に取り付けたり使用することでこの車両を改造しないで
ください。この車両に加えられる部品やアクセサリーはすべて、BRPが認めた
ものでなくてはならず、指示に従って取り付けおよび使用されなければなりま
せん。質問がある場合は、Can-Amディーラーにお問い合わせください。
（1-UPモデルに）同乗席を取り付けたり、ラックを使用して同乗者を運ばない
でください。
速度や性能を向上するための車両の改造は、所有する車両の限定保証の条件に
違反する場合があります。また、エンジンやエキゾーストコンポーネントの取
り外しは、ほとんどの法律の下で違法となります。
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警告

考えられる危険
この車両への過積載、不適切な荷物の運搬または牽引。
起こる事象
車両のハンドリング性能に変化が生じて事故を引き起こす可能性があります。
危険の回避方法
運転者、同乗者（2-UPモデルの場合）、他のすべての貨物および追加されたア
クセサリーを含めた状態で、この車両の規定積載量を絶対に超えないようにし
てください。
荷物は均等に載せてしっかり固定してください。
荷物を運搬したりトレーラーを牽引するときは速度を下げてください。制動距
離を長めに取ってください。
オペレーターズガイドに記載されている荷物の運搬またはトレーラーの牽引に
関する指示に必ず従ってください。
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警告

考えられる危険
可燃物または危険物の運搬で爆発を引き起こす可能性がある。
起こる事象
重傷や死亡事故を引き起こす可能性があります。
危険の回避方法
可燃物または危険物を運搬しないでください。
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日常点検

警告
走行前に、必ず日常点検を実施し、運転中に発生する恐れのある問題を発見し
ます。日常点検により、問題になる前にコンポーネントの摩耗や劣化を確認で
きます。発見した問題に対処して、故障または事故のリスクを低減してくださ
い。
この車両を使用する前に、運転者は下記の日常点検用チェックリストを使用して
必ず点検を行ってください。
日常点検用チェックリスト
エンジン始動前にすべきこと（キーはオフの状態）

✓実施する点検点検項目
エンジンオイルのレベルを点検します。エンジンオイル
クーラントレベルを点検します。クーラント
ブレーキオイルレベルを点検します。ブレーキオイル
車両の下に漏れがないか点検します。漏れ
スロットルレバーを数回作動させて自由に動くか点
検します。レバーを放したときは、レバーがアイド
リング位置に復帰しなければなりません。

スロットルレバー

パーキングブレーキをかけ、ブレーキが正常に動作
しているか点検します。

パーキングブレー
キ

タイヤの空気圧と状態を確認します。仕様のセクショ
ンを参照して、荷重に応じて調整します。タイヤ

損傷や異常な遊びがないかホイールを点検し、ラグ
ナットが締め付けられていることを確認します。ホ
イールビードロックを締め付けます（装備されてい
る場合）。トルク仕様については、メンテナンス手
順のセクションのホイールおよびタイヤを参照して
ください。

ホイール

ラジエーターが汚れていないか点検します。ラジエーター
ドライブシャフトブーツとプロテクターの状態を点
検します。

ドライブシャフト
ブーツ
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✓実施する点検点検項目
運転席が所定位置にあって正しく固定されているか
点検します。

シート
同乗席またはグローブボックスが所定位置にあって
正しく固定されているか点検します（2-UPモデルの
場合）。
同乗者用のバックレストとグラブハンドルの状態を
点検します（2-UPモデルの場合）。
荷物を運搬する場合は積載量を守ってください。カー
ゴラックへの搭載のセクションを参照してください。
荷物がラックに適切に固定されていることを確認し
ます。

荷物
トレーラーや他の装置を牽引する場合：
- ヒッチおよびトレーラーボールの状態を点検しま

す。
- ヒッチに貼付されているラベルに記載の（ヒッチ

にかかる）垂直荷重や牽引荷重を順守してくださ
い。仕様のセクションを参照してください。

- トレーラーがヒッチに正しく固定されていること
を確認します。

リアストレージコンパートメントが正しく固定され
ているか点検します。

ストレージコン
パートメント

車両の下を確認してシャーシやサスペンションコン
ポーネントに異物の付着がないか点検し、異物を取
り除きます。

シャーシおよびサ
スペンション

エンジンエアフィルターを点検し、清掃します。エンジンエアフィ
ルター

CVTエアフィルターを点検し、清掃します。CVTエアフィルター

エンジン始動前にすべきこと（キーはオンの状態）
✓実施する点検点検項目

（キーをオンにして最初の数秒の間に）多機能ゲー
ジのインジケーターランプの動作を点検します。多機能ゲージ
多機能ゲージ上にメッセージがないか点検します。
ヘッドライトとテールライトの動作および汚れが付
着していないか点検します。

ライト ロービームとハイビームの動作を点検します。
ブレーキライトの動作を点検します。
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✓実施する点検点検項目
燃料レベルを確認します。燃料レベル

エンジン始動後にすべきこと
✓実施する点検点検項目

ステアリングホイールを左右にいっぱいまで回し、
支障なく動作することを確認します。ステアリング

シフトレバー（P、R、N、HおよびL）の動作を点検
します。シフトレバー

2WD/4WDセレクターの動作を点検します。2WD/4WD セレク
ター

ゆっくりと数フィート前進し、ブレーキレバーおよ
びブレーキペダルを別々に作動します。ブレーキが
十分にかかる必要があります。レバーとペダルを放
すと、それらが完全に元の位置に戻らなければなり
ません。

ブレーキ

緊急エンジン停止スイッチが正常に動作するか点検
します。

緊急エンジン停止
スイッチ

D.E.S.S.キーをD.E.S.S.ポストから引いてエンジンを停
止することで、D.E.S.S. ポストが正常に動作している
か点検します。

RF D.E.S.S. ポスト
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乗車
この車両を楽しく快適に乗るために、従うべきいくつかの基本的ルールとヒント
があります。これらのルールとヒントは、常識的なものであったりユーザーに
とって初めての内容である場合があります。
時間を取って、このオペレーターズガイドおよび製品上のすべての警告ラベルを
読み、この車両に付属の安全講習ビデオをご覧ください。乗る前にこの車両につ
いて知っておくべきことが十分に説明されています。
初心者または経験のある運転者かどうかに関わらず、個人の安全のために、この
車両の操作装置と機能について知っておくことが重要です。また、正しい走行方
法を知ることも同じように重要です。
本製品は、オフロード専用の高性能ATVです。経験の浅い運転者は危険を見落と
し、さまざまな地形条件で見られるこのATV特有の動作に驚く可能性がありま
す。
製品に貼付されている警告ラベルに記載の推奨年齢に従うことを推奨します。
ユーザーがこの車両の推奨年齢範囲内であっても、この車両を安全に運転するの
に必要な技量、能力、または判断力を有しておらず、重大な事故に巻き込まれる
場合もあります。
認知機能障害や身体的障害を持つ方は、転覆や衝突の危険にさらされることが多
く、負傷や死亡事故を引き起こす恐れがあります。
どの車両も同じものではありません。各車両には固有の性能特性、操作装置およ
び機能があり、それぞれ異なる走りや操作性を発揮します。
オフロード条件で走り出す前に、操作装置や車両の一般的な動きを十分熟知して
ください。危険がなく各操作の応答を感じることができる適した場所で、運転の
練習を行ってください。練習は低速で行います。高速での走行は、十分な経験、
知識、および適した走行条件が必要となります。
走行条件は場所ごとに異なります。それぞれの場所は天候条件の影響を受け、時
間や季節によって激しく変化する場合があります。
砂地での走行は、雪上や森林、沼地での走行とは異なります。それぞれの場合で
は、非常に高い認識力とスキルが必要な場合があります。適切な判断を心掛けて
ください。常に注意を払いながら走行してください。立ち往生したり負傷する可
能性のある危険を不用意に負わないようにしてください。
車両はどこでも安全に走行すると思い込まないでください。穴、くぼみ、バン
ク、柔らかいまたは硬い「地面」などの不規則性による突然の地形の変化によっ
て、車両が転倒したり不安定になる場合があります。このような状況を避けるた
めに、速度を下げて必ず前方の地形を確認してください。車両が転倒や横転を始
めた場合、倒れる方向とは反対の方向に直ちに降りるのが最善の方法です。
車両の 「12ヶ月安全点検」 を受けていただくことをお勧めします。詳細につい
ては最寄りのディーラーまでご連絡ください。可能な限り、BRP正規ディーラー
でシーズン前点検を受けていただくようお勧めします。BRP正規ディーラーで定
期的に保守を受けていただければ、安全に関するサービスキャンペーンなどをい
ち早くお伝えすることができます。安全に関するサービスキャンペーンのお知ら
せが届いた場合は、できるだけ早くBRP正規ディーラーにお問い合わせいただく
ようお勧めします。
必要とするアクセサリーが入手できるかどうかについては、BRP正規ディーラー
にご相談ください。
走行時の衣類・装備類
実際の天候条件を確かめて、適切な服装を決めてください。予想される最も寒い
天候に適した衣服を着用してください。肌の上に防寒用下着を着用すると、断熱
性が高くなります。運転者は、使用が認められたヘルメット、ゴーグル、ブー
ツ、グローブ、長袖のシャツおよび長ズボンなど、適切な保護具と衣服を常に着
用することが重要です。このような衣服によって、走行中に遭遇する軽微な危険
から保護されます。運転者は、車両に巻き込まれたり、木の枝や背の低い木々に
引っ掛かる恐れのある、スカーフなどのだぶついた衣類を着用しないでくださ
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い。条件によっては、曇り止めゴーグルやサングラスが必要になる場合がありま
す。ゴーグルやサングラスで利用できるさまざまな色のレンズは、地形の違いを
見分けるのに役立ちます。サングラスは日中だけ着用してください。

同乗者を乗せた運転
警告

- 1-UPモデルでは、絶対に90km/hを超えないでください（総積載量が164kg
を超える場合）。

- 2-UPモデルでは、絶対に90km/hを超えないでください（総積載量が132kg
を超える場合）。

- 2-UPモデルでは、同乗者がいるときに絶対に90 km/hを超えないでくださ
い。

1-UPモデル
この車両は、運転者1人だけを乗せるように設計されています。同乗者を乗せよ
うとして同乗席を取り付けたりラックを使用しないでください。
2-UPモデル
この車両は、運転者と1人の同乗者だけを乗せるように設計されています。同乗
者は、指定された同乗席に座りグラブハンドルを常に握るようにしてください。
BRP推奨の同乗席以外の同乗席を取り付けないでください。乗客を乗せようとし
てラックやラック用の場所を使用しないでください。1名を超える同乗者を乗せ
ると、安定性や車両の操作に影響する場合があります。グローブボックスが（リ
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アシートの位置に）取り付けられている場合、車両は運転者1名用の車両（1-UP
モデル）となるため、同乗者を乗せることはできません。
レクリエーション走行
他の人の権利や限度を考慮してください。他の種類のオフロード用途のために指
定されている場所からは離れてください。これには、スノーモービルのトレイ
ル、乗馬コース、スキーのクロスカントリーのコース、マウンテンバイクのトレ
イルなどがあります。トレイル上に誰もいないと想定しないでください。常にト
レイルの右側を維持し、トレイルの片方からもう片方へとジグザグに進まないで
ください。他のトレイル使用者が前方に現れた場合は、停止するか脇へ寄せる準
備をしてください。
地域の4輪バギークラブにご参加ください。このようなクラブでは、地図やアド
バイスが提供され、走行できる場所の情報を入手することができます。近隣にク
ラブがない場合は、クラブの立ち上げにご協力ください。グループでの走行やク
ラブの活動は楽しいものであり、社会経験が得られます。
他の運転者からの安全離隔距離を保ってください。速度、地形条件、天候、車両
の機械的状態の判断、および自分自身が周りの人に対して持っている「判断の信
用」は、適切な安全離隔距離をより良く判断するための助けとなります。他の原
動機付き車両のように、この車両は「急には」止まれません。制動距離を長めに
取ってください。2-UPモデルでは、走行時に同乗者がいると車両のハンドリン
グ性能、安定性および制動距離に影響する場合があります。同乗者を乗せて走行
しているときは、安全に速度を下げてください。
走行する前に、どこに行くか、帰る予定時間を誰かに伝えましょう。
走行時間の長さに応じて、補助用のツール、飲食品、および非常用装置を搭載し
てください。ガソリンやオイルを補給できる場所も確認してください。遭遇しう
る状況に対処するための準備を行ってください。

モンキーレンチ救急箱
ナイフ携帯電話
懐中電灯摩擦テープ
色付きレンズのゴーグルロープ
トレールマップ予備の照明用バルブ
軽食付属の車載工具

環境
この車両の長所の1つは、ほとんどの地域から距離のある、人里離れた場所へと
向かえることです。しかし、自然そして他の人の楽しむ権利を常に大切する必要
があります。環境保護指定区域には乗り入れないでください。森林でできる作物
や低木の上での走行、木の伐採、フェンスの取り壊し、ホイールのスピン、地形
の破壊はしないでください。「そっと」走るようにしてください。
ごみや異物などがこの車両のエキゾーストやエンジンの他の高温箇所の近くに堆
積して着火し、それが乾燥した草に落下した場合、火事が発生する可能性があり
ます。ごみや異物が堆積するような湿地帯、湿原、背の高い草がある所での走行
は避けてください。これらの場所で走行する場合は、エンジンおよび高温箇所を
点検し、ごみや異物を取り除いてください。
野生動物を追いかけることは、多くの地域で違法とされています。野生動物は、
原動機付き車両に追いかけられた後に、極度の疲労で命を落とすこともありま
す。トレイル上で動物に出くわした場合は、車両を停止して、注意しながら静か
に見守ってください。これは、人生の中の良い思い出の 1 つとなるでしょう。
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「持ち込んだ物は持ち帰る」というルールを守ってください。ごみを散らかさな
いでください。許可を得ていない限り、キャンプファイヤーは行わないでくださ
い。行う場合は、乾燥した地域から離れた場所でのみ行ってください。トレイル
上で自身が生み出す危険が、後日であっても他人や自分自身を負傷させる場合が
あります。
農地を大切にしてください。私有地を走る前に、土地の所有者の許可を必ず得て
ください。穀物、家畜、土地の境界線を大切にしてください。ゲートが閉じてい
る場合は、通過した後にゲートを再び閉じてください。
最後に、小川や湖、川を汚さないでください。エンジンや排気システムを改造し
たり、それらのコンポーネントを取り外したりしないでください。
設計上の制限
車両は同クラスの中でも非常に丈夫なものですが、軽量の車両として定義されて
おり、その運転も特定の目的に制限されています。
車両の一部に荷重を追加すると、重力的安定性や性能に変化が生じます。
オフロードでの運転
オフロードでの運転特性は危険なものです。車両走行のために特に整備されてい
ない地形には、傾斜、地面を構成する物質、険しい状況など、予測できない危険
が潜んでいます。地形自体が連続する危険な要素を呈しており、この地形を走破
しようとする運転者は、このことを承知の上で受け入れなければなりません。
車両をオフロードで走らせる運転者は、最も安全な経路を選択し目の前の地形か
ら目を離さないよう、常に最大限の注意を払う必要があります。どのような状況
であっても、この車両に適用される走行時の指示に十分慣れていない人にこの車
両を運転させたり、険しく不安定な地形で運転するのは絶対に止めてください。
走行技術
このガイドの情報がすべてではありません。認定されたトレーニングコースの指
示に従い、知識やスキルを向上させてください。
配慮、注意、経験および運転技術は、車両を運転する際の危険に対する最も良い
予防策となります。
トレイル上のすべての標識を厳守してください。標識は、自身や他の人を手助け
するために設置されています。
オフロード運転では、速度ではなく、パワーとトラクションが重要になります。
視認性や自身の能力に見合わない速い速度での運転はせず、取り得る安全なルー
トを選択してください。
傾斜、そして岩や切り株などの障害物に突然の変化がないか、目の前の地形を常
に確認してください。これらのものにより安定性を損ない、転倒や横転を引き起
こす可能性があります。
また、傾斜やバンクの反対側の地形条件を知っておくことも、賢明な考えです。
対応や降下が不可能な急激な落ち込みもよくあります。
障害物や一部の地形に車両が安全に対処できることにわずかでも疑いがあるとき
は、必ず別のルートを選択してください。
必ず正しい運転を心掛けて、曲がり道や坂道、粗い地形を走行しているときに車
両が転覆しないようにしてください。

乗車姿勢
正常操作を維持するため、両手をハンドルバーに置き、すべての操作装置類に簡
単に手が届くようにすることを強く推奨します。これは、フットペグ上の足につ
いても言えることです。足が負傷する可能性を最小限に抑えるため、足は常に
フットペグ上に置いてください。つま先を外側に向けたり転回時の補助として足
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を伸ばしたりしないでください。そのようにすると、足が障害物に当たったりか
らんだりして、足がホイールに当たる場合があります。
この車両にはサスペンションがあるものの、不快に感じる「連続した凹凸」のよ
うな粗い地形条件があって、背中に振動が伝わり背中を痛める可能性もありま
す。かがんだ姿勢で「構えたり」走行することも頻繁に求められます。速度を下
げ、足を固定して衝撃エネルギーの一部を吸収できるようにしてください。

2-UPモデル
同乗者は、常に足をフットレストに置き、手はグラブハンドルを握っていなけれ
ばなりません。
同乗者は、運転者の動きに自分の動きを合わせなければなりません。

道路の横断
道路を横断する必要がある場合、運転者が降車し、周囲を確認してから同乗者に
指示を出す必要があります。同乗者が先に横断した場合は、その人が運転者の横
断を手助けします。歩道上を走行しないでください。歩道は歩行者用のもので
す。

旋回
低速で転回の練習を行ってから高速で転回するようにしてください。
両手をハンドルバーに、足をフットペグに置いてください。
転回中は、一定の速度を維持するか若干加速してください。
横転のリスクを減らすために：
- 転回時には注意してください。

• 速度や環境に対してハンドルバーを大きく回しすぎたり、速く回しすぎ
たりしないでください。状況に応じて操舵操作を調整してください。

• カーブにさしかかったら速度を下げてください。曲がっているときは、
急ブレーキをかけないでください。

• 曲がっているときは、たとえ停止した状態からであっても急加速しない
でください。
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- ドーナツターン、スリップ、横滑り、フィッシュテール、ジャンプなどのス
タント操作を行わないでください。車両がスリップまたは横滑りし始めた場
合は、スリップまたは横滑りの方向に操舵してください。ブレーキを強くか
けないでください。ホイールがロックします。

- 舗装面は避けてください。この車両は舗装面を走行するように設計されてい
ないため、舗装面では横転する恐れがあります。舗装面で走行しなければな
らない場合は、ゆっくり曲がり、低速で進み、急加速や急ブレーキを避けて
ください。

転回中にステアリング、スロットル、またはブレーキを急に操作しないでくださ
い。

警告
過剰な速度で転回しようとしないでください。

横滑りやスリップが発生した場合は、再度コントロールが得られるまでハンドル
バーを滑っている方向に回すと役に立つ場合があります。急ブレーキをかけてホ
イールをロックさせないでください。

警告
この車両のタイヤは、舗装された道路での使用に適してしていません。また、
この車両にはリアディファレンシャルが装備されていません（リアホイールは
常時同じスピードで回っています）。そのため、舗装された道は車両のハンド
リング性能や制御に大きな影響を与えます。

ブレーキ
ブレーキをかけるときは、必ず両手をハンドルバーに、足をフットペグに置いて
ください。
ブレーキの練習を行って、ブレーキの応答に慣れるようにします。
- 最初は低速で練習してから、速度を上げていきます。
- 直線のコースでさまざまな速度で走り、さまざまな制動力をかけることで、

ブレーキの練習を行います。
- 非常ブレーキの練習を行います。最適なブレーキは、直線コースにおいて、

高い力をかけてホイールがロックしない状態のときに得られます。
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制動距離は車両速度、負荷、および路面のタイプによって異なることを忘れない
でください。また、タイヤおよびブレーキの状態は重要な役割を果たします。
注：前進の場合、ブレーキをかけると車重がフロントホイールに移動します。
より高い停止効率を得るために、ブレーキシステムはより多くの制動力をフロン
トホイールに分配します。これは、強くブレーキをかけたときの車両のハンドリ
ング性能や操舵制御に影響します。ブレーキをかけるときはこのことを考慮して
ください。

後進走行
後進走行の際は、車両後ろ側の経路に人や障害物がないことを確認してくださ
い。ゆっくりと進み、急旋回は避けてください。
2-UPモデルで走行しているときは、同乗者によって視界が遮られる可能性があ
ることを考慮してください。必要に応じて同乗者を降ろしてください。
後進する場合、当社はATVに座るよう推奨しています。立ち上がらないでくださ
い。運転者の体重が前方に移動してスロットルレバーにかかると、不意に加速す
る恐れがあります。

障害物
「トレイル」上の障害物は、注意して乗り越える必要があります。障害物には、
ぐらついた岩、倒木、滑りやすい路面、フェンス、ポスト、盛り土、およびくぼ
みなどがあります。可能なかぎり、これらを避けるようにしてください。障害物
には、乗り越えるのに大きすぎるまたは危険すぎるため、避けなければならない
場合があることを覚えておいてください。小さな岩や倒木は、それらに対して直
角の方向から近づくことで安全に乗り越えることができます。ひざを曲げた状態
でフットレストの上に立つようにしてください。勢いを失わないように速度を調
整して、急に加速しないでください。ハンドルバー（運転者の場合）またはグラ
ブハンドル（2-UPモデルの同乗者の場合）をしっかり持ってください。（2-UP
モデルの運転者と同乗者の場合は）体重を後方に移動して進みます。車両のフロ
ントホイールを地面から浮かせようとしないでください。障害物は滑りやすく、
乗り越えているときに移動する可能性があることに気を付けてください。
2-UPモデルを運転するとき、運転者は同乗者の安全に関する責任を負っていま
す。安全性が疑われる場合は、同乗者を降ろしてから走行してください。

登坂走行
1-UPモデル
登坂走行の前に、下記の内容を念頭に置いてください。登坂走行は、経験のある
運転者だけが行ってください。傾斜の緩やかな場所から発進します。上り坂に対
して真っ直ぐ進み、体重は坂の頂上側に維持します。足はフットレストの上に置
き、ATVを低速ギヤに入れてから加速して、登坂を始めます。一定の速度を保つ
よう心掛け、スロットルは控えめにして加速は避けます。急な傾斜や地形の変
化、または1つのホイールが障害物に乗った状態は、車両前方が浮いた状態にな
るため安定性に大きな影響を与え、転倒する危険が高まります。また、斜面が急
すぎて安全に停止できない、または上るのに失敗した後で回復できない場合もあ
ります。急な傾斜は避けるようにしてください。注意しないと、登坂時に転倒す
る可能性があります。斜面が急すぎて進めないまたは車両が後退し始めた場合
は、横滑りしないよう注意しながらブレーキをかけます。降車して「K」ターン
を行います（ブレーキレバーに手をかけた状態で車両の横（車両よりも頂上側）
に立ち、後進方向にゆっくり歩きながらハンドルを切って、車両後方が頂上側を
向いてから降坂します）。必ず車両よりも頂上側に降りて、車両に近づきすぎな
いようにしてハンドルバーを回しながら歩いてください。転倒し始めた場合は、
車両をつかもうとせず離れてください。高速で頂上を走り抜けないでください。
急な落ち込みや障害物などがある場合があります。

安全に関する情報 47

乗車



2-UPモデル
同乗者は、運転者の動きに自分の動きを合わせなければなりません。同乗者は、
常に着座していなければなりません。
運転者は、同乗者の安全に関する責任を負っていることを忘れないでください。
安全性が疑われる場合は、同乗者を降ろしてから登坂走行を行ってください。
登坂走行の前に、下記の内容を念頭に置いてください。登坂走行は、経験のある
運転者だけが行ってください。傾斜の緩やかな場所から発進します。必ず上り坂
に対して真っ直ぐ進んでください。運転者および同乗者は、体重を前方（斜面の
頂上側）に維持する必要があります。足はフットレストの上に置き、ATVを低速
ギヤに入れてから加速して、登坂を始めます。一定の速度を保つよう心掛け、ス
ロットルは控えめにして加速は避けます。急な傾斜や地形の変化、または1つの
ホイールが障害物に乗った状態は、車両前方が浮いた状態になるため安定性に大
きな影響を与え、転倒する危険が高まります。また、斜面が急すぎて安全に停止
できない、または上るのに失敗した後で回復できない場合もあります。急な傾斜
は避けるようにしてください。注意しないと、登坂時に転倒する可能性がありま
す。斜面が急すぎて進めないまたは車両が後退し始めた場合は、横滑りしないよ
う注意しながらブレーキをかけます。同乗者を先に降ろしてから降車し、「K」
ターンを行います（ブレーキレバーに手をかけた状態で車両の横（車両よりも頂
上側）に立ち、後進方向にゆっくり歩きながらハンドルを切って、車両後方が頂
上側を向いてから降坂します）。必ず車両よりも頂上側に降りて、車両に近づき
すぎないようにしてハンドルバーを回しながら歩いてください。転倒し始めた場
合は、車両をつかもうとせず離れてください。高速で頂上を走り抜けないでくだ
さい。急な落ち込みや障害物などがある場合があります。同乗者は、車両が安全
な位置に戻った場合にのみ車両に乗ってください。
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車両の挙動
構成によって、この車両は非常に優れた登坂能力を備えているために、トラク
ションを失う前に転倒する可能性があります。例えば、坂道の頂上がある程度侵
食されて、先端が急激に盛り上がっているという地形状況に遭遇するのはよくあ
ることです。車両はそのような状況にすばやく対応できるものの、動作している
間に車両前部が車両のバランスが後方に移るポイントまで達すると、転倒する可
能性があります。
搭載している物が原因で車両前部が想定よりも高い位置になると、同じような状
況が発生する場合があります。転倒の可能性が発生した場合は、別のルートを
通ってください。斜面を横方向に走行する際の危険に注意してください。後述の
斜面の横断のセクションを参照してください。

降坂走行
1-UPモデル
体重を後方に保ち、座った状態を維持します。スリップしないようにブレーキを
徐々にかけます。エンジン圧縮の状態またはニュートラルに入れた状態で、斜面
を「惰性」で下らないでください。
滑りやすい下り坂に対処しながら下ると、車両が滑り下りるようになります。着
実な速度を維持して、若干加速するなどして、コントロールを得るようにしてく
ださい。急な傾斜は避けるようにしてください。注意しないと、降坂時に転倒す
る可能性があります。
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2-UPモデル
運転者は、同乗者の安全に関する責任を負っています。安全性が疑われる場合
は、同乗者を降ろしてから走行してください。
同乗者がいると、車両のハンドリング性能、安定性および制動距離に影響する場
合があることを忘れないでください。
同乗者は、運転者の動きに自分の動きを合わせなければなりません。同乗者は、
常に着座していなければなりません。
運転者および同乗者は、体重を後方に維持する必要があります。スリップしない
ようにブレーキを徐々にかけます。エンジン圧縮の状態またはニュートラルに入
れた状態で、斜面を「惰性」で下らないでください。急な傾斜は避けるようにし
てください。注意しないと、降坂時に転倒する可能性があります。

車両の挙動
この車両は、安全に下ることができる斜面よりも急な斜面を上ることができま
す。そのため、上る前に、斜面を下るための安全な経路があることを確認するの
が重要です。

斜面の横断
斜面の横断は、車両バランスが大きく変化することがあるため、最も危険な走行
の1つとされています。可能な場合は避けるようにしてください。しかし、斜面
を横断する必要がある場合は、必ず体重を斜面の上側に維持し、車両が転倒し始
めた場合に降車する体制を整えておくことが重要です。
車両の片側が反対側よりも高い状態で、片側がさらに高くなって横転を引き超す
ような障害物やくぼみはすべて避けてください。

警告
止まろうとしたり、立ち往生している車両を救出しようとしないでください。

警告
液体リザーバーを載せて運搬するときは注意してください。リザーバーによっ
て下方向に引かれて横転のリスクが高まり、斜面を横断しているときの車両の
安定性に影響を及ぼします。
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2-UPモデル
同乗者は、運転者の動きに自分の動きを合わせなければなりません。同乗者は、
常に着座していなければなりません。
運転者は、同乗者の安全に関する責任を負っています。安全性が疑われる場合
は、同乗者を降ろしてから走行してください。

急な落ち込み
通常は、フロントまたはリアホイールのいずれかが急な落ち込みの上に差しか
かって車両の「底」が当たると、車両は停止します。落ち込みが急で深い場合
は、車両が先端から落下したり転倒したりします。
2-UPモデルを運転するとき、運転者は同乗者の安全に関する責任を負っていま
す。安全性が疑われる場合は、同乗者を降ろしてから走行してください。

警告
急な落ち込みの上での走行は避けて後退し、回避ルートを選択してください。

水たまりの横断
水たまりは独特の危険物となり得ます。水たまりが深すぎると、車両が「浮い
て」転覆する場合があります。水たまりを横切ろうとする前に、水深や流れを確
認してください。水面はフットレストよりも下になければなりません。水たまり
および水たまりのバンクの双方において、岩、草、丸太などの滑りやすい面に気
を付けてください。トラクションを喪失する場合があります。高速の状態で水た
まりに入らないでください。水は制動力の役割を果たすため、自身が車両から投
げ出されて地面に落下する可能性があります。
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水による制動は、車両の制動能力に影響します。車両が水たまり、泥または雪か
ら離れた後は、ブレーキを数回かけて乾燥させてください。制動距離を長めに
取ってください。
水たまりの近くでは、泥や沼地に遭遇する場合があります。突然の「穴」や深さ
の変化に備えてください。同様に、特に植物などに覆われた岩や丸太などの危険
物に注意してください。

氷の上での走行
経路に凍結した水路がある場合、自身、同乗者（2-UPモデルの場合）、車両お
よびその荷重を含む総重量を支えるのに氷が十分厚く安定していることを確認し
てください。水がないか特に注意して見張ってください。水は氷の厚さが変化し
ている確かな証拠です。
2-UPモデルの場合、運転者は同乗者の安全に関する責任を負っています。安全
性が疑われる場合は、氷の上を渡らないでください。
氷は車両の制御にも影響します。速度を下げて、スロットルを「ふかしたり」し
ないでください。ふかしてもタイヤがスピンするだけであり、車両が転倒した
り、同乗者（2-UPモデルの場合）が投げ出される可能性があります。急ブレー
キは避けてください。急ブレーキによって制御できない横滑りが生じ、車両が転
倒したり、同乗者（2-UPモデルの場合）が投げ出される可能性があります。泥
は車両の運転や制御を妨げる可能性があるため、どのようなときでも避けてくだ
さい。

雪で覆われた路面での走行
日常点検を行うときは、雪や氷の場所に特に注意してください。雪や氷が溜まっ
ていると、テールランプやリフレクターの視認性が阻害され、通気口が詰まり、
ラジエーターやファンを妨げ、コントロールレバー、スイッチおよびブレーキペ
ダルの動きと干渉する場合があります。ATVを始動する前に、ステアリング、ス
ロットル、ブレーキレバーおよびペダルコントロールの自由な動きが干渉されて
いないか確認してください。
雪で覆われた走行路上をATVが走るとき、通常はタイヤのグリップが下がり、運
転者からの入力操作に対する車両の応答が異なってきます。グリップが低い面で
は、ステアリングの応答に切れがなく不正確で、制動距離が長くなり加速性も鈍
くなります。速度を下げて、スロットルを「ふかしたり」しないでください。ア
クセルをふかしてもタイヤがスピンするだけであり、オーバーステアリングによ
り車両の横滑りが発生する可能性があります。強いブレーキは避けてください。
ブレーキが強いと、車両が真っ直ぐ滑る可能性があります。もう一度言います
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が、操作を予測して安全に速度を下げ、スピンして制御を失う前に、時間と距離
に余裕を持って車両全体のコントロールを維持するのが最善の方法です。
ATVを緩い雪で覆われた面の上で走行させると、動いている車両の後方乱気流に
雪塵が巻き込まれ、むき出しになっているコンポーネント（ブレーキディスクの
ような可動部品など）に雪が接触、堆積し、溶けるようになります。水、雪、ま
たは氷は、ATVのブレーキシステムの応答時間に影響を与える場合があります。
車両速度を下げる必要がないときであっても、ブレーキを頻繁にかけて氷や雪の
堆積を防止し、ブレーキパッドやディスクを乾燥させてください。そのようにす
る一方で、リスクが低い走行状態においてグリップレベルのテストを行い、入力
操作に対する車両の応答の仕方を理解するようにしてください。ブレーキペダ
ル、フットレスト、フロアボード、ブレーキおよびスロットルレバーに雪や氷が
付着していない状態を維持してください。シート、ハンドグリップ、ヘッドライ
ト、テールライトおよびリフレクターの雪を頻繁に拭き落としてください。
積雪によって、岩や木の株などの障害物が隠れることがあります。それらが濡れ
た状態であれば、車両の身動きが取れなくなったり、ぬかるんだ雪の中で完全に
トラクションを失ったりして、走行性能が完全に阻害される場合があります。遠
い先を見て、そのような障害物の存在を示している場合がある目視可能な手がか
りに、常に注意してください。疑わしい場合は避けるようにしてください。氷が
ATV、乗員、および積載された荷物を安全に支えられることが確認されるまで
は、凍った水路上を走行しないでください。氷がスノーモービルを支えるのに十
分な厚さであっても、同じ重量のATVを支えることができない場合がありますの
で注意してください。これは、スノーモービルのトラックやスキーに比べて、4
つのタイヤの場合は荷重がかかる接触面積が小さくなるためです。
快適性を最大限して霜焼けにならないようにするには、走行時の天候に適した衣
服やATV乗車時の保護具を必ず着用してください。
運転が終わるたびに車体およびすべての可動部品（ブレーキ、ステアリングコン
ポーネント、ドライブライン、操作装置類、ラジエーターファンなど）に堆積し
ている雪や氷を除去するのは良い習慣です。水気のある雪は停止している間に氷
に戻るため、次の日常点検のときに取り除くのがより困難になります。
雪の中で走行しているときは、ブレーキによる停止能力が低下する場合がありま
す。安全に速度を下げて、制動距離を長く取ってください。雪が付着している
と、ブレーキコンポーネントや操作装置類の上に氷ができたり雪が堆積する場合
があります。ブレーキを頻繁にかけて氷や雪の堆積を防いでください。

砂地での走行
砂地および砂丘での走行は、独特の走りを味わえるものですが、守るべき基本的
な注意事項があります。濡れた深いまたは細かな砂および雪は、トラクションを
喪失させ、車両が横滑りしたり、落ちたり、「身動きがとれない」状態になる恐
れがあります。こうした状況が発生した場合は、硬い土台となるものを探してく
ださい。もう一度言いますが、速度を下げて状況に注意を払うことが最善の方法
です。（2-UPモデルで）同乗者を乗せて走行するときは、さらに速度を下げて
ください。
砂丘を走行する際は、車両にアンテナタイプの安全フラグを装備しておくとよい
でしょう。これにより、付近の砂丘にいる他の人から自身の位置がより見えやす
くなります。別の人の安全フラグが目の前に見える場合は、慎重に走行を続けて
ください。アンテナタイプの安全フラグは、自身の体に引っ掛かったり跳ね返る
ことがあるため、突き出た低い枝や障害物がある場所では使用しないでくださ
い。2-UPモデルで走行しているときは、同乗者がいると車両のハンドリング性
能および安定性に影響する場合があることを忘れないでください。

緩い石地での走行
緩い石地や砂利上での走行は、氷の上での走行と非常によく似ています。緩い石
地や砂利は車両の操舵に影響し、特に高速時に横滑りや転倒を引き起こす（その
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結果、運転者と同乗者（2-UPモデルの場合）が投げ出される）可能性がありま
す。
もう一度言いますが、速度を下げて状況に注意を払うことが最善の方法です。
（2-UPモデルで）同乗者を乗せて走行するときは、さらに速度を下げてくださ
い。
また、制動距離に影響する場合もあります。アクセルを「ふかしたり」横滑りを
起こしたりすると、緩んだ石を、後方にある他の人の走路に向けて飛ばしてしま
うことになりますので、覚えておいてください。こうしたことを意図的に行わな
いでください。
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荷物の運搬と作業の実施
車両を使用した作業
車両は、除雪や木材の牽引、荷物の運
搬に至るさまざまな軽作業を行うのに
役立ちます。Can-Am正規ディーラー
でさまざまなアクセサリーを入手する
ことができます。考えられる負傷を防
止するため、アクセサリーに付属の説
明書や警告に従ってください。車両の
最大積載重を必ず守ってください。過
積載は車両のコンポーネントに過剰な
応力をかけるため、故障を引き起こす
可能性があります。重い荷物を引いた
り持ち上げたり、または車両を手で押
す際、無理をしないようにしてくださ
い。
貨物の運搬

警告
- 1-UPモデルでは、絶対に90km/h

を超えないでください（総積載量
が 164 kg を超える場合）。

- 2-UPモデルでは、絶対に90km/h
を超えないでください（総積載量
が 132 kg を超える場合）。

- 2-UPモデルでは、同乗者がいる
ときに絶対に90km/hを超えない
でください。

同乗者（2-UPモデルの場合）や運搬用
ラックなどの車両に積載される貨物
は、車両のハンドリング性能、安定性
および制動距離に影響します。運転
者、同乗者、荷物およびアクセサリー
の重量、ならびにトレーラー垂直荷重
を含む車両の許容積載量を超えないで
ください。仕様を参照してください。
荷物が均等（荷物の重量の1/3が前部
で2/3が後部）に載せられて固定され
ており、操作装置類やライトと干渉し
ていないことを必ず確認してくださ
い。荷物が滑ったり落下して事故を起
こす可能性があることに注意してくだ
さい。荷物を横に突き出して載せるの
は避けてください。茂みやその他の障
害物に引っ掛かったり挟まれたりする
恐れがあります。

警告
ラックに荷物を搭載して車両を使用
すると、車両のハンドリング性能、
安定性および制動距離に影響しま
す。そのため、正しい積載および重
量配分が重要です。過積載や不適切
な牽引、不適切な方法での荷物の運
搬は絶対にしないでください。車両
を運転する前に、荷物がラックに適
切に載せられ、安全に固定されてい
ることを必ず確認してください。荷
物を運搬したりトレーラーを牽引す
るときは、地形条件に応じて安全に
速度を下げて、傾斜や粗い地形は避
けてください。特に、傾斜面上で
あったり同乗者（2-UPモデルの場
合）がいるときは、制動距離を長め
に取ってください。スリップや横滑
りが発生しないよう注意してくださ
い。できるだけ積荷を低くしてラッ
クに固定し、重心が高くなることに
よる影響を抑えます。ここで示した
推奨事項に従わないと、車両のハン
ドリング性能に変化が生じて事故を
引き起こす可能性があります。

1. 荷物の重量の1/3
2. 荷物の重量の2/3
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最大荷重表

運転者、同乗者、荷物およびアクセサ
リーの重量、ならびにトレーラー垂直
荷重を含む。

235 kg
1-UPモデル
（MOSSY
OAKを除
く）許容総積載

量
272 kg

2-UPおよび
MOSSY OAK
モデル

（均等に搭載された状態）45 kg前部荷重
（均等に搭載された状態）
リアラック、リアグローブボックスお
よびトレーラー垂直荷重を含む。

90 kg後部荷重

下記に示すのは、適切な貨物の搭載例です。
貨物の搭載例

（許容総積載量が235 kgの車両）

垂直荷重アクセサリー荷物の重量運転者と
同乗者車両総重量

20 kg10 kg105 kg100 kg235 kg

カーゴラックへの搭載
注記 積み降ろしの際、後部貨物の制
限重量90 kg、および前部貨物の制限
重量 45 kgを超えないでください。
荷物はできるだけ低く積んでください
– 荷物が高いと車両の重心が高くな
り、安定性が低下します。荷物はでき
るだけラック上に均等に置いてくださ
い。
荷物はカーゴラックに固定してくださ
い。車両の他の部分に荷物を固定しな
いでください。正しく固定されていな
いと、荷物が滑ったり落下したりして
乗員や居合わせた人に当たる可能性が
あります。また、走行中にずれて、車
両のハンドリング性能に影響すること
もあります。
高い位置にある物は運転者の視認性に
影響し、事故の際に発射物のような動
きをする場合があります。横に突き出
した荷物は、茂みや木の枝などの障害
物に引っ掛かったり挟まれたりする恐
れがあります。荷物がブレーキライト
を覆ったり邪魔したりしないようにし
てください。荷物がカーゴラックから
突き出ていないこと、および荷物が視

界を遮っておらず、車両の操作装置と
干渉していないことを確認してくださ
い。
注記 カーゴラックの容量を超えない
でください。仕様を参照してくださ
い。
ガソリン容器や危険な液体をカーゴ
ラックで運搬しないでください。
貨物の運搬
（ヒッチが搭載されている場
合）
貨物をバンパーに取り付けて牽引しな
いでください。車両の転倒を引き起こ
す可能性があります。貨物を牽引する
には、トレーラーヒッチ（取り付けら
れている場合）のみを使用してくださ
い。
緊急事態の場合、リカバリーフックを
使用して立ち往生した車両を正常な状
態に戻してください。装備品のセク
ションのリカバリーフックを参照して
ください。
チェーンやケーブルを使用して貨物を
牽引するときは、発進する前にたるみ
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がなく、牽引中は張力を保つようにし
てください。
チェーンやケーブルを使用して貨物を
牽引するときは、ブレーキを徐々にか
けるようにしてください。貨物の慣性
によって衝撃が発生することがありま
す。
貨物を牽引するときは、最大牽引荷重
を守ってください。このセクションの
トレーラーの牽引を参照してくださ
い。

警告
たるみにより、チェーンやケーブル
が破断したり反発したりすることが
あります。
別の車両を牽引するときは、別の人に
被牽引車を運転してもらうようにして
ください。被牽引車に乗っている人
は、車両のブレーキをかけたり、制御
不能にならないようにステアリングホ
イールを操作する必要があります。
貨物を牽引しているときは速度を下げ
て、徐々に曲がってください。斜面や
粗い地形を避けてください。険しい傾
斜は避けてください。特に、傾斜面上
であったり同乗者（2-UPモデルの場
合）がいるときは、制動距離を長めに
取ってください。スリップや横滑りが
発生しないよう注意してください。
トレーラーの牽引
（ヒッチが搭載されている場
合）
注記 トレーラーを牽引するにあた
り、BRP認定のリアヒッチが車両に正
しく取り付けられている必要がありま
す。
トレーラーを装備した車両の運転は、
特に傾斜のあるスロープにおいて転倒
するリスクが非常に高くなります。車
両の後ろでトレーラーを使用する場合
は、そのヒッチが車両側のヒッチに対
応していることを確認してください。
トレーラーが車両とともに水平になっ
ていることを確認します。（一部の場
合、車両側ヒッチに専用のエクステン
ションの取り付けが必要になる場合が
あります。）セキュリティーチェーン
やケーブルを使用して、トレーラーを
車両に固定します。
トレーラーを牽引しているときは速度
を下げて、徐々に曲がってください。

斜面や粗い地形を避けてください。険
しい傾斜は避けてください。特に、傾
斜面上であったり同乗者（2-UPモデル
の場合）がいるときは、制動距離を長
めに取ってください。スリップや横滑
りが発生しないよう注意してくださ
い。
トレーラーに対して貨物を不適切に搭
載すると、制御不能になる可能性があ
ります。
牽引荷重や（ヒッチにかかる）垂直荷
重を超えないでください。仕様を参照
してください。
タングにいくらかの重量がかかってい
ることを確認してください。
貨物がトレーラーに安全に固定され、
荷重が均等に分散された状態であるこ
とを必ず確認してください。均等に分
散されてバランスの取れたトレーラー
であれば、運転も楽になります。
トレーラーの牽引時は、シフトレバー
を必ず L（ローレンジ）にしてくださ
い–さらに、トルクを高めにすること
で、ローレンジでの運転がリアタイヤ
への荷重の増加を補助することになり
ます。
停止または駐車するときは、車両およ
びトレーラーのホイールをブロックし
て動かないようにします。
貨物を積載したトレーラーを切り離す
ときは注意してください。貨物が自分
自身や他の人の上に倒れる場合があり
ます。
トレーラー牽引するときは、ヒッチ上
のラベルに示されている最大牽引荷重
を順守してください。
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製品上の重要なラベル（カナダ／米国）
ハングタグ
この車両には、重要な安全情報が記載されているハングタグおよびラベルが付属
しています。
この車両に乗る人は、必ずこの情報をよく読み理解した上で乗車してください。

代表例 - 1-UPモデル
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代表例 - 2-UPモデル

代表例
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車両警告ラベル
車両にあるすべての警告ラベルを読ん
で理解してください。
これらのラベルは、運転者、同乗者
(2UP)または周囲の人々の安全のため
に車両に貼付されています。
車両に貼付されている警告ラベルは、
車両に常設されるべきものと考えてく
ださい。ラベルが剥がれたり読めなく
なったりした場合は、新しいラベルに
無料で交換できます。Can-Am正規
ディーラーにお問い合わせください。
注：このガイドおよび製品に何らかの
矛盾がある場合、製品の警告ラベルが
このガイドのラベルよりも優先されま
す。
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代表例

ラベル1 - 1-UPモデル

ラベル1 - 2-UPモデル
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ラベル2 - 1-UPモデル

ラベル2 - 2-UPモデル

ラベル3

ラベル4 - 1-UPモデル
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ラベル4 - 2-UPモデル

ラベル5

ラベル6

ラベル7
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ラベル8 - 1-UPモデル

ラベル8 - 2-UPモデル
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ラベル9

ラベル10

ラベル11

ラベル12 - 2-UPモデル、グローブボックス
下

適合ラベル
これらのラベルは、車両の適合状態を
示しています。

代表例 -シート下、カリフォルニアモデル
を除く

代表例 -シート下、カリフォルニアモデル

リアフェンダー
技術情報ラベル

シート下
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製品上の重要なラベル（カナダ／米国を除くすべて
の国）
ハングタグ
この車両には、重要な安全情報が記載されているハングタグおよびラベルが付属
しています。
この車両に乗る人は、必ずこの情報をよく読み理解した上で乗車してください。

警告
- オペレーターズガイドを読み、所定位置に保管してください。ATVを正しく

使用しないと重傷や死亡事故を引き起こす恐れがあります。すべての指示
および警告に従ってください。

- 必ずゴーグルを着用してください。
- 必ず使用が認められたヘルメットおよび保護具を着用してください。
- 絶対に公道で使用しないでください。
- 1-UPモデルで同乗者を運んだり、2-UPモデルで1名を超える同乗者を運んだ

りしないでください。
- 薬を服用したりアルコールを摂取した状態では絶対に使用しないでくださ

い。

代表例 - 1-UPモデル
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代表例 - 2-UPモデル

代表例：米国EPA基準適合モデルと同等の
場合に適用
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車両警告ラベル
車両にあるすべての警告ラベルを読ん
で理解してください。
これらのラベルは、運転者、同乗者
(2UP)または周囲の人々の安全のため
に車両に貼付されています。
車両に貼付されている警告ラベルは、
車両に常設されるべきものと考えてく
ださい。ラベルが剥がれたり読めなく
なったりした場合は、新しいラベルに
無料で交換できます。Can-Am正規
ディーラーにお問い合わせください。
注：このガイドおよび製品に何らかの
矛盾がある場合、製品の警告ラベルが
このガイドのラベルよりも優先されま
す。
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代表例

ラベル1

警告
- オペレーターズガイドを読み、所

定位置に保管してください。ATV
を正しく使用しないと重傷や死亡
事故を引き起こす恐れがありま
す。すべての指示および警告に
従ってください。

- 必ずゴーグルを着用してくださ
い。

- 必ず使用が認められたヘルメット
および保護具を着用してくださ
い。

- 絶対に公道で使用しないでくださ
い。

- 1-UPモデルで同乗者を運んだり、
2-UPモデルで1名を超える同乗者
を運んだりしないでください。

- 薬を服用したりアルコールを摂取
した状態では絶対に使用しないで
ください。

ラベル1 - 1-UPモデル

ラベル1 - 2-UPモデル
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ラベル2

警告
16才未満の人がこのATVのを運転す
ると、運転者（2-UPモデルの場合は
運転者および同乗者の双方）が重傷
を負ったり死亡する可能性が高まり
ます。16才未満の場合は絶対にこの
ATVを運転しないでください。

ラベル2
ラベル3

ラベル3
ラベル4

警告
- オペレーターズガイドを読み、所

定位置に保管してください。
- 1-UPモデルで同乗者を運んだり、

2-UPモデルで1名を超える同乗者
を運んだりしないでください。

- 2-UPモデルの同乗者は、使用が
認められたヘルメットおよび保護
具を着用してください。

- 2-UPモデルの同乗者は、薬を服
用したりアルコール類を摂取した
場合は絶対に乗らないでくださ
い。

ラベル4 - 1-UPモデル

ラベル4 - 2-UPモデル
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ラベル5

警告
- 絶対にこのキャリアで同乗者を運ばないでください。
- フロント側最大積載量： 45 kg （均等に搭載された状態）
- リア側最大積載量： 90 kg （均等に搭載された状態）（該当する場合はト

レーラーの垂直荷重を含む）

ラベル5
ラベル6

警告
この位置やラゲージラックに取り付
けて貨物を牽引しようとしないでく
ださい。車両が転倒する可能性があ
ります。貨物を牽引するには、必ず
トレーラーヒッチまたはリカバリー
フックを使用してください。

ラベル6
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ラベル7

警告
- オペレーターズガイドを読み、所定位置に保管してください。不適切なタ

イヤ空気圧や過積載は制御不能の原因となり、重傷や死亡事故を引き起こ
す可能性があります。

- 表示されている適切なタイヤ空気圧を維持してください。
- 1-UPモデルでは、運転者、荷物、アクセサリー、およびトレーラーの垂直

荷重を含め、積載量が 235 kg を超えないようにしてください。
- 2-UPモデルでは、運転者、荷物、アクセサリー、およびトレーラーの垂直

荷重を含め、積載量が 272 kg を超えないようにしてください。
- 必ずトレーラーヒッチまたはリカバリーフックを使用して貨物を牽引して

ください。
- 590 kg の最大牽引重量を超えないようにしてください。
- 23 kg の最大垂直荷重を超えないようにしてください。
- 1-UPモデルでは、絶対に90km/hを超えないでください（総積載量が164kg

を超える場合）。
- 2-UPモデルでは、絶対に90km/hを超えないでください（総積載量が132kg

を超える場合）。
- 2-UPモデルでは、同乗者がいるときに絶対に90 km/hを超えないでくださ

い。

ラベル7 - 1-UPモデル
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ラベル7 - 2-UPモデル
ラベル8

ラベル8
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ラベル9

ラベル9
ラベル10

警告
高温時は開けないでください。

ラベル10
ラベル11

ラベル11 - グローブボックス下

適合ラベル
これらのラベルは、車両の適合状態を
示しています。

シート下

代表例：シート下 -米国EPA基準適合モデ
ルと同等の場合に適用
技術情報ラベル

シート下
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車両についての情報
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コントロール

1)スロットルレバー
スロットルレバーはハンドルバーの右
側に設けられています。
スロットルレバーはエンジン回転数を
制御します。
車両速度を上げるか維持するには、右
親指でスロットルレバーを押します。
車両速度を下げるにはスロットルレ
バーを放します。

代表例
1. スロットルレバー
2. 加速時
3. 減速時

2)ブレーキレバー
ブレーキレバーはハンドルバーの左側
に設けられています。

1. ブレーキレバー
ブレーキレバーの機能は、速度を下げ
たり車両を停止することです。
ブレーキレバーを握ると、フロントお
よびリアブレーキがかかります。
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ブレーキの効果はレバーに加える力に
比例します。
3)パーキングブレーキレバー
パーキングブレーキレバーはハンドル
バーの左側にあります。

1. ブレーキレバー
2. パーキングブレーキレバー
パーキングブレーキの機能は、駐車時
に車両が動かないようにすべてのホ
イールに対してブレーキをかけておく
ことです。

警告
車両を運転していないときは、必ず
パーキングブレーキをかけてシフト
レバーを「パーキング」位置にして
ください。
パーキングブレーキをかけるには下記
の手順に従います：

手順 1： ブレーキをかける
手順 2： ブレーキをロックする
注：パーキングブレーキレバーはいく
つかの位置にセットできます。
注記 パーキングブレーキがかかって
いるときは、車両が所定位置に確実に
静止していることを確認してくださ
い。
パーキングブレーキは、ブレーキレ
バーを握るだけで解除できます。ブ

レーキレバーは静止位置に戻らなけれ
ばなりません。

警告
パーキングブレーキが解除されてい
ることを確認してから車両を運転し
てください。走行中にパーキングブ
レーキがかかったままだと、ブレー
キシステムが損傷して制動能力の喪
失や火災を引き起こす場合がありま
す。

4)ブレーキペダル
ブレーキペダルは右側フットレストに
あります。

1. ブレーキペダル
ブレーキペダルを踏むとリアブレーキ
がかかります。
放すと、ブレーキペダルは元の位置に
もどらなくてはなりません。
ブレーキの効果はペダルに加える力に
比例します。
注：4WDになっているときは、ブレー
キもドライブトレーンを通じてフロン
トホイールに影響を与えます。
ブレーキレバーシステムが故障した場
合は、ブレーキペダルを踏むことでリ
アブレーキを使用できます。
5)シフトレバー
シフトレバーは、車両右側のステアリ
ングコラム付近にあります。
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シフトレバー位置
シフトレバーは、ギヤを変更するのに
使用します。
シフトレバーには5つの位置がありま
す：

シフトレバー位置
ギヤ位置

パーキングP
リバースR

ニュートラルN
ハイレンジ（前進）H
ローレンジ（前進）L

シフトパターン
車両にブレーキをかけて停止してか
ら、ギヤを選択する必要があります。
注記 このギヤボックスは、車両が動
いている間にシフトするように設計さ
れていません。

P：パーキング
パーキング位置はギヤボックスをロッ
クして、車両の動作防止を補助しま
す。

警告
車両が動作していないときは、必ず
パーキング（P）位置にしてくださ
い。シフトレバーがP（パーキング）
になっていない場合、車両が進む場
合があります。

R：リバース
リバース位置にすると、車両を後進さ
せることができます。
注：後進時はエンジン回転数が制限さ
れるため、車両の後進速度も制限され
ます。

警告
下り坂を後進するときは、重力によ
り、設定されている後進速度よりも
車両速度が上昇します。

ニュートラル
ニュートラル位置にすると、ギヤボッ
クスが切り離されます。

警告
車両が動作していないときは、必ず
パーキング（P）位置にしてくださ
い。シフトレバーがN（ニュートラ
ル）なっている場合、車両が進む場
合があります。

ハイレンジ（前進）
この位置にすると、ギヤボックスの高
速レンジが選択されます。これは、通
常の走行速度レンジです。車両は、最
高速度に到達できます。
ローレンジ（前進）
この位置にすると、ギヤボックスの低
速レンジが選択されます。車両は低速
で動き、ホイールは最大のトルクを発
揮します。
注記 トレーラーを牽引するとき、重
い荷物を運搬するとき、障害物を横切
るとき、または傾斜を上ったり下った
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りするときは、ローレンジを使用して
ください。
6) RF D.E.S.S. キー
RF D.E.S.S.キーをD.E.S.S.ポストにしっ
かり取り付けてから、エンジンを始動
してください。
D.E.S.S.ポストは、センターパネル左側
のハンドルバーの下にあります。

D.E.S.S. ポスト

デジタル暗号化セキュリティシス
テム（D.E.S.S.）
D.E.S.S.キーには、固有の電子シリアル
ナンバーを発信する電子回路が組み込
まれています。
D.E.S.S.システムは、キーコードを読み
取り、キーを認識できる場合だけエン
ジンの始動を許可します。
D.E.S.S. 柔軟性
Can-Am正規ディーラーは、最大で8種
類のキーを受け付けるように車両
のD.E.S.S.を設定できます。
2個以上のD.E.S.S.を装備するCan-Am車
両を所有している場合、Can-Am正規
ディーラーは、そのそれぞれが他の車
両のD.E.S.S.キーを受け付けるように設
定できます。
キーの種類
車両には、1本のノーマルキー（緑）
と1本のパフォーマンスキー（グレー）
が付属しています。

警告
パフォーマンスキーまたはノーマル
キーを使用すると、重傷や死亡事故
につながる横転、転倒、衝突、およ
び制御不能な状態を引き起こす可能
性があります。通常のキーの使用
が、運転者の準備や要件の満足、慎
重な運転の代わりになることはあり
ません。

ノーマルキー
ノーマルキーの色は緑です。

警告
急な下り坂では、エンジン回転数リ
ミッターがあっても、この速度の超
過を防止できない場合があります。
ノーマルキーの場合は車両の加速率が
制限され、車両速度が70km/hに制限
されます。
このキーは、徐々に加速することを好
む運転者や、最高速度や急加速が望ま
れない環境にいるオペレーターにとっ
て有用となる場合があります。たとえ
ば、細くてカーブの多いトレイルで
は、運転者がノーマルキーを好む場合
があります。
パフォーマンスキー
パフォーマンスキーの色はグレーで、
このキーにより、ユーザーはエンジン
の最大トルクや車両の最高速度を発揮
できるようになります。
このキーは、きびきびしたスロットル
レスポンスを好む運転者にとって、ま
たは高速や急加速が適した環境におい
て役立つ場合があります。例えば、広
く開かれた直線のトレイルでは、運転
者がパフォーマンスキーを好む場合が
あります。
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7)左側ハンドルバースイッチ

1. 多機能スイッチ（このセクションの詳
細を参照）

2. グリップヒータースイッチ（詳細は装
備品のセクションを参照）

3. スロットルレバーヒータースイッチ（詳
細は装備品のセクションを参照）

4. ウインチスイッチ（詳細は装備品のセ
クションを参照）

8)多機能スイッチ
多機能スイッチはハンドルバーの左側
にあります。
この多機能スイッチ上にある操作装置
には下記のものがあります：

代表例 -多機能スイッチ
1. ヘッドライトスイッチ
2. エンジンスタートボタン
3. 緊急エンジン停止スイッチ
4. オーバーライド/DPS/ACSボタン（該当

する場合）
ヘッドライトロー／ハイ／オフス
イッチ
このスイッチは、ヘッドライトのロー
もしくはハイビーム、またはオフを選
択するために使用されます。

ヘッドライトスイッチ機能
1. ライトオフ
2. ロービームとテールライト
3. ハイビームとテールライト
緊急エンジン停止スイッチ

代表例
1. 緊急エンジン停止スイッチ
このスイッチは、エンジン停止用およ
び非常操作用として使用できます。
エンジンを停止するには、緊急エンジ
ン停止スイッチを停止位置にします。
注： D.E.S.S.ポストからD.E.S.S.キーを
取り外すことでエンジンを停止するこ
ともできますが、緊急エンジン停止ス
イッチを停止位置にすることでエンジ
ンを停止するよう推奨します。
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エンジンスタートボタン

代表例
1. エンジンスタートボタン
2. 緊急エンジン停止スイッチ
エンジンスタートボタンを押したまま
にすると、エンジンが始動します。
注：エンジンを始動できるようにする
には、D.E.S.S.キーをD.E.S.S.ポストに
しっかりと取り付けて、緊急エンジン
停止スイッチを作動位置にする必要が
あります。
エンジンを始動せずに車両の電源を入
れるには、電装システムの起動のセク
ションを参照してください。
オーバーライド/DPS/ACSボタン
このボタンには、車両モデルによって
最大で3つの機能があります。

代表例
1. オーバーライド/DPS/ACSボタン
2. エンジンスタートボタン
オーバーライド機能
オーバーライドスイッチの主な機能
は、エンジントルクを最大とすること
で、後進時にエンジン回転数リミッ
ターを回避することです。

警告
「オーバーライド」モードは、車両
が泥などの柔らかい地形で身動きの
取れなくなって、「ローレンジ」で
は不十分な場合にのみ使用します。
周囲が安全であることを確認してか
ら「オーバーライド」モードを使用
してください。通常の後進時に
「オーバーライド」モードを使用し
ないでください。過剰な速度になる
ことがあります。
オーバーライド機能の起動は、次によ
うに行います。
シフトレバーがリバース位置のとき
に、
1. 車両が停止していることを確認し

ます。
2. オーバーライドボタンを押したま

まにして、スロットルレバーを徐々
に踏み込みます。

注：オーバーライド機能を使用してい
る間、ゲージはOVERRIDE（オーバー

操作上の手引きを参照に、以下の事項に注意してください

警告
危険性があり、避けられなかった場合は大ケガまたは死に至ることも
あります
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ライド）のメッセージをスクロール表
示して、機能が起動していることを知
らせます。
3. オーバーライド機能は、オーバー

ライドボタンを放すだけ解除され
ます。

DPS機能（DPS装備モデル）
このボタンは、DPF（ダイナミックパ
ワーステアリング）モードを変更する
のにも使用します。
DPSモードの概要については車両の調
整のセクションを参照してください。
ACS機能（リミテッドモデル）
このボタンは、ACSサスペンション設
定を変更するためにも使用します。
DPS設定の概要については車両の調整
のセクションを参照してください。
9) 2WD/4WDセレクタース
イッチ
2WD/4WDセレクターはハンドルバー
の右側にあります。
このスイッチは、2WDまたは4WDモー
ドを選択するのに使用します。

代表例
1. セレクター
2. 2WD位置
3. 4WD位置

エンジンがアイドリングの状態で車両
を完全に停止してから、2WDから4WD
（またはその逆）に切り替えます。
注記 車両が動いているときに
2WD/4WDセレクタースイッチを使用
すると、機械的損傷が生じる場合があ
ります。
4WDモードにするにはスイッチの下を
押します。

4WDモード -代表例
2WDモードにするにはスイッチの上を
押します。
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2WDモード -代表例

操作上の手引きを参照に、以下の事項に注意してください

警告
危険性があり、避けられなかった場合は大ケガまたは死に至ることも
あります
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多機能ゲージ（LCD）

警告
多機能ゲージの表示を見ていると、
車両の運転時に気が散り、周囲を見
回すことができなくなる可能性があ
ります。

多機能ゲージの説明
多機能ゲージはゲージサポート内にあ
ります。

1. ディスプレイ1
2. ディスプレイ2
3. ディスプレイ3
4. ディスプレイセレクターボタン
5. ギヤボックスポジション表示
6. 燃料レベル表示
7. インジケーターランプ
スピードメーター
実際の車両速度を表示します。

1. 車両速度（ディスプレイ1）
タコメーター
エンジン回転数を毎分のエンジン回転
数（rpm）で表します。メーター上の
数字を1,000倍した値が実際の回転数
です。

注：回転数は、ディスプレイ2（モー
ド）のディスプレイにも表示されま
す。このセクションの ディスプレイ2
（モード）を参照してください。

1. タコメーター
2. 動作範囲
3. ディスプレイ2（モード）のタコメー

ター
ギヤボックスポジション表示
このディスプレイは、選択されている
ギヤボックスポジションを表示しま
す。

1. トランスミッションの位置
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機能表示
パーキングP
リバースR

ニュートラルN
ハイギヤH
ローギヤL

注：トランスミッションポジションの
表示に「E」の文字が表示される場合
は、電気通信エラーが発生していま
す。Can-Am正規ディーラーにお問い
合わせください。
燃料レベル表示
この棒状のゲージは、燃料タンク内の
残量を常時表示します。

1. 燃料レベル表示
ローフューエルインジケーターラ
ンプ

このインジケーターが点灯した場合、
燃料タンクの残量は約 5 L です。
4WDインジケーターランプ

このインジケーターの点灯は、4WD
モードが選択されていることを示して
います。

パーキングブレーキインジケー
ターランプ

このインジケーターの点灯は、（走行
中に）ブレーキが15秒以上かかってい
ることを示しています。
ハイビームインジケーターランプ

このインジケーターの点灯は、ハイ
ビームが選択されていることを示して
います。
エンジン点検インジケーターラン
プ

このインジケーターの点灯は、エンジ
ンの故障を示しています。LCDディス
プレイにメッセージが表示されている
か確認してください。
詳細についてはトラブルシューティン
グ を参照してください。
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多機能ゲージの特徴
警告

車両走行中には、決して多機能デジ
タルゲージを調整または機能設定し
ないでください。
セレクターボタンを押すとモードを表
示できます。

1. ディスプレイ2（モード）
2. ディスプレイ3（モード/メッセージ）
オドメーター
総走行距離を記録します。
時計
現在の時刻を表示します。
トリップメーター
リセットされた時点からの走行距離を
記録します。
リセットするには表示選択ボタンを押
したままにします。
アワーメーター（走行時間）
電装システムのリセット以降の、電装
システムが動作しているときの車両の
走行時間を記録します。
リセットするには表示選択ボタンを押
したままにします。
エンジンアワーメーター
エンジンの動作時間を記録します。
タコメーター
実際のエンジン回転数を毎分のエンジ
ン回転数（rpm）で表します。

多機能ゲージ設定
警告

車両走行中には、決して多機能デジ
タルゲージを調整または機能設定し
ないでください。

単位の選択（mphまたはkm/h）
多機能ゲージは工場であらかじめヤー
ドポンド単位に設定されていますが、
メートル単位に変更することもできま
す。単位の設定については、Can-Am
正規ディーラーにお問い合わせくださ
い。
注：すべての機能の単位が一括して変
更されます。
言語の選択
ゲージ表示の言語は変更することがで
き ま す 。 利 用 で き る 言 語 に つ い
てCan-Am正規ディーラーに問い合わ
せて、好みに合わせてゲージを設定し
てください。
時計の設定
現在の時刻を設定するには、以下の手
順に従ってください。
1. 時計の表示を選択します。

1. 時間（ディスプレイ2）
2. メッセージ（ディスプレイ3）
2. ボタンを押したままにします（SET

TIMEがディスプレイ3に表示されま
す）。

3. ボタンを押して12時間（12H）ま
たは24時間（24H）表示かを選択
します。

4. 12時間表示を選択した場合は、ボ
タンを押してAm（「A」）または
Pm（「P」）を選択します。
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5. ボタンを押して時の最初の桁を選
択します。

6. ボタンを押して時の2番目の桁を選
択します。

7. ボタンを押して分の最初の桁を選
択します。

8. ボタンを押して分の2番目の桁を選
択します。

9. ボタンを押して設定を入力します
（CLOCKがディスプレイ3に表示さ
れます）。
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多機能ゲージ（アナログ／デジタル）
多機能ゲージの説明
多機能ゲージ（アナログ／デジタル）はゲージサポートの中にあります。
多機能ゲージ（アナログ／デジタル）は、1つのデジタルゲージと2つのアナログ
ゲージ（スピードメーターおよびタコメーター）で構成されています。
エンジン温度と燃料レベルの棒グラフは、デジタルゲージにあります。
インジケーターランプは両方のアナログゲージにあります。

警告
運転中に表示を調整しないでください。バランスを崩す可能性があります。
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1)アナログスピードメーター
実際の車両速度をkm/hまたはmph単
位で表示します。
2)モード（M）ボタン
モード（M）ボタンを押すと、メイン
デジタルディスプレイの機能をスク
ロールします。

オプション機能の順序
ACSボタンを押し
て設定（1〜6）を

変更します。

エアサスペンショ
ン（リミテッドモ

デルのみ）
セット（S）を押
してスクロール

し、希望する機能
を（S）選択し

て、モード（M）
を押して確定しま

す。

数字表示が点滅

セット（S）を押
してスクロール

し、希望する機能
を（S）選択し

て、モード（M）
を押して確定しま

す。

多機能ゲージが点
滅

3)セット（S）ボタン
セット（S）ボタンを押すと、補助デ
ジタルディスプレイの機能をスクロー
ルします。

表示される情報機能の順序
XX:XX（24:00時間

基準）
XX:XX A または P
（12:00 AM/PM

時間基準）

時計

XXXXX.X km また
は mi

積算距離計オド
メーター

XXXXX.X km また
は mi

走行距離 — オド
メーターA
（走行A）

表示される情報機能の順序

XXXXX.X km また
は mi

走行距離 — オド
メーターB
（走行B）

XXXXX.Xエンジン時間クロ
ノメーター（Hr）

XXXXX.X
走行時間用クロノ

メーター
（HrTRIP）

走行機能をリセットする場合、MODE
（M）ボタンを3秒間押し続けます。
4)アナログ式タコメーター（rpm）
エンジン回転数を毎分のエンジン回転
数（rpm）で測定します。メーター上
の数字を1000倍した値が実際の回転数
です。
5)インジケーターランプ
インジケーターランプはさまざまな状
態や問題を示します。
インジケーターランプは単独で点滅す
るか、別のランプとともに点滅しま
す。

説明インジケーター
ランプ

イグニッションス
イッチがONでエン
ジンが始動していな
いとき、すべてのイ
ンジケーターランプ
が点灯します。

ＯＮ

すべて
のイン
ジケー
ターラ
ンプ

燃料低ＯＮ

エンジンを点検して
くださいＯＮ

エンジン高温ＯＮ

ヘッドライトがハイ
ビームポジションに
なっています

ＯＮ

89

多機能ゲージ（アナログ／デジタル）



説明インジケーター
ランプ

走行中にブレーキが
15秒以上かかってい
ます。

ＯＮ

6)メインデジタルディスプレイ
役に立つ情報をリアルタイムで運転者
に示します。
7）多機能ディスプレイ
車両速度やエンジン回転数（rpm）を
表示できます。このセクションの
「モード（M）ボタン」を参照してく
ださい。
重要なメッセージも表示できます。下
記表を参照してください。

説明メッセージ
ブレーキを連続し
て15秒間かけたと
きに表示される
メッセージ。

BRAKE（ブレー
キ）

パフォーマンス
キーを使用した状
態で電源が入った
ときに表示されま
す。

PERFORMANCE
KEY（パフォー
マンスキー）

オーバーライドス
イッチが押されて
シフトレバーがリ
バースギヤになっ
ているときに、
オーバーライドが
表示されます。

OVERRIDE（オー
バーライド）

エンジンの状態が異常になると、メッ
セージとパイロットランプが一緒に作
動します。詳細はトラブルシューティ
ングを参照してください。
8）燃料レベルインジケーター
燃料タンク内の残量を常時示す棒グラ
フです。

9)ギヤボックスポジションインジ
ケーター
選択されたギヤボックスのポジション
を表示します。
リミテッドモデルのみ
2つ目の機能として、現在のACS位置設
定を表示します。
10)エンジン温度インジケーター
エンジンのクーラント温度を常時示す
棒グラフです。
11）数値表示
車両速度やエンジン回転数（rpm）を
表示できます。このセクションの
「モード（M）ボタン」を参照してく
ださい。
12) 4WDモードインジケーター
このインジケーターが点灯している
と、4WD システムが有効になってい
ます。
13)補助デジタルディスプレイ
役に立つ情報をリアルタイムで運転者
に示します。表示機能の情報について
は、「セット（S）ボタン」を参照し
てください。
ゲージのセットアップ
メートル法とヤードポンド法単位
の設定
調整については、Can-Amディーラー
にご相談ください。
時計の設定
1. セット（S）ボタンを押して時計表

示を選択します。
2. SET（S）ボタンを 3 秒間押したま

まにします。
3. SET（S）ボタンを押して、12時間

（AM、PM）表示または24時間表
示を選択します。

4. 12 時間表示を選択した場合は、A
または P が点滅します。SET（S）
ボタンを押してA（AM）または P
（PM）を選択します。

5. SET（S）ボタンを押して時の最初
の桁を選択します。

6. SET（S）ボタンを押して時の2番目
の桁を選択します。
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7. SET（S）ボタンを押して分の最初
の桁を選択します。

8. SET（S）ボタンを押して分の2番目
の桁を選択します。

9. SET（S）ボタンを押します。
言語の設定
ゲージ表示の言語は変更することがで
きます。利用できる言語についてCan-
Am正規ディーラーに問い合わせて、
好みに合わせてゲージを設定してくだ
さい。
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装備品

代表例 - 1-UPモデル
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代表例 - 2-UPモデル
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1)ウィンドシールド（装備さ
れている場合）
ウィンドシールドの取り外しおよ
び取り付け
ウィンドシールドを取り外すには、両
方のノブを完全に緩めてからウィンド
シールドを前方に引きます。

取り付けるには、ウィンドシールド
アームをサポートに挿入してから、手
でノブを締め付けます。
2)運転席
運転席は運転者専用に設計されていま
す。

警告
この車両に同乗者として乗る人を座
らせないでください。

運転席の取り外し
運転席を取り外すには、運転席のラッ
チを上に押し上げます。このラッチ
は、シート後部の下にあります。

1. シートラッチ

シートを上に引いてから後方に引きま
す。前側の固定デバイスを解除できる
まで持ち上げ続け、その後シートを完
全に取り外します。
運転席の取り付け
シートの前側タブをフレームのスチー
ルフックに挿入します。シートがその
所定位置に置かれたら、シートをしっ
かり押して固定します。
注：このとき、カチッという感覚が
はっきりと感じられます。強く引いて
ラッチがかかっていることを確かめ
て、シートが固定されていることを再
度確認してください。

警告
後方および上方に数回引いて、運転
席が所定位置に正しく固定されたこ
とを確認します。

3)同乗席／
グローブボックス（2-UPモ
デルの場合）

警告
同乗席またはグローブボックスが取
り付けられていない状態で車両を運
転しないでください。
同乗席は同乗者専用に設計されていま
す。一体型のバックレストは、走行中
に同乗者の背中を支えます。

1. 同乗席
2. 一体型バックレスト
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同乗者なしで走行するときは、同乗席
を取り外してグローブボックスを使用
できます。

代表例
1. グローブボックス

警告
同乗席がない場合、車両は1人乗り用
車両（1-UPモデル）となるため同乗
者を乗せることができません。絶対
にグローブボックスに同乗者を乗せ
ないでください。

同乗席の取り外し
1. ラッチを解除するには、同乗席の

ラッチレバーをシート前方に引き
ます。

1. シートハンドル
2. ラッチレバーを前方に引いたまま

で、ラッチレバー後部に下向きの
圧力を加え、リアラッチをピンか
ら離し、バックレストを使ってシー
トを前側に動かします。

同乗者用グリップヒーターまたは
バイザーヒーターコネクター付き
モデル
シートの下の電装コネクターを外しま
す。
全モデル
3. シートを所定位置から上後方に引

いて、前側タブを外します。
同乗席の取り付け
1. ラッチレバーを座席前方に引いて、

ラッチレバーが開位置になってい
ることを確認します。

2. 前方への動きを利用して、座席の
両方の前側タブを車両のアンカー
ハウジングに挿入します。

同乗者用グリップヒーターまたは
バイザーヒーターコネクター付き
モデル
シートの下で電装コネクターを接続し
ます。
全モデル
3. 下方向に回してリアラッチを掛け

ます。

操作上の手引きを参照に、以下の事項に注意してください

警告
危険性があり、避けられなかった場合は大ケガまたは死に至ることも
あります
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4. ラッチレバーを後方へ押して閉じ、
座席を所定位置に固定します。

5. 座席が所定位置にしっかり固定さ
れていることを確認してから使用
してください。

1. フロントピン

警告
同乗席を後方および上方に数回引い
て所定位置に正しく固定されている
こと確認することが、同乗者の安全
にとって最も重要です。

グローブボックスの取り付け
1. 同乗席を取り外します。このセク

ションの同乗席を参照してくださ
い。

2. グローブボックスカバーを開き、
ハンドルをロック解除位置に回し
ます。

3. グローブボックスのラッチングシ
ステムをこの車両の「LINQ」開口
部にそろえて挿入します。

1. グローブボックスのラッチ
2. 「LINQ」開口部
4. ハンドルをロック位置に回します。

代表例
1. ラッチ
5. カバーを閉じてグローブボックス

が所定位置にロックされているこ
とを確認します。

グローブボックスの取り外し
1. グローブボックスの両側のラッチ

を解除してリッドを開けます。
2. ラッチを反時計方向に回して解除

します。

代表例
1. ラッチ
3. グローブボックスを取り外します。
4. 同乗席を取り付けます。このセク

ションの同乗席を参照してくださ
い。

4)フットペグ
運転者のフットペグは車両の左右側に
あります。
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代表例 - 1-UPモデルを示す
1. 運転者の左側フットペグ

警告
車両運転中、運転者は常に両足を
フットペグに置く必要があります。

2-UPモデル
同乗者のフットペグは車両の左右側、
運転者用フットペグの後方にありま
す。

代表例
1. 運転者の左側フットペグ
2. 同乗者の左側フットペグ

警告
車両運転中、同乗者は常に両足を
フットペグに置く必要があります。

5)運転者用グリップヒーター
（装備されている場合）
グリップヒーターには4つのヒートレ
ベルがあります。
ヒートレベルは、スイッチ上方のLED
で示されます。LEDが点灯していない

状態は、グリップヒーターがオフであ
ることを示しています。

1. LEDヒートレベル
スイッチを1回押してオンにします。

1. グリップヒータースイッチ
再度スイッチを押すとヒートレベルが
上がります。スイッチを押すたびに
ヒートレベルが上がります。
オフにするには、ヒートレベルを最高
にした後でもう1回スイッチを押しま
す。
6)スロットルレバーヒーター
（装備されている場合）
スロットルレバーヒーターには4つの
ヒートレベルがあります。
ヒートレベルは、スイッチ上方のLED
で示されます。LEDが点灯していない
状態は、スロットルレバーヒーターが
オフであることを示しています。
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1. LEDヒートレベル
スイッチを1回押してオンにします。

1. スロットルレバーヒータースイッチ
再度スイッチを押すとヒートレベルが
上がります。スイッチを押すたびに
ヒートレベルが上がります。
オフにするには、ヒートレベルを最高
にした後でもう1回スイッチを押しま
す。
7)グラブハンドル（2-UPモ
デル）
グラブハンドルは同乗席の左右側にあ
ります。
グラブハンドルは、車両走行中に同乗
者がしっかりつかまるために使用すべ
きものです。

警告
同乗者は、運転者につかまるのでは
なく、同乗者用のグラブハンドルを
常につかんでください。また、両足
をフットレストにしっかり着けてく
ださい。

代表例
1. グラブハンドル
2. 同乗席
8)同乗席用グリップヒーター
（装備されている場合）
グリップヒーターには2つのヒートレ
ベルがあります。
スイッチは右グラブハンドル上にあり
ます。

1. グリップヒータースイッチ
低温を選択するにはスイッチを後方に
動かします。
高温を選択するにはスイッチを前方に
動かします。
オフにするにはスイッチを中央位置に
戻します。
9) 12 Vの電源コンセント
懐中電灯などの携帯機器の使用に便利
です。

98

装備品



1. 12 V 電源出力
保護キャップを取り外して使用しま
す。環境から保護するために、使用後
は必ず保護キャップを再度取り付けて
ください。
10)バイザーヒーターコネク
ター（装備されている場合）
ヘルメットバイザーヒーターに電源を
供給するために特別に設計されたコネ
クターです。
フロントコネクター

コンソール
1. バイザーヒーターコネクター

リアコネクター（2-UPモデル）

左グラブハンドル
1. バイザーヒーターコネクター
11)リアストレージコンパー
トメント
所持品を運ぶための便利なコンパート
メントです。

1. リアストレージコンパートメントカバー

警告
必ずシフトレバーをパーキング位置
にしてからカバーを開けてくださ
い。重いものや壊れものを固定せず
にストレージコンパートメントに入
れないでください。必ずカバーを固
定してから走行してください。

リアストレージコンパートメント
を開けるには
カバーのラッチを外して、カバーを
ゆっくり降ろします。
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1. リアストレージコンパートメントのラッ
チ

リアストレージコンパートメント
を閉じるには
カバーをゆっくり上げて、ラッチから
「カチッ」という音が2回鳴るまで押
して、シールが圧縮されたことを確認
します。
12)カーゴラック
カーゴラックは、装備品やさまざまな
荷物を運搬するのに便利です。絶対に
人を運ぶためには使用しないでくださ
い。

フロントカーゴラック

リアカーゴラック

警告
- 絶対にカーゴラックで人を運搬し

ないでください。
- 荷物が運転者の視線を妨げたり、

車両の正常な操舵能力に影響を与
えないようにしてください。

- 車両に過剰の荷物を積みすぎない
でください。

- すべての荷物が正しく固定され、
ラックの外に出ていないことを必
ず確認してください。

荷物の推奨荷重については、仕様のセ
クションを参照してください。
13)トレーラーヒッチ
トレーラーなどの装置の牽引用ボール
を取り付けるのに便利なヒッチです。
トレーラーメーカーの推奨事項に従っ
て適切なサイズのボールを取り付けて
ください。積載重量や牽引時の推奨事
項については、仕様のセクションを参
照してください。

代表例
1. トレーラーヒッチ
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警告
牽引しようとする装置に合う適切な
サイズのボールを取り付けてくださ
い。

注：正しい取り付け方法については、
メーカーの説明に従ってください。
14)車載工具
車載工具はシートの下にあります。こ
のキットには基本的なメンテナンス用
の工具が付属しています。
15)ウィンチ（装備されてい
る場合）
ウィンチは、ウィンチコントロールス
イッチまたはリモートコントロール
（別売）を使用して操作できます。
ロープを巻き出すにはスイッチの左側
を押します。
ロープを巻き取るにはスイッチの右側
を押します。

代表例
1. 巻き取り
2. 巻き出し
車両への損傷を防止してワイヤーロー
プをウィンチへ誘導するために、ロー
ラーフェアリードが使用されていま
す。

1. ウィンチ
2. ローラーフェアリード
3. ウィンチフック
4. フックストラップ
注：ウィンチを長時間にわたり何度も
使用すると、バッテリーを消耗する場
合があります。
下記のヒントは、バッテリーが消耗す
るリスクを抑えるのに役立ちます。
手動での巻き出し：ハンドルを使用し
てケーブルのロックを解除し、フック
ストラップを引いて巻き出します。
巻き上げまたは巻き取り中は、エンジ
ンを作動させたままにするよう推奨し
ます。バッテリーを充電するため、巻
き上げ直後はエンジンを停止しないで
ください。
また、30秒以上巻き上げを行うとき
は、エンジン回転数を3,000 rpmの範
囲まで上げてバッテリーの充電電圧を
高めるよう推奨します。
注記 車両をニュートラル（N）にし
てからエンジン回転数を上げてくださ
い。
ウィンチの詳細は、車両に付属のウィ
ンチガイドを参照してください。
16) GPSレシーバー（グロー
バルポジショニングシステ
ム）（装備されている場合）
GPSレシーバーはハンドルバー上に
あって、地上の車両位置を表示しま
す。

注意車両使用時は、GPSをそれ用
のサポートに必ず取り付けてくださ
い。
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代表例
1. GPSレシーバー
サポートに取り付けているときは車両
の電装システムから（電装システムが
作動している場合）、サポートから取
り外されているときはバッテリーから
給電されます。
GPSレシーバーは、レシーバー上の
ON/OFFボタンまたは（車両に取り付
けているときは）電装システムを使用
して作動させることができます。
GPSは、特に車両上で使用するのに必
要なすべてのアクセサリーが付いた状
態で工場出荷時に取り付けられていま
す。これには下記のものが含まれてい
ます。
- 充電式バッテリー
- 標準マップ：WW Autoroute DEM

BasemapNR3.00（一般的な基本道
路情報付き）

- クイックスタートマニュアルおよ
び保証書。

代表例なキット
注：正しい使い方については、GPSレ
シーバーに付属しているメーカーの取
扱説明書を必ず参照し てください。

注：GPSレシーバー、利用可能なマッ
プまたはアクセサリーの詳細
は、Can-Am正規ディーラーにお問い
合わせいただくか、Garminのウェブ
サイト（www.garmin.com）にアクセ
スしてください。

警告
- GPS レシーバーに気を取られる

と、車両の操縦への注意が疎かに
なる可能性があります。特に周囲
を絶えず見回すことができなくな
ります。この結果、衝突を引き起
こす恐れがあります。

- GPSレシーバーを見る前に、まず
周囲に障害物などがないことを確
認し、車両の速度を下げてくださ
い。

- さらに障害物などがないか随時確
認するようにし てください。

警告
GPS レシーバーが提供する情報は、
あくまでも参考にとどめるべきであ
ることを忘れないでください。自身
の安全のために、絶対にその情報だ
けを頼らないでください。

GPSレシーバーの取り付け
GPSレシーバー前側のいたずら防止ね
じを取り外します。
GPSレシーバーをサポートの下側タブ
に挿入します。
GPSレシーバーを上側タブの方に押し
て、GPSレシーバーをサポートにロッ
クします。
ロッキングタブを押します。
GPSレシーバー前側にいたずら防止ね
じを取り付けます。
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1. ロッキングタブ
2. いたずら防止ねじ
注記 悪天候による損傷や盗難を避け
るため、車両を離れるときは必ずGPS
レシーバーをサポートから外して携帯
してください。
GPSレシーバーの取り外し
取り外しは取り付けと逆の順序で行い
ます。
17) ACSコンプレッサー（装
備されている場合）
ACSコンプレッサーはタイヤを膨らま
すのに使用できます。
注：エアコンプレッサー出力圧は、
ACSサスペンション設定によって異な
ります。ACS1の調整では、ACS6の調
整よりも供給圧が低くなります。
タイヤを膨らますには、以下の手順に
従ってください。
1. シフトレバーをパーキング位置に

なっていることを確認します。
2. パーキングブレーキをかけます。
3. エンジンを始動してアイドリング

させます。
4. シートを取り外します。
5. 付属のホースをコンプレッサーの

継ぎ手に接続します。

代表例
1. コンプレッサーの継ぎ手
6. 推奨空気圧でタイヤを膨らませま

す。
注：通常、ATVのタイヤを適切に膨ら
ませるには、ACS 1が適切なACSサス
ペンション設定となります。

注：空気圧を測定できるように、車載
工具には圧力ゲージが付属していま
す。
注記 必ず推奨空気圧でタイヤを膨ら
ませてください。仕様を参照してくだ
さい。
18)リカバリーフック
身動きの取れなくなったATVを救出す
ることができる便利なフックです。
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1. リカバリーフック
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補助アクセサリー
一部のモデルには、工場で取り付けられたアクセサリーが装備されています。

1)車両下部保護プレート
車両下部やサスペンションアームを保
護するアルミニウム製プレートです。

2)ガンブーツ
手の届きやすいガンブーツは、さまざ
まなライフル銃やショットガンをア
タッチメントとともに収納するように
設計されています。
注：狩猟エリア外では車両からガン
ブーツを取り外さなければならない地
域があります。地域の法律を参照して
ください。

ガンブーツの搭載可能位置
注記 車両を輸送するときは、ガン
ブーツを取り外します。

警告
銃ケースが車両に取り付けられてい
る場合は速度を下げてください。
注記 枝の多い地域はガンブーツの装
着は避けてください。そのような地域
を避けることができない場合は、枝が
銃ケースに当たらないようにしてくだ
さい。
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ガンブーツのガンブーツマウント
への取り付け
ガンブーツをガンブーツマウントに取
り付けます。
ピンをガンブーツサポートとガンブー
ツに挿入します。

1. ガンブーツサポートの曲げプレート
ロックをピンに取り付けます。

1. ロックされたピン
ロッキングピンを使用してガンブーツ
後部を固定します。
ピンをガンブーツ後部に挿入します。
ロックをピンに取り付けます。

1. ガンブーツ後部
2. ピン
3. ロック

106

補助アクセサリー



燃料
燃料に関する要件
注記 必ず新しいガソリンを使用して
ください。ガソリンは酸化します。酸
化すると、オクタン、揮発性化合物の
喪失、およびガム質やワニスの蓄積が
起こり、燃料システムを損傷すること
があります。
アルコール燃料の混合は、国および地
域によって異なります。車両は、推奨
燃料を使用して動作するように設計さ
れていますが、次のことに注意してく
ださい。
- 国の規制によって定められた割合

を超えるアルコールを含んだ燃料
の使用は、推奨されていません。
使用した場合、燃料システムコン
ポーネントに次のような問題が発
生することがあります。
• 始動および操作時の困難。
• ゴムまたはプラスチック部品の

劣化。
• 金属部品の腐食。
• エンジンの内部部品の損傷。

- ガソリンのアルコール含有量が国
の規制を超えていると疑われる場
合は、燃料漏れまたはその他の燃
料システムの異常がないか頻繁に
点検してください。

- アルコールを混ぜた燃料は水分を
引き寄せて保持するため、燃料の
相分離が生じ、エンジン性能の問
題やエンジンの損傷を引き起こす
可能性があります。

推奨燃料
オクタン価87またはRONオクタン価92
の通常の無鉛ガソリンを使用してくだ
さい。
注記 他の燃料を試さないでくださ
い。不適切な燃料を使用すると、エン
ジンまたは燃料システムの損傷を引き
起こす場合があります。
注記 E85 のラベルがある燃料ポンプ
からの燃料は絶対に使用しないでくだ
さい。
E15のラベルの燃料の使用は、U.S.EPA
（米国環境保護庁）の規制により禁止
されています。

車両への給油手順
警告

- 燃料は、一定の条件下で可燃性お
よび爆発性を持ちます。

- 裸火を明かりにして燃料レベルを
確かめるのは絶対にやめてくださ
い。

- 絶対に近くでタバコを吸ったり、
炎や火花を発生させたりしないで
ください。

- 換気のよい場所で作業してくださ
い。

1. エンジンを止めます。

警告
給油前に必ずエンジンを停止してく
ださい。
2. 運転者は降車します。

警告
給油中、誰も車両に乗せないでくだ
さい。給油中に火災や爆発が起きた
場合、車両に乗っていると、その場
所から直ちに逃げることができない
可能性があります。
3. 燃料リザーバーキャップを反時計

回りにゆっくり回して、キャップ
を外します。

1. 燃料タンクキャップ

警告
差圧が感じられた（燃料タンク
キャップを緩めるときに笛のような
音が聞こえた）場合、作業を続ける
前に車両を点検または修理してくだ
さい。
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4. 給油ノズルをフィラーネックに差
し込みます。

5. タンクから空気を逃がして燃料が
逆流しないように、燃料をゆっく
り注ぎます。燃料をこぼさないよ
うに注意してください。

6. 燃料がフィラーネックの根元のと
ころまで達したら、給油を止めま
す。入れ過ぎないでください。

警告
車両を温かい場所に停車する前に、
絶対に燃料タンクに補充しないでく
ださい。温度上昇につれて、燃料が
膨張し流出する可能性があります。
7. フューエルリザーバーキャップを

時計回りに回して、完全に締め付
けます。

警告
車両からこぼれた燃料は必ず拭き
取ってください。
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慣らし期間
慣らし期間中の運転
この車両には、10 時間または 300 km
の慣らし期間が必要です。
エンジン
慣らし期間中は：
- スロットル全開での運転は避けて

ください。
- 最大スロットルは3/4以下としてく

ださい。
- 加速を維持し続けるのは避けてく

ださい。
- 巡航速度での長時間の運転は避け

てください。
- エンジンのオーバーヒートを避け

てください。
ただし、短い加速や速度の変動は、慣
らし運転の質を向上させます。
注：慣らし期間が終わるまでエンジン
が最大効率で動作しないのは正常で
す。
ブレーキ

警告
新しいブレーキは、慣らし運転が完
了しないと最大効率で作動しませ
ん。十分注意してください。

ドライブベルト
新品のドライブベルトは、50kmの慣
らし運転を必要とします。
慣らし期間中は：
- 激しい加速や減速は避けてくださ

い。
- 貨物の牽引は避けてください。
- 高速での巡航は避けてください。
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基本手順
エンジンの始動
シフトレバーをパーキングかニュート
ラルにする必要があります。
注：なお、オーバーライドモードで
は、シフトレバーがどの位置であって
もエンジンを始動できます。エンジン
スタートボタンを押している間に、ブ
レーキレバーを引き続けるかブレーキ
ペダルを踏み続けます。
D.E.S.S. キーがD.E.S.S. ポストに取り付
けられていることを確認してくださ
い。
緊急エンジン停止スイッチを作動位置
に設定します。
エンジンが始動するまで、エンジンス
タートボタンを押し続けます。
エンジンが始動したら、エンジンス
タートボタンを直ちに放します。
注記 数秒経ってもエンジンが始動し
ない場合は、エンジンスタートボタン
を 10 秒以上押したままにしないでく
ださい。トラブルシューティングのセ
クションを参照してください。
電装システムの起動
スタートボタンを1秒弱押して放すと、
- D.E.S.S.キーがD.E.S.S.ポストに取り

付けられていない、または緊急エ
ンジン停止スイッチが停止位置に
なっている場合は、いずれの装置
にも電源を供給せずに電装システ
ムが30秒間オンになります。

- D.E.S.S.キーがD.E.S.S.ポストに取り
付けられており、かつ緊急エンジ
ン停止スイッチが作動位置になっ
ている場合は、装置に10分間電源
を供給します。D.E.S.S.キーを取り
外した、または緊急エンジン停止
スイッチを停止位置にした場合は、
30秒後に電装システムが停止しま
す。

注記 電装システムを頻繁に起動した
り、電気装置を使用すると、バッテ
リーを消耗してエンジンを始動できな
くなる場合があります。
選択したギヤの変更
ブレーキをかけて車両を停止し、希望
するシフトレバー位置を選択します。
ブレーキを解除します。

注記 選択したギヤを変更するとき
は、必ずブレーキをかけて車両を完全
に停止してからシフトレバーを動かし
てください。そうしない場合、ギヤ
ボックスが損傷する場合があります。
スロットルレバーを徐々に押してエン
ジン回転数を上げると、CVT（無段変
速機）につながります。
反対に、スロットルレバーを放すとエ
ンジン回転数が下がります。
エンジンの停止と車両の駐車

警告
車両が動き出す恐れがあるため、急
な傾斜での駐車は避けてください。

警告
動き出すのを防止するため、停車お
よび駐車時は必ずシフトレバーを
パーキングにしてください。

警告
高温部品で火災が生じるような場所
には駐車しないでください。
停車および駐車時は必ずシフトレバー
をパーキング位置にしてください。こ
れは、傾斜地で駐車するときに特に重
要です。急な傾斜や車両が荷物を運搬
している場合は、石やレンガを使用し
て車両に輪止めをかけてください。
駐車する際は、最も平坦な地形を選択
します。
スロットルを放し、ブレーキを使って
車両を完全に停止します。
シフトレバーをパーキング位置しま
す。
車両の緊急エンジン停止スイッチを使
用して車両を停止します。
D.E.S.S.ポストからD.E.S.S.キーを取り外
します。
急な傾斜地に駐車せざるを得ない場合
や車両が荷物を運搬している場合は、
岩やレンガを使ってホイールに輪止め
をかけてください。
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特殊な手順
CVTに水が浸入した場合の対
処
CVTのドレンプラグは、CVTカバーの
後部にあります。これには左側リア
フェンダーから手が届きます。
CVTのドレンプラグを点検して、水が
あるか確認します。

1. ドレンプラグ
2. スプリングクランプ
注記 CVT内に水がある場合は、ベル
トがスリップする可能性があります。
その場合、エンジンは加速しますが車
両は動きません。
水がある場合は、CVTのドレンプラグ
を取り外して水を排出します。
ドレンプラグを取り付けて、スプリン
グクランプで固定します。
注：ホースがCVTカバーニップルに正
しく挿入されているか確認してくださ
い。
注記 Can-Am正規ディーラーに相談
して、CVTの点検と清掃を行ってくだ
さい。
エアフィルターハウジングに
水が浸入した場合の対処
左サイドパネルを取り外します。
エアフィルターハウジングの下にある
ドレンリザーバーを点検して、水があ
るか確認します。

代表例
1. エアフィルターハウジングのドレンリ

ザーバー
水がある場合は、クランプを押してリ
ザーバーを取り外し、エアフィルター
ハウジングから水を排出します。
下記条件のいずれかに該当する場合、
最寄りのCan-Am正規ディーラーまで
車両を運搬し、車両の整備を受けてく
ださい。
- 50 ml 以上（ドレンリザーバー約5

杯分）の水がエアフィルターハウ
ジングにある場合。

- ドレンリザーバーに何らかの堆積
物がある場合。

このような場合は、下記事項に関する
車両の整備が必要です。
- ベント
- CVTエアフィルターの清掃
- CVTのクリーニング
- 燃料タンクブリーザーの交換
- 潤滑の点検および必要に応じて交

換（エンジン、ギヤボックスおよ
びリアファイナルドライブ）

注記 車両の整備を行わないと、下記
のコンポーネント（ただしこれらに限
定されない）に回復不能な損傷が生じ
る場合があります。
- エンジンおよびギヤボックス
- 燃料ポンプ
- ACSコンプレッサー（リミテッド

モデルのみ）
- CVT
- フロントディファレンシャル
- リアファイナルドライブ
車両が転覆した場合の対処
車両が転覆した、または横に傾いたま
まの場合は、ホイールが下になるよう
に車両を戻してください。車両に損傷
がないか点検してください。
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警告
車両が損傷している場合は、絶対に
運転しないでください。Can-Am正規
ディーラーにご相談ください。
車両に損傷がない場合は、メンテナン
ス手順のセクションを参照して下記の
点検を行ってください。
- エアフィルターハウジングにオイ

ルが溜まっていないか点検します。
オイルがある場合は、エアフィル
ターとエアフィルターハウジング
を清掃します。

- エンジンオイルのレベルを点検し、
必要に応じて補充してください。

- エンジンクーラントレベルを点検
し、必要に応じて補充してくださ
い。

- ギヤボックスオイルのレベルを点
検し、必要に応じて補充してくだ
さい。

- リアファイナルドライブのオイル
のレベルを点検し、必要に応じて
補充してください。

- エンジンを始動します。オイル圧
のランプが点灯している場合は、
直ちにエンジンを停止してくださ
い。Can-Am正規ディーラーにお問
い合わせください。

車両が点灯したときは必ず、Can-Am
正規ディーラーの点検を受ける必要が
あります。
車両が水没した場合の対処
車両が水没した場合は、直ちにエンジ
ンを停止してください。下記のものは
使用しないでください。
- すべての電気装置
- ウィンチ（装備されている場合）
- ACS（リミテッドモデル）
Can-Am正規ディーラーにできるだけ
早く車両を持ち込む必要があります。
エンジンを始動しようとしないでくだ
さい！
注記 車両が水没した場合、適切な始
動手順に従わないと重大な損傷が生じ
ます。
車両をできるだけ早く水から引き出し
て、下記のことを行ってください。

- エアフィルターハウジングの水抜
きを行います。このセクションの
エアフィルターハウジングに水が
浸入した場合の対処を参照してく
ださい。

- CVTの水抜きを行います。このセク
ションのCVTに水が浸入した場合の
対処を参照してください。

注記 できるだけ早くCan-Am正規
ディーラーの整備を受ける必要があり
ます。
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走行に関する調整

警告
サスペンションの調整は、車両のハ
ンドリング性能に影響を与える可能
性があります。必ず時間をかけて、
サスペンションの調整をした後の車
両の挙動に慣れてください。

サスペンションの調整
サスペンションの調整と荷重は、車両
のハンドリング性能や快適性に影響を
与えます。
サスペンション調整の選択は、運転者
の体重、好み、走行速度およびフィー
ルドの状態により変化します。
スプリングプリロード調整

警告
フロントまたはリアサスペンション
の左と右のショック調整は、必ず同
じ位置にセットする必要がありま
す。片方のショックのみを調整しな
いでください。調整が均等でないと
ハンドリング性能および安定性が損
なわれ、事故につながる可能性があ
ります。
乗り心地を固めにしたり粗い条件の場
合は、スプリングを短くします。
乗り心地を柔らかめにしたりスムーズ
な条件の場合は、スプリングを長くし
ます。
全モデル（XT-Pおよびを除く）お
よびリミテッドモデルのリアサス
ペンション
調整カムを回してスプリングプリロー
ドを調整します。

代表例
1. 調整カム
2. 柔らかめの調整
3. 固めの調整
XT-Pモデル
調整リングを回してスプリングプリ
ロードを調整します。

代表例
手順 1： 上部の固定リングを緩めます。
手順 2： それに応じて調整リングを回

します。
手順 3： 上部の固定リングを締め付け

ます。
ショックダンパーの調整（XT-Pモ
デル）
圧縮ダンパーは、走行時のショックア
ブソーバーの応答の仕方を制御しま
す。
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大きい起伏で
の結果設定位置

柔らかめの圧
縮減衰柔らかい1

中程度の圧縮
減衰

中程度
（工場設

定）
2

固めの圧縮減
衰硬化3

1. 位置1
2. 位置2
3. 位置3

圧縮ダンパー
1. 減衰力を増やす（固め）
2. 減衰力を減らす（柔らかめ）
ショックダンパーの減衰力を増やすに
は、アジャスターを時計方向に回しま
す（固め）。
ショックダンパーの減衰力を減らすに
は、アジャスターを反時計方向に回し
ます（柔らかめ）。

結果措置

固めの圧縮減衰圧縮減衰力を増や
す

柔らかめの圧縮減
衰

圧縮減衰力を減ら
す

警告
圧縮減衰の設定が両側とも同じに
なっていることを確認します。

エア制御サスペンション（ACS）
の調整（リミテッドモデルのみ）
このシステムにより、運転者はボタン
を押すだけでリアサスペンションを調
整できます。ACS設定を変えることで
リアショックの空気圧が変わり、サス
ペンションをさまざまな状態に調整で
きます。
車両には下記のサスペンション設定が
事前に設定されています。

ACSサスペンション設定

推奨荷重走行時の
快適さ設定

運転者のみ
最も柔ら

かいACS 1

柔らかいACS 2

同乗者または
荷物の運搬

やや柔ら
かいACS 3

やや固いACS 4

同乗者および
荷物の運搬

固いACS 5
最も固いACS 6

警告
必ず荷重に応じてACSサスペンショ
ンを調整してください。車両での貨
物（同乗者や荷物）の運搬に関する
上記推奨事項に従ってください。
実際の設定を表示するには、以下の手
順に従ってください。
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1. モード（M）ボタンを押して
AIR_SUSPを表示します。

2. 多機能ゲージを見て、実際の設定
を確認します。

1. 表示されたAIR_SUSP
2. 実際の設定
実際の設定を変更するには、以下の手
順に従ってください。
1. モード（M）ボタンを押して

AIR_SUSPを表示します。

1. 表示されたAIR_SUSP
2. 実際の設定
2. 希望の設定が表示されるまでACS

ボタンを押してから放します。

代表例
1. ACSボタン
ACSサスペンション設定の確認
車両を短時間停止する前にACSサスペ
ンションがACS5またはACS6に設定さ

れていた場合、始動時に多機能ゲージ
が確認メッセージをスクロール表示し
ます。運搬する貨物に従ってサスペン
ションが調整されていることを確認し
てください。
ACSサスペンション設定を確認するに
は、メッセージが表示されている間に
ACSボタンを押して放します。
注：メッセージが確認されない場合、
サスペンションは自動的にACS 3の設
定に戻ります。
注：確認メッセージが表示されている
間にモード（M）ボタンが押された場
合、サスペンションはそのままACS 3
設定に戻ります。
注：始動時に車両のトランスミッショ
ンがリバース位置になっている場合、
確認メッセージの代わりにオーバーラ
イドメッセージが表示されます。
ダイナミックパワーステアリ
ング（DPS）のアシストレベ
ル調整（DPS装備モデル）
トリモードダイナミックパワーステア
リング（DPS）は、運転者のためにス
テアリング操作の簡単なアシストを行
います。アシストのレベルは車両速度
や運転者の要望に応じて自動的に適応
し、通常はアシストの需要が最も高い
とされる低速時に最大の操舵力を発揮
します。速度が上昇するとアシストが
次第に少なくなり、運転者にとって最
高の操舵感覚と精度が維持されます。
アシストは3つのモード（最小、中程
度、最大）から選択できます。各モー
ドとも、車両速度や運転者の要望に自
動的に継続して適応するため、走行時
に変更する必要がありません。これら
のモードは、それぞれの運転者の好み
に合わせてアシストのレベルを設定す
るために使用されます。
事前に設定された次の3モードから選
択できます。

DPSモード

ステアリングアシスト最大DPS
MAX.
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DPSモード
ステアリングアシスト中程

度
DPS
MED.

ステアリングアシスト最小DPS
MIN.

有効なDPSモードを表示するには、以
下の手順に従ってください。
1. オーバーライド/DPS/ACSボタンを

押して放します。

1. オーバーライド/DPS/ACSボタン
2. 多機能ゲージを見て、有効な DPS

モードを確認します。

LCDゲージ
1. DPSモード（ディスプレイ3）

アナログ／デジタルゲージ
1. DPS モード表示

DPSモードを変更するには、以下の手
順に従ってください。
1. オーバーライド/DPS/ACSボタンを

2秒間押したままにして、次の設定
に進みます。

2. オーバーライド/DPS/ACSボタンを
放します。

3. 希望の設定が選択されるまで繰り
返します。

注：車両のトランスミッションがリ
バースになっている、またはACSモー
ド（リミテッドモデル）が多機能ゲー
ジに表示されている場合は、DPSの調
整ができません。
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車両の輸送
この車両を輸送するときは、適切なス
トラップを使用してトレーラーまたは
ピックアップボックスに車両を固定し
ます。一般的なロープの使用は推奨し
ません。

警告
この車両を、乗用車などの車で牽引
しないでください。トレーラーを使
用してください。この車両を立てて
運搬するのはやめてください。車両
は通常の動作位置（4輪すべてが着い
ている状態）としてください。

下記の手順を必ず行ってください。
- 輸送前に車両にラックから貨物を

降ろします。
- シフトレバーをパーキング位置に

します。
- パーキングブレーキをかけます。
- 車両を前側および後ろ側の固定ポ

イントで固定します。

1. 前側の固定ポイント位置

1. 後ろ側の固定ポイント位置
注記 車両を他の位置に固定すると、
車両が損傷する場合があります。
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メンテナンススケジュール
メンテナンスは、車両を安全な運転状態に保つために非常に重要です。車両は、
メンテナンススケジュールに基づいて整備してください。
スケジュール通りにメンテナンスを行っていても、日常点検は必要です。
サービス店または担当整備士が、排出ガス制御装置およびシステムのメンテナン
ス、交換、または修理を実施できます。これらの手順では、コンポーネントや
BRPまたはCan-Am正規ディーラーによる整備は必要ありません。Can-Am正規
ディーラーは、Can-Am ATVを整備するための高度な知識や工具を有しています
が、排出ガス関連保証は、Can-Am正規ディーラーまたはBRPと取引のある工場
の使用を条件としていません。排出ガス関連保証の請求では、BRPは排出ガス関
連部品の診断と修理をCan-Am正規ディーラーに限定しています。詳細は、本書
に記載された米国 EPA 排出ガス関連保証を参照してください。適切なメンテナ
ンスを行うことは、オーナーの責任です。オーナーによる不適切なメンテナンス
や使用が原因で問題が起こった場合などは、保証請求が拒否されることもありま
す。
燃料要件に関する指示に従ってください。このオペレーターズガイドの燃料のセ
クションを参照してください。エタノールの含有率が10体積%を超えるガソリン
が広く販売されている場合でも、米国 EPA はエタノールの含有率が10体積%を
超えるガソリンの使用を禁止しています。これは、この車両にも適用されていま
す。このエンジンに、エタノールの含有率が10体積%を超えるガソリンを使用
すると、排出ガス制御システムを損傷する恐れがあります。
メンテナンスの要件を思い出すために、ゲージには50運転時間毎にMAINTENANCE
REQUIRED（メンテナンスが必要）というメッセージが表示されます。メッセー
ジを消去するには、該当する多機能ゲージのセクションを参照してください。

警告
メンテナンスのスケジュールや手順に従って適切に車両を維持しないと、安全
な作動を損ねます。

極端にほこりの多い環境
エンジンのエアフィルターのメンテナンスガイドライン
エアフィルターは走行条件に応じて整備します。
次のような極端にほこりの多い環境では、エアフィルターをより頻繁に整備しま
す。
- 乾燥した砂の上での走行
- 乾燥した土で覆われた路面での走行
- 乾燥した砂利道または類似環境での走行
注：これらの環境でグループ走行を行う場合は、エアフィルターをより頻繁に
整備する必要があります。
メンテナンススケジュールの例
トレイルでの走行条件での使用
過酷な走行条件（粉塵または泥が多い）、または重量物を運搬する条件での使
用
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メンテナンススケジュール
推奨するメンテナンスの間隔は次の表に示す通りです。これに従い、適切なメン
テナンスを実施してください。メンテナンススケジュールの項目のうち、走行距
離または時間に関わらず、必ず定期的に行う必要があるものもあります。

1,500 kmまたは50運転時間毎（いずれか早い方）
750 kmまたは25運転時間毎（いずれか早い方）

エンジンエアフィルターを確認して清掃する。必要に応じて交換する。
バッテリー接続部の確認
リアプロペラシャフトジョイントを潤滑する。
タイロッドエンドおよびボールジョイントに遊びがないか点検し、ブーツの状
態を確認する。
フロントサスペンションアームブッシュを潤滑する。
リアスタビライザーバーのブッシュを潤滑する。
ドライブシャフトブーツおよびプロテクターを点検する。
ブレーキパッドを点検する。必要に応じて交換する。
ホイールベアリングに異常な遊びがないか点検する。
CVTエアフィルターを点検し、清掃する。必要に応じて交換する。（装備され
ている場合）
ホイールビードロックを締め付ける（装備されている場合）。
ロアショックアブソーバーの球面ベアリングを潤滑する（Outlanderリミテッ
ドおよびXT-Pモデル）。
アッパーショックアブソーバーの球面ベアリングを潤滑する（Outlanderリミ
テッドモデル）。

3,000 kmまたは100運転時間毎（いずれか早い方）
1,500 kmまたは50運転時間毎（いずれか早い方）

バルブクリアランスを調整する。
マフラースパークアレスターを清掃する。
スロットルボディを確認して清掃する。
フューエルベントブリーザーフィルターを交換する。
CVTドライブベルトを点検し、CVT プーリーを清掃する。
ドライブプーリーのワンウェイベアリングを潤滑する。
ACSサスペンションホースの状態を点検する（リミテッドモデル）。
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3,000 kmまたは100運転時間毎（いずれか早い方）
1,500 kmまたは50運転時間毎（いずれか早い方）

下記事項を1年に1回以上行う必要があります。
エンジンオイルとフィルターを交換する。
スロットルケーブルを潤滑する。
ブレーキシステムを点検し、清掃する。
バッテリーの状態を点検する。
ステアリングシステムに異常な遊びがないか確認する。
フロントディファレンシャルおよびリアファイナルドライブのオイルレベ

ルを点検し、汚れがないか確認する。
ギヤボックスオイルのレベルを確認し、汚れがないか調べる。

最初の 3,000km および 6,000km走行後に実施し、それ以降は定期スケジュー
ルに従って実施

最初の 1,500km および 3,000km走行後に実施し、それ以降は定期スケジュー
ルに従って実施

ギヤボックスオイルを交換する。
車両速度センサー（VSS）を清掃する。

6,000 kmまたは200運転時間毎（いずれか早い方）
3,000 kmまたは100運転時間毎（いずれか早い方）

クーリングシステムを確認する。
エンジンクーラントの効力をテストする。
燃料システムに漏れがないか点検する。
燃料ポンプ圧を確認する。
スパークプラグを交換する。
フロントディファレンシャルオイルを交換する。
リアファイナルドライブのオイルを交換する。
ギヤボックスオイルを交換します。
インプットおよびアウトプットシャフトシール（ギヤボックス、ディファレン
シャルおよびファイナルドライブ）を点検する。
車両速度センサーを清掃する。
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6,000 kmまたは200運転時間毎（いずれか早い方）
3,000 kmまたは100運転時間毎（いずれか早い方）

ロアおよびアッパーステアリングコラムハーフブッシュを清掃し、潤滑する。
下記事項は2年毎に行う必要があります。

ブレーキオイルを交換する。

12,000 kmまたは5年毎（いずれか早い方）
6,000 kmまたは5年毎（いずれか早い方）

エンジンクーラントを交換する。
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メンテナンスの手順
このセクションでは、基本的なメンテ
ナンスの手順を説明します。

警告
特に指示がない限り、必ずD.E.S.S.
キーをD.E.S.S.ポストから取り外して
から、メンテナンスを行ってくださ
い。

警告
ロック装置（ロックタブ、戻り止め
ファスナーなど）の取り外しが必要
な場合、必ず新品と交換してくださ
い。

エアフィルター
エアフィルターのメンテナンスガ
イドライン
どのATVでも、エアフィルターのメン
テナンスは適切なエンジン性能や寿命
を確保するうえで極めて重要です。
エアフィルターは走行条件に応じて整
備します。
下記に示す粉塵の多い条件では、エア
フィルターのメンテナンスを増やし、
フォームフィルターにオイルを追加す
る必要があります。
- 乾燥した砂地での走行。
- 乾燥した泥で覆われた表面での走

行。
- 乾燥した砂利のあるトレイルまた

はそれに類似した条件での走行。
注：これらの環境でグループ走行を行
う場合は、エアフィルターをより頻繁
に整備する必要があります。メンテナ
ンス手順については、このセクション
のエアフィルターの清掃と注油を参照
してください。
注：アクセサリーの「ダストコンディ
ション」用プレフィルターを使用して
もかまいません。詳細はCan-Am正規
ディーラーにお問い合わせください。
エアフィルターの取り外し
注記 エアフィルターのハウジングの
いかなるコンポーネントを取り外した
り、改造しないでください。さもない

と、エンジンパフォーマンスの低下ま
たは損傷が起こる可能性があります。
エンジンは、これらのコンポーネント
専用に校正されています。
シートを取り外します。
コンソールを取り外します。
スタッドがグロメットから外れるま
で、コンソール後部を上方向に持ち上
げます。

代表例
1. コンソール
2. スタッドとグロメット
コンソールを後方に引きます。
エアフィルターのカバーを取り外すに
は反時計回りに回します。
注：取り外しが楽なように、ソケット
レンチを使用してもかまいません。

1. エアフィルターのカバー
エアフィルターのを取り外します。
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エアフィルターの取り外し

エンジンのエアフィルターハウジ
ングの点検と水抜き
1. 左側パネルを取り外します。
2. エアフィルターハウジングのイン

レットドレンチューブから水を抜
きます。

代表例 -理解を容易にするため、いくつか
の部品が取り外されています。
1. エアフィルターハウジングのインレッ

トドレンチューブ
3. エアフィルターチャンバーの汚れ

を確認します。
- 異物や水がある場合は、掃除機

を使用してエアフィルターチャ
ンバーを清掃します。

注記 圧縮エアをエアフィルターチャ
ンバー内に吹き付けないでください。
4. エアフィルタードレンチューブを

確認します（チャンバーを清掃し
ます）。
- 異物や水がある場合は、特殊な

手順のセクションを参照してく
ださい。

- 汚れの元を調べてください。

代表例 -理解を容易にするため、いくつか
の部品が取り外されています。
1. エアフィルタードレンチューブ
エアフィルターの清掃と注油

注意 皮膚と目を保護するものを
必ず装着してください。薬品により発
疹や目の負傷を引き起こす可能性があ
ります。
ペーパーフィルターの清掃
1. フォームフィルターがペーパーフィ

ルターから取り除かれていること
を確認します。

2. ペーパーフィルターから重い粉塵
を叩き落とします。

こうすることで、汚れや粉塵がペー
パーフィルターから外れます。
注：ペーパーフィルターには寿命があ
ります。汚れすぎたり詰まった場合は
交換してください。
注記 ペーパーエレメントに圧縮エア
を吹き付けることは推奨していませ
ん。紙の繊維が傷み、ほこりの多い環
境で使用するときのフィルターのろ過
性能が低下する可能性があります。
注記 ペーパーフィルターを洗浄液で
洗浄しないでください。
フォームフィルターの清掃
1. エアフィルタークリーナーをフォー

ムフィルターの内側および外側に
吹き付けて、メーカーの説明に従
います。
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代表例 -フォームフィルターへの吹き付け
2. フォームフィルターを完全に乾燥

させます。

代表例 -乾燥した状態
注：エレメントの汚れがひどい場合
は、2回吹き付けなければならない場
合があります。
フォームフィルターへの注油
1. フィルターに汚れがないことを確

認します。フォームフィルターの
清掃のセクションを参照してくだ
さい。

2. 乾燥させた上述のフォームフィル
ターにエアフィルターオイル (P/N
219 700 340) または同等品を吹き
付けます。

エアフィルターオイル (P/N 219 700 340)

代表例 -フォームフィルターにオイルを塗
布します。
3. 3 〜 5分間放置します。
4. フォーム フィルターを吸収布に包

み込み、優しく絞り、ペーパー
フィルターに付着しかねない余分
な油分を取り除きます。これによ
り、フォームフィルターを完全に
オイルで被覆させることを確保で
きます。

5. フォームフィルターをペーパーフィ
ルターの上に取り付けます。

代表例
6. 今後の取り付けおよび取り外しの

容易さを確保するために、フィル
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ターのプラスチック本体にわずか
に油を注ぎます。

エアフィルターの取り付け
注油されたフォームフィルターをペー
パーエアフィルターに取り付けます。
エアフィルターのOリングシールとプ
ラスチック本体にグリースを若干塗布
します。
取り外しとは逆の手順でエアフィル
ターを取り付けます。
エアフィルターカバーがエアフィル
ターハウジングに正しくロックされて
いることを確認します。フィルターカ
バーとハウジングの図を参照してくだ
さい。

1. カバー位置の矢印
2. ロック位置
3. ロック解除位置
取り外しとは逆の手順でコンソールを
取り付けます。しかし、次の点に注意
を払ってください。
コンソールの前側タブをスロットにそ
ろえてから、コンソールを前方に押し
ます。
その後、スタッドをコンソール後部の
グロメットにそろえて、スタッドがグ
ロメットに掛かるまでスタッドを挿入
します。

代表例
1. コンソール
2. スタッドとグロメット
シートを再度取り付けます。
エンジンオイル
エンジンオイルレベル
注記 オイルレベルは頻繁にチェック
し、必要に応じて補充してください。
入れ過ぎないでください。オイルレベ
ルが不適切なままでエンジン／ギヤ
ボックスを使用すると、エンジン／ギ
ヤボックスに重大な損傷を与える可能
性があります。こぼれたオイルは必ず
ふき取ってください。
注：オイルレベル確認時に、エンジン
エリアに漏れがないか目視点検しま
す。

代表例 -エンジン右側
1. ディップスティック
車両が水平面上にあってエンジンが冷
えて作動していないときに、下記のよ
うにオイルレベルを点検します。
1. ディップスティックを緩めて引き

抜き、オイルを拭き取ります。
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2. ディップスティックを取り付けて
完全にねじ込みます。

3. ディップスティックを外してオイ
ルレベルを読み取ります。オイル
レベルは、上のマークまたはその
付近まであるべきです。

代表例
1. 満タン
2. 追加
3. 動作範囲
オイルを補充するため、ディップス
ティックを取り外します。ディップス
ティックチューブにじょうごを入れ
て、こぼれるのを防ぎます。
推奨オイルを少量補充し、オイルレベ
ルを再度確認します。
オイルレベルがディップスティックの
上のマークに来るまでこの手順を繰り
返します。入れ過ぎないでください。
ディップスティックを適切に締め付け
ます。
推奨エンジンオイル

推奨エンジンオイル（夏季）

XPS 4 ストローク合成混
合オイル（F） (P/N 619

590 109)

フィンラ
ンド、ノ

ル
ウェー、
スウェー

デン
XPS 4 ストローク合成混
合オイル (P/N 293 600

121)

その他の
すべての

国

推奨エンジンオイル（全シーズン）

XPS 4 ストローク合成混
合オイル（F） (P/N 619

590 114)

フィンラ
ンド、ノ

ル
ウェー、
スウェー

デン
XPS 4 ストローク合成混
合オイル (P/N 293 600

112)

その他の
すべての

国

注： XPS オイルはこのエンジンの過
酷な要件を満たすために特別に配合お
よび試験されました。BRPは、MRP製
XPS 4 ストロークオイルの使用を推奨
します。
XPSエンジンオイルが入手できない場
合は、APIサービス分類SJ、SL、SM、
またはSNの要件を満たすかそれを超え
る、4ストローク用SAE5W40エンジン
オイルを使用してください。オイルの
容器に貼付されている API サービスラ
ベルの分類を必ず確認し、上記のいず
れかの分類が含まれていることを確認
します。
注記 このエンジンに適さないオイル
の使用が原因で生じた損傷には、BRP
の限定的保証が適用されない場合があ
ります。
エンジンオイル交換
エンジンを始動して暖気します。エン
ジンを止めます。
車両が平面上に停車していることを確
認します。
ディップスティックを取り外してくだ
さい。
オイルドレンプラグ周辺を清掃しま
す。
オイルドレンプラグの下にドレンパン
を置きます。
オイルドレンプラグを外します。

注意 エンジンオイルは非常に熱
くなっている可能性があります。やけ
どを負う危険を避けるため、エンジン
がまだ熱いときはエンジンドレンプラ
グを取り外さないでください。エンジ
ンオイルが若干冷めるまで待ちます。
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1. ドレンプラグ
十分時間をかけてオイルがオイルフィ
ルターから流れ出るようにしてくださ
い。
オイルフィルターを交換します。この
セクションのオイルフィルターを参照
してください。
オイルドレンプラグのガスケットを交
換します。
エンジンのガスケット部とオイルドレ
ンプラグを清掃してから、プラグを取
り付けます。
推奨オイルを適正レベルまでエンジン
に補給します。
オイル容量については仕様を参照して
ください。
エンジンを始動して数分間アイドリン
グさせます。
オイルフィルター部分とオイルドレン
プラグ部分から漏れていないことを確
認します。
エンジンを止めます。
しばらく待ってオイルがクランクケー
スに流れ落ちてから、オイルレベルを
確認します。
必要に応じて補給します。
現地の環境規制に基づいてオイルを処
分してください。
オイルフィルター
オイルフィルターの取り外し
オイルフィルターに手が届くように、
下記部品を取り外します。
- シート
- コンソール
- 右サイドパネル
- 右フットレストパネル
1. オイルフィルターエリアを清掃し

ます。

2. オイルフィルターのカバースク
リューを取りはずします。

3. オイルフィルターカバーを取り外
します。

4. オイルフィルターを取り外します。

1. オイルフィルタースクリュー
2. オイルフィルターカバー
3. Oリング
4. オイルフィルター
オイルフィルターの取り付け
1. 汚れや他の汚染がないかオイルフィ

ルターインレットおよびアウトレッ
ト部を点検し、清掃します。

1. エンジンオイル供給システムに続くア
ウトレットの穴

2. オイルポンプからオイルフィルターに
続くインレットの穴

2. 新しいOリングをオイルフィルター
カバーに取り付けます。

3. フィルターをカバーに取り付けま
す。

4. Oリングおよびフィルター端部にエ
ンジンオイルを塗布します。
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1. オイル少量
2. オイル少量
5. カバーをエンジンに取り付けます。
6. オイルフィルターカバーのねじを

推奨トルクで締め付けます。
締め付けトルク

10 N•m ± 1 N•m
オイルフィル
ターカバーの
スクリュー

7. 残りの部品を取り付けます（該当
する場合）。

ラジエーター
ラジエーターの点検
ラジエーター部に汚れがないか定期的
に確認します。

代表的な例 -より明確な表示のため、一部
の部品は表示されていません
ラジエーターとホースに漏れや損傷が
ないか点検します。
放熱フィンを点検します。放熱フィン
はきれいで、ラジエーターの正常な冷
却を妨げるような泥や汚れ、落ち葉な

どの堆積物が付いていない状態でなけ
ればなりません。
堆積物を手でできるだけ取り除きま
す。付近で水が使える場合は、ラジ
エーターフィンをすすぎます。
注：清掃しやすいよう、インナーフェ
ンダーを取り外すこともできます。
利用できる場合は、散水用のホースを
使って、放熱フィンを水ですすぎま
す。

注意放熱フィンが高温のときは、
ラジエーターを手で清掃しないでくだ
さい。ラジエーターを冷ましてから清
掃してください。
注記 清掃時に放熱フィンを損傷しな
いよう注意してください。フィンを損
傷するような物／工具を使用しないで
ください。フィンは、効率的な冷却を
実現するために意図的に薄くしていま
す。ホースで水をかけるときは低い圧
力でかけてください。高圧洗浄機は絶
対に使用しないでください。
Can-Am正規ディーラー、サービス店、
または担当整備士に、クーリングシス
テムの性能点検を依頼してください。
エンジンクーラント
エンジンクーラントレベルの確認

警告
クーラントレベルは、エンジンが冷
めている状態でチェックしてくださ
い。エンジンが熱いときに、クーラ
ントをクーリングシステムに注ぎ足
してはなりません。
水平面に車両を置いてください。
ゲージサポートを取り外します。
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手順 1： 引く
手順 2： スライドさせる
クーラントリザーバーキャップを取り
外します。

警告
エンジンが高温のときはクーラント
リザーバーキャップを取り外さない
でください。
車両が水平になっている状態で、クー
ラントレベルはクーラントリザーバー
のMINとMAXのマークの間になければ
なりません。

1. エンジン クーラント リザーバー
注： 20°C未満の温度のときにレベル
を確認しているときは、MINのマーク
よりも若干下になる場合があります。
必要に応じて、クーラントを追加して
ください。
こぼさないように、じょうごを使って
ください。入れ過ぎないでください。
リザーバーキャップを正しく再度取り
付け、締め付けます。
ゲージサポートを取り付けます。

手順 1： フック
手順 2： 固定タブをかける

警告
やけどを負う危険を避けるため、エ
ンジンがまだ熱いときはラジエー
ターキャップを取り外さないでくだ
さい。

注：頻繁にクーラントを注ぎ足す必要
がある場合、クーリングシステムに漏
れがあるか、エンジンに問題がある可
能性があります。Can-Am正規ディー
ラーにお問い合わせください。
注記 ゲージサポートの下には何も収
納しないでください。
推奨エンジンクーラント

推奨クーラント国
ロングライフアン
チフリーズ（F）
(P/N 619 590 204)

フィンランド、
ノルウェー、ス

ウェーデン
ロングライフアン
チフリーズ (P/N

219 702 685)
その他のすべて

の国

蒸留水と不凍液の
溶液 (蒸留水

50％、不凍液50％)

代替品あるいは
推奨品が入手で

きない場合

注記 内燃機関であるアルミニウムエ
ンジン専用の腐食防止剤入りエチレン
グリコール不凍液を必ず使用してくだ
さい。
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エンジンクーラントの交換
クーリングシステムからの抜き取
り
ゲージサポートを取り外します。

手順 1： 引く
手順 2： スライドさせる
クーラントリザーバーキャップを取り
外します。

警告
警告：エンジンが高温の場合、火傷
を防止するためにプレッシャー
キャップを外さないでください。

1. エンジンクーラントリザーバーキャッ
プ

クーラントドレンプラグを緩めて、
クーラントを適切な容器に抜き取りま
す。

1. クーラントドレンプラグ
注：クーラントドレンプラグを完全に
外さないでください。
650モデル
ロアラジエーターホースを外して、残
りのクーラントを適切な容器に抜き取
ります。
注：ラジエーターのロアラジエーター
ホースのホースクランプの位置を記録
します。
取り外し前に記録したように、ラジ
エーターを取り付けます。
全モデル
クーリングシステムのドレンプラグを
新品のシーリングリングとともに取り
付けます。
クーラントドレンプラグを締め付けま
す。

締め付けトルク
9 N•m 〜 11 N•mドレンプラグ

クーリングシステムのエア抜きを行い
ます。クーリングシステムの充填とエ
ア抜きのセクションを参照してくださ
い。
クーリングシステムの充填とエア
抜き
1. フロントおよびリアシリンダーの

上にあるブリードねじを緩めます。
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代表例
1. フロントシリンダーのブリードねじ

代表例
1. リアシリンダーのブリードねじ
2. ブリードねじからクーラントが出

るまでクーリングシステムに充填
します。

650モデル
3. ラジエーターとクーラントポンプ

間のクーラントホース上部を、ホー
ス最上部からエアがすべて抜ける
まで数回絞ります。

全モデル
4. 新品のガスケットリングを使用し

てブリードねじを取り付け、規定
のトルクで締め付けます。

締め付けトルク
5.0 N•m ± 0.6 N•mブリードねじ

5. クーラントがシステムのプレッ
シャーキャップに達するまで、クー
ラントを追加し続けます。

6. MAXのマークに達するまでクーラ
ントをタンクに充填します。

7. ラジエーターキャップを外したま
までエンジンをアイドリングさせ
ます。必要に応じてクーラントを
ゆっくり追加します。

8. このとき、エンジンが通常の動作
温度に達するまで待ちます。

9. スロットルレバーを2〜3回押し、
必要に応じてクーラントを追加し
ます。

10. エンジンを停止し、冷まします。
11. クーラントリザーバーキャップを

取り付けます。
12. 漏れがないかすべての接続部を点

検し、リザーバー内のクーラント
レベルを確認します。
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マフラースパークアレスター
マフラースパークアレスターの清
掃と点検
注：スパークアレスターのスクリーン
交換は、損傷時のみ必要です。

注意 排気システムを冷ましてか
ら清掃と点検を進めます。
マフラーカバーを外します。固定ねじ
は処分します。
注記 ねじ類の取り外しにインパクト
ツールは使用しないでください。

代表例
1. スクリュー
2. カバー
テールパイプ固定ねじを取り外して処
分します。

代表例
1. スクリュー
2. テールパイプ
エキゾーストテールパイプ、ガスケッ
ト（処分）、およびスパークアレス
ターを取り外します。

代表例
1. スパークアレスター
2. ガスケット
3. エキゾーストテールパイプ
ブラシを使ってスパークアレスターか
らカーボン堆積物を取り除きます。
注記 軟らかいブラシを使い、スパー
クアレスターメッシュを損傷させない
よう注意して行います。

注意 ゴーグルとグローブを着用
してください。

1. スパークアレスターの清掃
スパークアレスターのメッシュに損傷
がないか点検します。必要に応じて交
換します。
注：スパークアレスターのスクリーン
交換は、損傷時のみ必要です。
マフラー内のスパークアレスターチャ
ンバーを点検します。必要に応じて異
物を除去します。
新品のガスケット、テールパイプおよ
び固定ねじを取り付けます。
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固定ねじを使用してマフラーカバーを
取り付けます。規定のトルクで締め付
けてください。

締め付けトルク

11 N•m ± 1 N•m

テールパイプ
ボルト

カバースク
リュー

CVTエアフィルター
（850/1000R）
CVTエアフィルターの取り外し
1. ゲージサポートを取り外します。

手順 1： 引く
手順 2： スライドさせる
2. タブ（3）を押してエアフィルター

を取り外します。

1. CVTエアフィルター
2. タブ
CVTエアフィルターの清掃
1. エアフィルタークリーナーをフィ

ルターの内側および外側に吹き付
けて、メーカーの説明に従います。

2. フィルターを完全に乾燥させます。

1. CVTエアフィルター（スリップオンタ
イプ）

操作上の手引きを参照に、以下の事項に注意してください

警告
危険性があり、避けられなかった場合は大ケガまたは死に至ることも
あります
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1. CVTエアフィルター（クリップオンタ
イプ）

3. CVTエアインレット端部の内側を清
掃します。

CVTエアフィルターの取り付け
スリップオンエアフィルター装備
モデル
側を伸ばしてエアフィルターをCVTイ
ンレットに取り付けます。
クリップオンエアフィルター装備
モデル
タブをそれ用のスロットに挿入するこ
とでエアフィルターをCVTに取り付
け、カチっと音がするまでエアフィル
ターを押します。
全モデル
ゲージサポートを取り付けます。

手順 1： フック
手順 2： 固定タブをかける
ギヤボックスオイル
ギヤボックスのオイルレベルの確
認
注記 オイルレベルを確認し、必要に
応じて補充します。入れ過ぎないでく
ださい。オイルレベルが不適切な状態
で使用を続けると、ギヤボックスに重
大な損傷を与える可能性があります。

こぼれたオイルは必ずふき取ってくだ
さい。
車両を平面に停車します。
NEUTRALポジションを選択します。
パーキングブレーキをかけます。
注：エンジンが冷めて作動していない
ときにギヤボックスのオイルレベルを
確認します。
ギヤボックスのオイルレベルプラグを
取り外します。

代表例
1. ドレンプラグ
2. オイルレベルプラグ
オイルは、オイルレベル穴の下側と同
じ高さである必要があります。
必要に応じて、ギヤボックスのオイル
がオイルレベル穴から流れ出すまで補
充します。
推奨ギヤボックスオイル

量推奨製品エンジ
ン

約
450 ml

XPS合成ギヤオイ
ル（75W 140）

(P/N 293 600 140)

650
850

1000R

推奨オイルが入手できない場合、API
GL-5の仕様を満足する75W140ギヤ
ボックスオイルを使用してください。
注記 整備時に別の種類のオイルを使
用しないでください。他の種類のオイ
ルと混ぜないでください。
ギヤボックスオイルの交換
注：ギヤボックスオイルを交換すると
きは、同時に車両速度センサー（VSS）
を清掃するよう推奨します。
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車両を平面に停車します。
ドレンプラグ周辺を清掃します。
オイルレベルプラグ部を清掃します。
車両下部の、オイルドレンプラグ部の
下にドレンパンを置きます。
オイルレベルプラグを取り外します。
ドレンプラグを取り外します。

代表例
1. ドレンプラグ
2. オイルレベルプラグ
オイルをギヤボックスから完全に排出
させます。
ドレンプラグを取り付けて、規定のト
ルクで締め付けます。

締め付けトルク
20 N•m ± 2 N•mドレンプラグ

注：取り付ける前に、ドレンプラグか
ら金属粒子を取り除きます。
ギヤボックスに推奨オイルを補充しま
す。
注記 推奨するオイルのタイプのみを
使用してください。
オイルは、オイルレベルオリフィスの
下側と同じ高さである必要がありま
す。
注記 入れ過ぎないでください。
オイルレベルプラグを取り付けます。

締め付けトルク

5 N•m ± 0.6 N•mオイルレベルプ
ラグ

こぼれたオイルは必ずふき取ってくだ
さい。

スロットルケーブル
スロットルケーブルの潤滑
スロットルケーブルは、シリコンベー
スの潤滑剤または同等品で潤滑する必
要があります。

警告
必ずシリコンベースの潤滑剤を使用
してください。他の潤滑剤（水溶性
潤滑剤など）を使用すると、スロッ
トルレバー／ケーブルが固着したり
硬くなる可能性があります。
スロットルレバーハウジングを開きま
す。

1. これらのスクリューを取り外します
ハウジングを分離します。
ラバープロテクターをスライドさせ
て、スロットルケーブルアジャスター
を露出させます。

1. ケーブルプロテクター
2. スロットルケーブルアジャスター
3. ロックナット
4. スロットルレバーハウジング
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スロットルケーブルアジャスターをね
じ込みます。
インナーハウジングプロテクターを取
り外します。

1. インナーハウジングプロテクター
スロットルレバーハウジングからケー
ブルを取り外します。
注：ケーブルをクリップスロットにス
ライドさせて入れ、クリップからケー
ブル端部を取り外します。

スロットルボディサイドカバーを取り
外します。

1. スロットルボディ
2. サイドカバーのねじ
潤滑剤缶のニードルをスロットルケー
ブルアジャスターの端部に挿入しま
す。

注意 皮膚と目を保護するものを
必ず装着してください。薬品により発
疹や目の負傷を引き起こす可能性があ
ります。

代表例
注：スロットルケーブルアジャスター
周辺に布をおいて、潤滑剤が飛び散る
のを防ぎます。
スロットルケーブルのスロットルボ
ディ端から流れ出るまで、潤滑剤を加
えます。
ケーブルを再び取り付けて調整しま
す。
スロットルケーブルの調整
ラバープロテクターをスライドさせ
て、スロットルケーブルアジャスター
を露出させます。
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1. ケーブルプロテクター
2. スロットルケーブルアジャスター
3. ロックナット
4. スロットルレバーハウジング
ロックナットを緩めてからアジャス
ターを回し、スロットルレバーの適切
な遊びが得られるようにします。
スロットルレバー先端でスロットルの
遊びを測定します。

1. スロットルレバー
A. 2 mm
ロックナットを締め付けてプロテク
ターを取り付けます。
シフトレバーがパーキング位置の状態
で、エンジンを始動します。
ハンドルバーを右いっぱいに回し、そ
の後左いっぱいに回すことで、スロッ
トルケーブルが正しく調整されている
か確認します。エンジン回転数が増え
た場合は、スロットルレバーの遊びを
再度調整します。
スパークプラグ
スパークプラグへのアクセス
サイドパネルを取り外します。

スパークプラグケーブルを外します。
スパークプラグの取り外し
スパークプラグを1回転回して緩めま
す。

注意 圧縮エアを使用するときは
必ず安全ゴーグルを着用してくださ
い。
可能な場合は、圧縮エアでスパークプ
ラグとシリンダーヘッドを清掃しま
す。
スパークプラグソケットを使用してス
パークプラグを完全に緩めて、取り外
します。

右側—リアシリンダー
1. スパークプラグ

左側—フロントシリンダー
1. スパークプラグ
スパークプラグの取り付け
取り付ける前に、シリンダーヘッドや
スパークプラグの接触面に汚れが付い
ていないことを確認します。
すきまゲージを使用して、スパークプ
ラグのギャップを設定します。
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スパークプラグのギャップ
0.7mm〜0.8mm650

0.7mm〜0.9mm850
1000R

銅ベースの焼き付き防止潤滑剤をス
パークプラグのねじ部に少量塗布し
て、焼き付きを防止します。
スパークプラグをシリンダーヘッドに
手でねじ込み、トルクレンチと適切な
ソケットを使用して締め付けます。

注意 スパークプラグを締め付け
すぎないでください。エンジンが損傷
する場合があります。

締め付けトルク

20 N•m ± 2.4 N•mスパークプラ
グ

バッテリー
注意 車両に取り付けたままで絶

対にバッテリーを充電しないでくださ
い。
これらの車両にはVRAバッテリー
（Valve Regulated Lead Acid、「制御
弁式鉛蓄電池」）が搭載されていま
す。これはメンテナンスフリーのバッ
テリーであり、電解液レベルを調整す
るために水を追加する必要がありませ
ん。
注記 バッテリーシーリングキャップ
を取り外さないでください。
バッテリーの取り外し
最初に黒（-）のケーブルを、そして赤
（-）のケーブルを外します。
注記 最初に黒の（-）バッテリーケー
ブルを外します。
固定ボルトとバッテリーホルダーを取
り外してから、バッテリーをフレーム
から引き出します。

1. バッテリーホルダー
2. 固定ねじ
バッテリーの清掃
重曹と水の溶液で、バッテリー、バッ
テリーケース、ケーブルおよびバッテ
リーポストを清掃します。
硬めのワイヤーブラシを使用して、
バッテリーケーブルターミナルおよび
バッテリーポストの腐食物を取り除き
ます。
バッテリーの取り付け
バッテリーの取り付けは、取り外しと
逆の順序で行います。
注記 必ず赤の（+）バッテリーケー
ブルを最初に接続します。
ヒューズ

注意 必ずD.E.S.S.ポストからキー
を取り外してから、不具合のある
ヒューズを交換します。
ヒューズの点検
フィラメントが溶断しているか点検し
ます。
フィラメントが溶断している場合、損
傷したヒューズを交換します。正しい
定格値については、後述のフロント
ヒューズボックスまたはリアヒューズ
ホルダーおよびヒュージブルリンクを
参照してください。
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代表例
1. ヒューズ
2. 溶けていないか確認
注記 本来のヒューズより定格値の高
いものを使わないでください。重大な
損傷の原因になることがあります。
フロントヒューズボックス
ゲージサポートを取り外します。

手順 1： 引く
手順 2： スライドさせる

1. フロントヒューズボックス
2. フロントヒューズボックスカバー

注：ヒューズボックスカバーの内部を
確認して、ヒューズの位置を把握しま
す。
注記 フロントサービスコンパートメ
ントには物を収納しないでください。
フロントヒューズボックス詳細

フロントヒューズボックス

定格名称番
号

-ファンリレーR1
-メインリレーR2
-アクセサリーリレーR3
-燃料ポンプリレーR4
-ライトリレーR5
-ブレーキリレーR8

5 Aゲージ（速度）F4

5 Aインジェクター／イ
グニッションF5

5 AECMモジュールF6

5 A
2WD/4WD、ウィンチ
（装備されている場

合）
F7

5 A
キースイッチ、

スターターソレノイ
ド

F8

25 A冷却ファンF9

5 A
ユーロコントロール/

時計
（CEモデル）

F10

30 AライトF11
15 ADC アウトレットF12
15 Aアクセサリー2F14
5 A燃料ポンプF15
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リアヒューズホルダーおよび
ヒュージブルリンク
リアヒューズホルダーはシート下の
バッテリー付近にあります。

1. ヒュージブルリンク

ヒューズボックス 2
リアヒューズの識別

ヒュージブルリンクの識別
16 awgメイン1ヒュー

ジブル
リンク 16 awgファン/アクセ

サリー2

ヒューズボックス2のヒューズの識別

40 A
DPS/ACS

（ダイナミック
パワーステアリ

ング）
3ヒュー

ズ

ライト
交換後に必ずライトの動作を確認して
ください。

ヘッドライトバルブの交換
注記 寿命が短くなるので、ハロゲン
バルブのガラス部分を絶対に素手で触
らないでください。ガラス部分を触っ
てしまった場合、イソプロピルアル
コールで拭き取れば、バルブの表面に
膜を残さないですみます。
バルブからコネクターを外します。
ライトバルブを反時計方向に回して、
ライトハウジングから外します。

フロントフェンダー内部

バルブを抜き取ります。
取り外した順序の逆で部品を適切に取
り付けます。
ヘッドライトの動作を確認します。
ヘッドライトビームの光軸調整
調整ノブを回して、希望のビーム高さ
に調整します。
注：ヘッドライトを均等に調整しま
す。
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ロービーム調整
1. 調整ノブ

ハイビーム調整
1. 調整ノブ
テールライトバルブの調整
テールライトを反時計方向に回して、
テールライトハウジングから取り外し
ます。

テールライトをその位置から引き抜き
ます。
バルブからコネクターを外します。

ライトバルブを反時計方向に回して、
テールライトから外します。

バルブソケットをテールライトから取
り外します。
取り付けは取り外しと逆の順序で行い
ます。
ドライブシャフトブーツおよ
びプロテクター
ドライブシャフトブーツおよびプ
ロテクターの点検
ドライブシャフトプロテクターとブー
ツの状態を目視点検します。
プロテクターに損傷やシャフトとの擦
れがないか確認します。
ブーツに亀裂、裂け、グリース漏れな
どがないか確認します。
必要に応じて損傷した部品を修理また
は交換します。

代表例 -車両前部
1. ドライブシャフトブーツ
2. ドライブシャフトプロテクター
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代表例 -車両後部
1. ドライブシャフトブーツ
2. ドライブシャフトプロテクター
ホイールベアリング
ホイールベアリングの点検
水平面に車両を置いてください。
パーキングブレーキをかけます。
車両を持ち上げ、支えます。
車両をジャッキスタンドに固定しま
す。
上端からホイールを押し引きして、遊
びを確認します。
異常な遊びがある場合は、Can-Am正
規ディーラーにご相談ください。

代表例
ホイールおよびタイヤ
タイヤ空気圧

警告
タイヤ空気圧は、車両のハンドリン
グ性能および安定性に大きく影響し
ます。タイヤの空気圧が不十分な場
合はタイヤが収縮する原因となり、
ホイールを中心に回転する場合があ
ります。過剰な圧力は、タイヤの破
裂につながる可能性があります。常
に推奨圧力に従ってください。タイ
ヤ空気圧を推奨圧力未満にしないで
ください。タイヤがリムから外れる
原因となります。タイヤは低圧タイ
プなので、手動ポンプを使用する必
要があります。
車両を使う前にタイヤが冷たい状態で
空気圧を確認します。タイヤの空気圧
は、温度と高度で変化します。これら
の条件のうちひとつでも変更した場合
は、圧力を再確認します。
空気圧を測定できるように、車載工具
には圧力ゲージが付属しています。
推奨圧力については仕様のセクション
を参照してください。

操作上の手引きを参照に、以下の事項に注意してください

警告
危険性があり、避けられなかった場合は大ケガまたは死に至ることも
あります
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タイヤはオフロード専用に設計された
ものですが、パンクする可能性があり
ます。そのため、空気入れと修理キッ
トを持ち運ぶよう推奨します。
タイヤの点検
タイヤに損傷や摩耗がないか確認しま
す。必要に応じて交換します。
タイヤの位置は交換しないでくださ
い。フロントタイヤとリアタイヤはサ
イズが異なります。タイヤは方向性が
あるものであるため、正常に機能させ
るには、タイヤの回転を特定の方向に
維持する必要があります。
タイヤの交換
タイヤ交換はCan-Am正規ディーラー
で行う必要があります。

警告
- 元のタイヤと同じ種類およびサイ

ズのタイヤとのみ交換します。
- 一方向スレッドパターンのタイヤ

の場合は、タイヤが正しい方向に
回転するよう取り付けます。

- タイヤは、熟練した整備士がタイ
ヤ業界の基準と工具に基づいて交
換する必要があります。

ホイールの取り外し
水平面に車両を置いてください。
4WDモードにします。
パーキングブレーキをかけます。
ラグナットを緩めてから車両を持ち上
げます。
車両をジャッキスタンドに固定しま
す。
ラグナットを取り外してからホイール
を取り外します。
ホイールの取り付け
取り付け時は、ねじ部に焼き付き防止
潤滑剤を塗布するよう推奨します。
タイヤが一方向性のものである場合
は、タイヤの回転に合わせてホイール
を取り付けてください。
ラグナットを対角順に慎重に締め付け
てから、規定のトルクで締め付けま
す。

締め付けトルク

100 N•m ± 10 N•mホイール ラグ
ナット

注記 ホイールのタイプに従って、推
奨されているホイールラグナットを必
ず使用してください。異なるナットを
使用すると、リムやスタッドが損傷す
る可能性があります。

代表例 -アルミホイール
1. ホイールラグナット（袋タイプ）
ホイールビードロックの点検
（XT-Pモデル）
ホイールビードロックの締め直し
注記 ビードロックボルトの締め付け
には、損傷を防止するためインパクト
レンチを使用しないでください。
1. 下記の締め付け順に従って、すべ

てのボルトを規定トルクで締め付
け直します。

締め付けトルク

11 N•m ± 1 N•mビードロック
ボルト
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代表例 -最後の締め付け順序
2. ビードロッククランプリングの圧

力を均一にするために、一度に数
回ずつボルトを締めます。

注：ビードロックのクランプリングが
タイヤビードに合うようにわずかに撓
むのは正常な反応です。
ホイールビードロックのギャップ
の確認
1. タイヤとビードロッククランプリ

ング間のギャップを確認します。
ギャップはリング全周で均一なは
ずです。

代表例
A. タイヤとリング間のギャップ
ギャップが不適切な場合は、後述の
ビードロックホイールへのタイヤの取
り付けを参照してください。
ビードロックホイールへのタイヤ
の取り付け（XT-Pモデル）
1. タイヤをホイールに取り付けます。

1.1 ビードロックの反対側で、
タイヤ取り付け用潤滑剤を
タイヤとホイールのイン
ナービードに塗布して、空
気を入れたときに正しく接

するようにします。イン
ナービードをノーマルなど
のホイールに取り付けま
す。

注記 タイヤはビードロック側か
らのみマウントします。
1.2 タイヤを、ビードロックイ

ンナーリングのショルダー
部に配置して、タイヤの中
心位置を合わせます。

代表例
1. タイヤアウタービード
2. ビードロックインナーリング溝

2. ビードロックのねじをすべて取り
付けます。ねじ山を潰さないよう
に、ねじはすべて手で仮締めしま
す。

注記 ビードロックのねじの取り付け
にインパクトレンチは使用しないでく
ださい。インパクトレンチを使用する
とねじが損傷する、またはねじ山が潰
れるリスクが高くなります。

代表例
3. 次の順序およびトルクでビードロッ

クねじを締め付けます。
注：ビードロッククランプリングに均
一に圧力がかかるように、ねじを一度
に数回転ずつ締め付けます。
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締め付けトルク

3 N•m ± 1 N•m
ビードロックボ
ルト（最初の順

序）

代表例 -締め付け順序
4. この時、タイヤがホイールの中心

にあるか確認します。必要に応じ
て位置を正します。

5. ビードロックのねじを2度目のト
ルクで同じ順序で締め付けます。

締め付けトルク

8 N•m ± 1 N•m
ビードロックボ
ルト（2度目の

順序）

代表例 -締め付け順序
注： ビードロッククランプリングは
タイヤビードに合うよう若干収縮しま
す。これは正常な状態です。
6. タイヤとビードロッククランプリ

ング間のギャップを確認します。
ギャップはリング全周で均一なは
ずです。

1. タイヤ
2. ビードロッククランプリングの端
A. ビードロッククランプリング全周で均

一なギャップ
隙が許容できない場合は、
- ねじをすべて緩めます。
- ホイールに対するタイヤの位置を

確認し、必要に応じて調整します。
- 示されている順序で再び締め付け

始めます。
7. 示されている順序に従って、ビー

ドロックボルトの最後の締め付け
を行います。

締め付けトルク

11 N•m ± 1 N•m
ビードロックボ
ルト（最後の順

序）

代表例 -最後の締め付け順序
8. インナービードがホイールに着座

するまでタイヤに空気を入れます。
タイヤ安全かごを使用するなど、
安全に作業を行ってください。
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警告
ビードが取り付くためのタイヤの最
大推奨圧力を絶対に超えないように
してください。

ステアリング
ステアリングの検査
タイロッドエンド
水平面に車両を置いてください。
パーキングブレーキをかけます。
車両を持ち上げます。
車両をジャッキスタンドに固定しま
す。
タイロッドブーツに亀裂がないか点検
します。
前側エッジまたは後ろ側エッジからホ
イールを押し引きして、遊びを確認し
ます。
異常な遊びがある、またはブーツに亀
裂がある場合は、Can-Am正規ディー
ラーにご相談ください。

警告
ブーツに亀裂があったり異常な遊び
がある場合は、タイロッドエンドを
交換しなければなりません。

サスペンション
フロントサスペンションの潤滑
グリスフィッティングからフロントサ
スペンションアームを潤滑します。

サスペンショングリース
サスペンショング

リース (P/N 293 550
033)

BRP推奨製品

リアサスペンションの潤滑
グリスフィッティングからリアスタビ
ライザーバーリンクとピボットブッ
シュを潤滑します。

サスペンショングリース
サスペンショング

リース (P/N 293 550
033)

BRP推奨製品

サスペンションの点検
ショックアブソーバー
ショックアブソーバーにオイル漏れや
その他の損傷がないか点検します。
ファスナーが固く締まっているか点検
します。
必要に応じてCan-Am正規ディーラー
にお問い合わせください。
ボールジョイント
水平面に車両を置いてください。
パーキングブレーキをかけます。
車両を持ち上げます。
車両をジャッキスタンドに固定しま
す。
ボールジョイントブーツに亀裂がない
か点検します。
上端および下端からホイールを押し引
きして、遊びを確認します。
異常な遊びがある、またはブーツに亀
裂がある場合は、Can-Am正規ディー
ラーにご相談ください。

代表例

警告
ブーツに亀裂があったり異常な遊び
がある場合は、ボールジョイントを
交換しなければなりません。
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フロントサスペンションアーム
サスペンションアームに亀裂、曲が
り、またはその他の損傷がないか点検
します。
必要に応じてCan-Am正規ディーラー
にお問い合わせください。
リアトレーリングアーム
トレーリングアームにひずみ、亀裂ま
たは曲りがないか確認します。
問題が見つかった場合は、Can-Am正
規ディーラーにご相談ください。
ブレーキ
ブレーキオイルリザーバーレベル
の確認
車両を水平面に置き、リザーバー内の
ブレーキオイルが適正レベルか確認し
ます。
注：液量が少ない場合、液漏れやブ
レーキパッドの摩耗が生じている可能
性があります。
フロントブレーキリザーバーレベ
ルの確認
ステアリングを直線位置にしてリザー
バーを水平にします。
ブレーキオイルのレベルの液面を確認
します。オイルが窓の上部に達すると
リザーバーが満杯であることを意味し
ます。
レバーの起動状態を目視検査します。
亀裂、裂け目などがないか確認してく
ださい。損傷している場合は交換しま
す。

代表例

リアブレーキリザーバーレベルの
確認
シートを取り外します。
車両が水平になっている状態で、ブ
レーキオイルはブレーキオイルリザー
バーのMINとMAXのマークの間になけ
ればなりません。

1. 後部ブレーキオイルリザーバー
ブレーキオイルの追加
フィラーキャップを清掃します。

警告
除去する前に、燃料タンクキャップ
をきれいにしてください。
リザーバーキャップ固定ねじを取り外
します。
リザーバーキャップを取り外します。
必要に応じてきれいなじょうごを使用
してオイルを追加します。入れ過ぎな
いでください。
注記 ブレーキオイルは、プラスチッ
クや塗装表面に損傷を与える可能性が
あります。こぼれたオイルは拭き取っ
てください。
リザーバーキャップを取り付けてねじ
を締め付けます。
注：フィラーキャップダイアフラムが
キャップの中に押し込まれていること
を確認してからブレーキオイルリザー
バーを閉めます。
推奨ブレーキオイル
密閉された容器のDOT 4ブレーキオイ
ルを使用してください。
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警告
ブレーキシステムの損傷を避けるた
めに、他のブレーキオイルタイプは
使用しないでください。

ブレーキの点検
注意 車両を長時間使用した後は

ブレーキが非常に熱くなっているた
め、やけどを負う可能性があります。
ブレーキが冷めるまで待ってくださ
い。
ブレーキの点検、メンテナンスおよび
修理は、Can-Am正規ディーラーが実
施しなければなりません。
ただし、ディーラーを訪れる前に下記
のことを確認してください。
- ブレーキオイルレベル
- ブレーキシステムのオイル漏れ
- ブレーキの汚れ

警告
ブレーキオイルの交換、またはブ
レーキシステムのメンテナンスや修
理は、Can-Am正規ディーラーが実施
しなければなりません。
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車両のお手入れ
使用後のお手入れ
車両を塩水環境（海岸地域、ボートの
積み降ろしなど）で使用したときは、
車両とそのコンポーネントを保護する
ために、車両を真水ですすぐ必要があ
ります。金属部品を潤滑するよう強く
推奨します。XPSルーブ (P/N293600
016) または同等品を使用してくださ
い。この作業は、運転した日の最後に
行う必要があります。
車両を泥条件の中で使用したときは、
車両とそのコンポーネントを保護しラ
イトの汚れを除去するために、車両を
真水ですすぐよう推奨します。
車両の清掃と保護
注記 車両の洗浄に高圧洗浄機は絶対
に使用しないでください。水圧を低め
て使用してください (散水用ホースの
ように）。
泥や異物が堆積したり、摩耗や干渉、
腐食を促進させる可能性がある特定の
部位に注意してください。
車両を石鹸水で洗います。
注記 ポリプロピレン製部品を石油系
の洗浄剤で洗わないでください。艶仕
上げ部分が変質します。
適合しない清掃用品

適合しない清掃用品素材タイプ
石油ベース清掃用品す

べて

ポリプロピレ
ン

XP-S ATV 仕上げスプ
レー

(P/N 219 701 704)
XP-S ATV クリーニン

グキット
(P/N 219 701 713)

上記XP-SATV仕上げス
プレーを含む）

ポリプロピレンに使用しないこと
適合清掃用品

適合清掃用品素材タイプ
XPS ATV 洗剤

(P/N 219 701 702)ポリプロピレ
ン

石鹸水

ポリプロピレンにとって安全
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保管およびシーズン前の準備
4ヶ月を超えて車両を使用しないとき
は、適切に保管する必要があります。
保管後に車両を使用するときは、準備
が必要です。
車両の保管またはシーズン前の準備を
行うには、Can-Am正規ディーラー、
サービス店または担当整備士にご相談
ください。
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技術情報

153



車両識別表示
車両の主な構成要素（エンジンやフ
レーム）は、それぞれ異なるシリアル
番号で識別されます。保証を受けると
きや、無くなった車両を探すときなど
に、これらの番号を確認しなければな
らない場合があります。これらの番号
も、Can-Am正規ディーラーが保証を
正しく請求する時に必要です。車両の
すべてのシリアル番号を記録し、保険
会社に提出すること強く推奨します。
車両識別番号

代表例
1. レベル1（シート下中央部のフレーム

上）
2. レベル2（右フロントホイール裏側のフ

レーム上に刻印）

ラベル 1
1. VIN（車両識別番号）
2. モデル番号

ラベル2
1. VIN（車両識別番号）
2. モデル

エンジン識別番号（EIN)

代表例 -エンジン右側
1. エンジン識別番号（EIN)
無線周波数デジタルコード化
されたセキュリティシステム
(無線周波数D.E.S.S.キー)
この装置は、FCC (米国連邦通信委員
会) 第15部およびIndustry Canada (カ
ナダ産業省)ライセンス免除RSS基準に
準拠しています。操作には、以下の二
つの状態が条件です。(1)この装置は干
渉を発生させません。また、(2)この装
置は、装置に望ましくない動作を発生
させる恐れのある干渉を含めて、あら
ゆる干渉に順応する必要があります。
コンプライアンス責任者によって明白
に承認されていない変更や改良がされ
た場合、ユーザーが機器を操縦する権
限が無効になる場合があります。
IC (カナダ産業省) 登録番号：12006A-
M01456
FCC ID:2ACERM01456
私は、コンプライアンス責任者とし
て、この機器は以下の欧州委員会指令
に準拠していることを、全責任をもっ
て宣言します。2014/53/EU。この宣言
に関連するものは、必須要件およびそ
の他の関連要件に準拠しています。こ
の製品は、以下の指令、整合規格およ
び規制に準拠しています。無線装置指
令(RED) 2014/53/EUおよび整合規格：
EN 300 330-2 & EN 60950-1
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騒音放出制御システム規制（カナダ／米国）
騒音制御システムを改ざんすることは
禁止されています。
米国連邦法およびカナダ州法によっ
て、以下の行動またはそれに起因する
ものが禁止される場合があります。
1. 新しい車両に騒音制御を目的とし

て最終購入者への販売または納入
以前または使用中に組み込まれた、
機器またはデザイン要素を、いか
なる人物によっても整備、修理、
交換以外を目的として取り外す、
または作動不能にすること、また
は

2. これらの機器またはデザイン要素
を、いかなる人物によっても取り
外し、または作動不能にした後に、
車両を使用すること。

これらの行動の中で、改ざんとみなさ
れるものは、以下のリストに掲載され
ている行動です。
1. マフラーまたはエンジン排気ガス

の排出を処理するいかなるエンジ
ン部品の取り外し、改造または穴
あけ。

2. 吸気システムのいかなる部分の取
り外し、改造または穴あけ。

3. 車両の可動部品、またはエキゾー
ストまたはインテークシステムの
部品を、メーカー指定部品以外の
部品と交換すること。

4. 適切な整備をしないこと。
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騒音放出と振動値 (すべての国、ただしカナダ／米
国を除く)

1000R850650モデル
騒音放出および振動値1

4,000 rpmで
80 dB（不確
定性（KpA）

3 dB）

4,000 rpmで
80 dB（不確
定性（KpA）

3 dB）

3,600 rpmで
78 dB（不確
定性（KpA）
3 dB）

音圧 (LpA)騒音

<2.5 m/s2、
4,000 rpm時

<3.5 m/s2、
4,000 rpm時

3.5 m/s2 @
3,600 rpm
（不確定性
1.715m/s2）

手腕系
振動

<0.5 m/s2、
4,000 rpm時

<0.5 m/s2、
4,000 rpm時

<0.5 m/s2、
3,600 rpm時

着座時の身
体全体

1：騒音放出および振動値は、舗装面上でニュートラルの状態で、規格EN
15997:2011に準拠して測定されます。
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仕様
エンジン

ROTAX 650、4ストロー
ク、2気筒（Vツイン）、

水冷
650

エンジンタイプ
ROTAX® 850、4ストロー
ク、2気筒（Vツイン）、

水冷
850

ROTAX®、1000R、4スト
ローク、2気筒（Vツイ

ン）、水冷
1000R

4バルブ/シリンダー（機
械式調整）、シングル

オーバーヘッドカムシャ
フト（SOHC）、タイミ

ングチェーン付き

バルブトレイン

0.06 mm 〜 0.14 mmインテーク
バルブクリアランス

0.11 mm 〜 0.19 mmエキゾースト
82 mm650

ボア 94 mm850
91 mm1000R

61.5 mm650
ストローク 61.5 mm850

75 mm1000R
650 cm³650

排気量 854 cm³850
976 cm³1000R

米国農務省林野部承認の
スパークアレスター排気システム

フォーム付き合成ペー
パーフィルターエアフィルター

潤滑システム
ウェットサンプ交換式
カートリッジ式オイル

フィルター
タイプ
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潤滑システム
BRP Rotaxペーパータイ

プ、交換式オイルフィルター

2.0 L
容量(フィルターを
付けた状態でのオ
イル交換)

エンジンオイル

XPS 4ストローク合成ブ
レンドオイル(夏用)(P/N

619590109)または
XPS 4ストローク合成ブ
レンドオイル (全気候対
応) (P/N 619590114)を使

用してください。

推奨オイル
フィンランド、ノ
ルウェー、ス
ウェーデン

XPS 4ストローク合成ブ
レンドオイル(夏用)(P/N

293600121)または
XPS 4ストローク合成ブ
レンドオイル (全気候対
応) (P/N 293600112)を使

用してください。

推奨オイル
その他のすべての
国

APIサービス等級SJ、
SL、SMまたはSNの要件
を満足する5W40モー

ターオイル

XPS製品が入手でき
な場合の代替オイ
ル

クーリングシステム
エチルグリコールと水の
溶液（クーラントおよび
蒸留水を50％ずつ）。ロ
ングライフアンチフリー
ズ(P/N219702685)また

は (P/N 619 590 204)
（フィンランド、ノル

ウェーおよびスウェーデ
ン用）またはアルミエン
ジン用に特別に設計され

たクーラント

タイプ

クーラント

3.4 L650
容量

3.5 L850
1000R
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トランスミッション
CVT（無段変速機）、サ
ブトランスミッション
（L/H/N/R/P）、標準エ

ンジンブレーキ
タイプ

1,800 rpm締結回転数

ギヤボックス
デュアルレンジ（ハイ／
ロー）、パーク、ニュー
トラルおよびリバース

タイプ

450 ml容量

ギヤボックスオイル
XPS 合成ギヤオイル

（75W 140） (P/N 293
600 140) または75W140

API GL-5
合成ギヤオイル

推奨

電装システム
400 W @ 6,000 rpmDPSなし

マグネトージェネレータ出力
625 W @ 6,000 rpmDPSあり
IDI（誘導放電点火）イグニッションシステム形式

調整不可イグニッションタイミング
2数量

650

スパークプラグ

NGK DCPR8Eまたは同等
品

メーカーと
型式

0.7 mm 〜 0.8 mmギャップ
2数量

850
1000R

NGK LMAR8D-Jまたは同
等品

メーカーと
型式

0.7 mm 〜 0.9 mmギャップ
8,000 rpm前進

全モ
デルエンジン回転リミッターの設定 15 km/h （オーバーライ

ドなし）リバース
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電装システム
メンテナンスフリータイプ

バッテリー

12ボルト電圧
18 A•h公称定格

0.7 kW
パワース
ターター出
力

2 x 60 W (HB3)高
ヘッドライト

2 x 55 W (H1)低
2 x 5/21 Wテールライト

メンテナンスのヒューズ
を参照してください。ヒューズ

燃料システム
電子フュエルインジェク
ション（EFI）、46mmス
ロットルボディ、シリン
ダー当たりインジェク

ター1個

タイプ燃料供給

電動（料タンク内）タイプ燃料ポンプ
1,250 rpm650

アイドリング回転
1,400 rpm850/1000R

無鉛レギュラーガソリンタイプ

燃料 AKI（ポンプオクタン価）
87（RONオクタン価92ま
たはRONオクタン価95の

E10）
最低オクタン価

20.5 L燃料タンク容量
± 5 L燃料低下インジケーターが点灯したときの燃料残量

駆動システム
選択式 2WD/4WD駆動システムのタイプ
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駆動システム

Visco-lok†フロントディ
ファレンシャル

Outlander
STD
Outlander
MAX STDフロントドライブ

Visco-lok†QEフロント
ディファレンシャル

その他の全
モデル

3.6:1フロントドライブレシオ
ストレートベベルギヤ/
シャフトドリブンファイ

ナルドライブ
リアドライブ

3.6:1リアドライブレシオ
500 ml容量

フロントディファレンシャルオイル
XPS合成ギヤオイル

（75W90） (P/N293 600
043)

または合成ギヤオイル
75W90 API GL-5

タイプ

250 ml容量

リアファイナルドライブ
XPS合成ギヤオイル

（75W 140） (P/N 293
600 140)

または合成ギヤオイル
75W140 API GL-5

タイプ

Castrol CVジョイントグ
リース (P/N 293 550 062)

または同等品
CV ジョイントグリース

プロペラシャフトグリー
ス (P/N 293 550 063)また

は同等品
プロペラシャフトグリース

ステアリング
205.7 cm1-UP

回転半径
233.68 cm2-UP
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フロントサスペンション
ドライブコントロールジ
オメトリ付きダブルサス

ペンションアーム
サスペンションタイプ

229 mmサスペンショントラベル
2数量

XT-P

ショックアブソーバー

ピギーバックリザーバー
付き HPG ショック。
QS3† 圧縮およびプリ

ロード調整
タイプ

2数量その他
の全モ
デル オイルタイプ

ねじ式XT-P
プリロード調整タイプ

5ポジションカムその他の全モデル

リアサスペンション
外部スタビライザーバー
付き独立トーショント

レーリングアーム
サスペンションタイプ

236 mmサスペンショントラベル
2数量リミ

テッド

ショックアブソーバー

高圧ガスショックタイプ
2数量

XT-P ピギーバックリザーバー
付き HPG ショック。
QS3† 圧縮およびプリ

ロード調整
タイプ

2数量その他
の全モ
デル オイルタイプ

0.35 bar 〜 6.9 barリミテッドACS空気圧範囲
6つのプリセットリミテッド

プリロード調整タイプ ねじ式XT-P
5ポジションカムその他の全モデル
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ブレーキ
2数量

フロントブレーキ 214 mmクロスドリル
ディスクブレーキ、油圧
ツインピストンキャリ

パー付き
タイプ

1数量

リアブレーキ 214 mmクロスドリル
ディスクブレーキ、油圧
ツインピストンキャリ

パー付き
タイプ

260 ml容量
ブレーキオイル

DOT 4タイプ
フローティングツインピ

ストン（2 x 26 mm）キャリパー

オーガニックブレーキパッド材質
1 mm最小ブレーキディスク厚

4.0 mm最小ブレーキパッド厚
0.2 mmブレーキディスクの最大歪み

タイヤ
48.2 kPaフロント

空気圧
48.2 kPaリア
3 mm最小タイヤ溝深さ
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タイヤ

660 x 203 x 305 mm
標準モデル
Mossy Oak
Huntingエ
ディションフロント

サイズ
660 x 203 x 356その他の全

モデル

660 x 254 x 305 mm
標準モデル
Mossy Oak
Huntingエ
ディションリア

660 x 203 x 356その他の全
モデル

ホイール
スチール標準モデル

タイプ ビードロック付きアルミXT-P

鋳造アルミその他の全
モデル

305 x 152 mm
標準モデル
Mossy Oak
Huntingエ
ディションフロント

リムサイズ

356 x 165その他の全
モデル

305 x 191 mm
標準モデル
Mossy Oak
Huntingエ
ディションリア

356 x 165XT-P

356 x 152その他の全
モデル

100 N•m ± 10 N•mホイールラグナットのトルク
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寸法
218.4 cm1-UP

全長
238.8 cm2-UP
116.8 cm全幅
126 cm1-UP、ウィンドシールドなし

全長 135 cm2-UP、ウィンドシールドなし

156.4 cm全モデル、ウィンドシールドあ
り

129.5 cm1-UP
ホイールベース

149.9 cm2-UP
97.5 cmフロント

輪距
93 cmリア

27.9 cm地上高

重量および積載量
329 kg650エンジン

1-UP

乾燥重量

354 kg850エンジン
361 kg1000Rエンジン
361 kg650エンジン

2-UP 372 kg850エンジン
381 kg1000Rエンジン
45 kgフロントラック容量
90 kgリアラック容量

21.4 L または
10 kgリアストレージコンパートメント積載量

235 kg1-UP（Mossy Oakを
除く）許容される車両総積載量（運

転者、その他すべての貨物、
追加されたアクセサリーを含
む） 272 kg2-UPおよびMossy

Oak
590 kg牽引荷重
23 kg垂直荷重
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トラブルシューティング
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トラブルシューティングのガイドライン
エンジンが回らない
1. D.E.S.S. キーがD.E.S.S. ポストに取り付けられていない。

- D.E.S.S.キーをしっかりD.E.S.S.ポストに取り付けてください。
2. 緊急エンジン停止スイッチ。

- 緊急エンジン停止スイッチがオン位置になっていることを確認してくだ
さい。

3. トランスミッションがパーキングまたはニュートラルに入っていない。
- トランスミッションをパーキングまたはニュートラルのいずれかに入れ

るか、ブレーキレバーを引いてください。
4. ヒューズ切れ。

- メインヒューズの状態を確認してください。
5. バッテリーが弱いまたは接続不良。

- 充電システムを点検してください。
- コネクターおよび端子の状態を点検してください。
- バッテリーを点検してください。
- Can-Am正規ディーラーにお問い合わせください。

6. D.E.S.S.キーが異なっている、多機能ゲージがBAD KEYを表示している。
- この車両の正しいキーを使用してください。

7. スターターが弱いまたは接続不良。
- スターターの接続を点検します。
- スターターリレーを点検してください。

エンジンを回しても始動しない
1. エンジンに水が浸入している（スパークプラグを取り外すと濡れている）。

- （ドラウンドモード）燃料がかぶってエンジンが始動しない場合、この
特殊なモードが作動して燃料噴射を防ぎ、クランク中にイグニッション
をカットします。次の手順に従ってください：
•キーを D.E.S.S. ポストに取り付けます。
•シフトレバーをパーキング位置にします。
•スロットルレバーを完全に押し込んだままにします。
•エンジンスタートボタンを押します。
エンジンのクランキングが 20 秒間行われます。エンジンスタートボタン
を放します。
スロットルレバーを放して、再びエンジンのスタート/クランキングを行っ
て始動します。
この手順が機能しない場合：
•スパークプラグキャップ周辺を清掃してから同キャップを取り外します。
•スパークプラグを取り外します。
•インジェクターの電装コネクターを外します。
•エンジンのクランキングを数回行ってください。
•可能であれば新品のスパークプラグを取り付けるか、スパークプラグを
乾かします。
•上述のようにエンジンを始動します。
プラグがかぶってしまう場合は、Can-Am正規ディーラーにご相談くださ
い。
注記：エンジンオイルに燃料が混入していないことを確認してください。
混入している場合は、エンジンオイルを交換してください。
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2. エンジンに燃料が供給されない（スパークプラグを取り外すと乾燥してい
る）。
- 燃料タンクレベルを確認してください。
- 燃料ポンプの故障が起きている可能性があります。
- 燃料ポンプのヒューズとリレーを点検します。
- エンジンが始動しない場合は、メンテナンス、修理、または交換を行う

Can-Am正規ディーラー、サービス店、または担当整備士に整備を依頼し
てください。保証請求に関する詳細は、本書に記載された米国 EPA 排出
ガス関連保証を参照してください。

3. スパークプラグ/イグニッション（点火しない）。
- インジェクター／イグニッションのヒューズの状態を点検します。
- スパークプラグを取り外して、イグニッションコイルに再び接続してく

ださい。
- 緊急エンジン停止スイッチがオン位置になっていることを確認します。
- スパークプラグをエンジンにアースして、スパークプラグ穴から離して

エンジンを始動します。火花が見えない場合は、スパークプラグ穴を交
換してください。

- 問題が解消されない場合は、メンテナンス、修理、または交換を行うCan-
Am正規ディーラー、サービス店または整備士に整備を依頼してくださ
い。保証請求に関する詳細は、本書に記載された米国 EPA 排出ガス関連
保証を参照してください。

4. 多機能ゲージのCHECK ENGINEインジケーターランプが点灯し、ディスプレ
イにCHECK ENGINEと表示される。
- メンテナンス、修理、または交換を行うCan-Am正規ディーラー、サービ

ス店、担当整備士に整備を依頼してください。保証請求に関する詳細は、
本書に記載された米国 EPA 排出ガス関連保証を参照してください。

5. エンジンが保護（応急帰還）モードになっている。
- 多機能ゲージのCHECKENGINEインジケーターランプが点灯し、ディスプ

レイにCHECKENGINEと表示されていれば、メンテナンス、修理、または
交換を行うCan-Am正規ディーラー、サービス店、または担当整備士に整
備を依頼してください。保証請求に関する詳細は、本書に記載された米
国 EPA 排出ガス関連保証を参照してください。

エンジンが加速しないまたは出力が低い
1. スパークプラグが汚れている、またはプラグ不良。

- エンジンを回しても始動しないのセクションを参照してください。
2. エンジンへの燃料の不足

- エンジンを回しても始動しないのセクションを参照してください。
3. エンジンがオーバーヒートしている。（CHECK ENGINEインジケーターラン

プが点灯し、多機能ゲージにHI TEMPと表示されている。）
- エンジンのオーバーヒートのセクションを参照してください。

4. エアフィルター/ハウジングが詰まっているか汚れている。
- エアフィルターを確認し、必要に応じて清掃してください。
- エアフィルターハウジングのドレンに堆積物がないか確認します。
- エアインテークチューブの位置を確認します。

5. CVTが汚れているか摩耗している。
- Can-Am正規ディーラーにお問い合わせください。
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6. エンジンが保護（応急帰還）モードになっている。
- 多機能ゲージディスプレイのメッセージを確認します。
- 多機能ゲージのCHECKENGINEインジケーターランプが点灯し、ディスプ

レイにCHECKENGINEまたはLIMPHOMEと表示されていれば、メンテナン
ス、修理、または交換を行うCan-Am正規ディーラー、サービス店、また
は担当整備士に整備を依頼してください。保証請求に関する詳細は、本
書に記載された米国 EPA 排出ガス関連保証を参照してください。

エンジンのオーバーヒート
1. クーリングシステムのクーラントが少ない。

- エンジンクーラントを点検します。メンテナンス手順のエンジンクーラ
ントを参照してください。

2. ラジエーターフィンが汚れている。
- ラジエーターフィンを清掃します。メンテナンス手順のラジエーターを

参照してください。
3. クーリングファンが作動しない。

- クーリングファンのヒューズまたはリレーを点検します。メンテナンス
手順のヒューズを参照してください。ヒューズに問題がある場合は、メ
ンテナンス、修理、または交換を行うCan-Am正規ディーラー、サービス
店または整備士に整備を依頼してください。保証請求に関する詳細は、
本書に記載された米国 EPA 排出ガス関連保証を参照してください。

エンジンのバックファイア
1. 排気システムの漏れ。

- メンテナンス、修理、または交換を行うCan-Am正規ディーラー、サービ
ス店、担当整備士に整備を依頼してください。保証請求に関する詳細は、
本書に記載された米国 EPA 排出ガス関連保証を参照してください。

2. エンジンの動作中の温度が高すぎる。
- エンジンの加速力または出力不足のセクションを参照してください。

3. 点火タイミングが正しくない、またはイグニッションシステムが故障してい
る。
- メンテナンス、修理、または交換を行うCan-Am正規ディーラー、サービ

ス店、担当整備士に整備を依頼してください。保証請求に関する詳細は、
本書に記載された米国 EPA 排出ガス関連保証を参照してください。

エンジンの失火
1. スパークプラグがかぶっている/プラグの異常/電極の摩滅。

- スパークプラグを点検し、熱範囲を確認します。必要に応じて交換しま
す。

2. 燃料に水が混入。
- 燃料システムの抜き取りを行い、新品の燃料を充填します。

車両が最高速度に達しない
1. エンジン。

- エンジンの加速力または出力不足のセクションを参照してください。
2. パーキングブレーキ。

- パーキングブレーキが完全に解除されていることを確認します。
3. エアフィルター/ハウジングが詰まっているか汚れている。
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- エアフィルターを確認し、必要に応じて清掃してください。
- エアフィルターハウジングのドレンに堆積物がないか確認します。
- エアインテークチューブの位置を確認します。

4. CVTが汚れているか摩耗している。
- Can-Am正規ディーラーにお問い合わせください。

5. エンジンが保護（応急帰還）モードになっている。
- 多機能ゲージディスプレイのメッセージを確認します。
- 多機能ゲージのCHECKENGINEインジケーターランプが点灯し、ディスプ

レイにCHECKENGINEまたはLIMPHOMEと表示されていれば、メンテナン
ス、修理、または交換を行うCan-Am正規ディーラー、サービス店、また
は担当整備士に整備を依頼してください。保証請求に関する詳細は、本
書に記載された米国 EPA 排出ガス関連保証を参照してください。

シフトレバーが動きにくい
1. トランスミッションギヤが、シフトレバーの動作を妨げる位置になっていま

す。
- 車両を前後に揺すってトランスミッションのギヤを動かし、シフトレバー

をセットできるようにします。
2. CVTが汚れているか摩耗している。

- Can-Am正規ディーラーにお問い合わせください。
回転数は上昇するが、車両が動かない
1. トランスミッションがパーキングかニュートラル位置になっています。

- R、HIまたはLO位置を選択してください。
2. CVTが汚れているか摩耗している。

- Can-Am正規ディーラーにお問い合わせください。
3. CVTハウジングに水が混入している。

- Can-Am正規ディーラーにお問い合わせください。
パワーステアリングアシスト機能の低下
1. DPSが、過酷で連続したステアリング条件にさらされている場合は、システ

ムを保護するためにDPSによるアシスト機能が低下します。
- 負荷が一旦下がると、通常のステアリングアシストが戻ります。

2. CHECK ENGINEインジケーターランプが点灯し、ディスプレイにCHECK DPS
と表示される
- メンテナンス、修理、または交換を行うCan-Am正規ディーラー、サービ

ス店、担当整備士に整備を依頼してください。
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多機能ゲージのメッセージ
説明パイロットラン

プオンメッセージ

間違ったD.E.S.S.キーを使用したことを示し
ます。この車両の正しいキーを使用してく
ださい。

エンジン点検の
必要あり

BAD KEY（不正な
キー）

接触不良の可能性を示しています。キーを
取り外して清掃してください。

エンジン点検の
必要あり

DESS KEY NOT
RECOGNIZED
（D.E.S.S.キーが認
識されていない）

（走行中に）ブレーキが15秒以上かかって
いるときに表示されます。

パーキングブ
レーキ

PARK BRAKE
（パーキングブ
レーキ）

バッテリー電圧が低下しています。バッテ
リー電圧と充電システムを点検してくださ
い。

エンジン点検の
必要あり

LO BATT VOLT
（バッテリー電圧
低）

バッテリー電圧が上昇しています。バッテ
リー電圧と充電システムを点検してくださ
い。

エンジン点検の
必要あり

HIGH BATT VOLT
（バッテリー電圧
高）

エンジンのオイル圧低下。直ちにエンジン
を停止してください。

エンジン点検の
必要あり

LOWOIL（オイル
残量少）(1)

エンジンがオーバーヒート状態です。トラ
ブルシューティングのセクションのエンジ
ンのオーバーヒートを参照してください。

エンジン点検の
必要ありHI TEMP（高温）

エンジンの通常動作に影響し得るエンジン
の重大な故障です。CHECK ENGINEインジ
ケーターランプも点滅します。トラブル
シューティングのセクションを参照してく
ださい。

エンジン点検の
必要あり

LIMP HOME（応
急帰還）

エンジンの故障。CHECKENGINEインジケー
ターランプも点灯します。トラブルシュー
ティングのセクションを参照してくださ
い。

エンジン点検の
必要あり

CHECK ENGINE
（エンジン点検の
必要あり）

スピードメーターとエンジンコントロール
モジュール（ECM）間の通信エラー。

エンジン点検の
必要あり

ECM NOT
RECOGNIZED
（ECM が認識さ
れない）
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説明パイロットラン
プオンメッセージ

DPS（ダイナミックパワーステアリング）
が正常に機能していないことを示していま
す。Can-Am正規ディーラーにお問い合わ
せください。

エンジン点検の
必要あり

CHECKDPS（DPS
の点検）（DPS装
備モデル）

ACSサスペンションが正常に機能していな
いことを示しています。Can-Am正規ディー
ラーにお問い合わせください。

エンジン点検の
必要あり

ACS FAULT（ACS
異常）（リミテッ
ドモデル）

メンテナンスの時期が来たときに表示され
ます。なし

MAINTENANCE
REQUIRED（メン
テナンスが必
要）(2)

スロットル位置センサーが正常に機能して
いません。メンテナンス、修理、または交
換を行うCan-Am正規ディーラー、サービ
ス店、担当整備士に整備を依頼してくださ
い。保証請求に関する詳細は、本書に記載
された米国EPA排出ガス関連保証を参照し
てください。

エンジン点検の
必要あり

TPS FAULT PRESS
OVERRIDE
BUTTON TO LIMP
HOME（TPS故
障、オーバーライ
ドボタンを押して
応急帰還モードに
切り替え）

注記 (1) エンジン始動後、メッセージとエンジン点検のライトが点灯した場合
はエンジンを停止してください。エンジンオイルのレベルを点検します。必要が
あれば補充します。オイルレベルに問題がある場合は、メンテナンス、修理、ま
たは交換を行うCan-Am正規ディーラー、サービス店または整備士に整備を依頼
してください。保証請求に関する詳細は、本書に記載された米国 EPA 排出ガス
関連保証を参照してください。修理されるまで車両を使用しないでください。
(2) MAINTENANCE REQUIREDのメッセージを消去するには、以下の手順に従って
ください。
1. メインディスプレイ（車両速度）から、SETを押したままにします。
2. ロービームとハイビームを3回切り替えます。
注： 2の手順は2秒以内に完了する必要があります。
3. SETボタンを放します。
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保証
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BRP限定保証（米国およびカナダ）：2018CAN-AM®
ATV
限定保証の範囲
ボンバルディ エレクリエーショナルプロダクツ（以下「BRP」）* は、アメリカ
合衆国（以下「米国」）およびカナダのCan-Am正規ディーラー(以下に定義しま
す）によって販売された2018年型のCan-AmATVについて、指定の期間の間、下
記の条件のもとで素材または製造上の欠陥がないことを保証します。以下の場合
は、この限定保証は無効になります：（1）ATVがいずれかの時点で、レースな
どの競技活動に使用された場合（前の所有者による競技活動も含む）、または、
（2）ATVが、その動作、性能もしくは耐久性に悪影響を与える方法で変更もし
くは改造された場合、または用途を変えるために変更もしくは改造された場合。
この限定保証は、工場以外で取り付けられた部品やアクセサリーを保証しませ
ん。該当する部品およびアクセサリーの限定保証に関する文章を参照してくださ
い。
責任の範囲
この保証は明示的に付与されるものであり、商品性または特定の目的への適合性
の何らかの保証を含むがそれだけに限定されない明示的または暗示的なその他の
すべての保証に代わるものとして受諾され、それが否認され得ない限りにおい
て、黙示的保証は明示的保証の有効期限内のみに限定されます。付随的および間
接的損害は、この保証の範囲から除外されます。ただし、一部の国では上述の否
認、制限、除外が認められていないため、それらは所有者には適用されない可能
性があります。この保証は特定の権利を付与するものであり、所有者は国ごとに
異なるその他の法的権利を留保することができます。
ディストリビューター、BRPディーラー、そしていかなる個人も、この限定保証
に含まれていない確約、表明、または保証を、BRPあるいはその他の個人に対し
て行ってはならず、万一行った場合、それらの内容はBRPに対して強制できるも
のではありません。BRPはこの限定保証をいつでも変更する権利を留保します。
ただし、すでに販売された製品に適用される保証条件は、その保証が有効な間は
変更しないことに同意します。
除外規定（以下は保証修理の対象とはなりません）
以下は保証対象ではありません:
- 通常の摩耗および消耗品
- 定期メンテナンス項目、チューンアップ、調整
- オペレーターズガイドに示されている適正なメンテナンス/保管を怠ったため

に発生した損害
- 部品の取り外し、不適切な修理、整備、メンテナンス、改造、もしくはBRP

によって製造または認定されていない部品の使用の結果として生じた損傷、
または整備を行うCan-Am正規ディーラー以外の人によって行われた修理の
結果として生じた損傷

- 誤用、乱用、過失、またはCan-Am ATVのオペレーターズガイドで説明され
ている推奨事項に一致しない方法による製品の操作によって発生した損害

- 事故、水没、火災、盗難、破壊行為、またはあらゆる天災や不可抗力の結果
として生じた損傷

- 製品に適さない燃料、オイル、または潤滑剤を使っての運転（『オペレーター
ズガイド』を参照）

- エレメントの錆、腐食または露出から生じた損傷
- 水や雪が入ったことによる損傷
- 間接的な損害、付随的な損害、つまり、牽引、保管、電話、レンタル、タク

シー、不便性、保険対象、ローンの支払い、時間の損失、所得喪失等それら
のみに限定されないその種の損害
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保証対象期間
この限定的保証は、(1) 最初に購入した消費者に納入された日、または(2)その製
品が最初に使用された日のいずれか早い日から、次の該当する期間有効です。
個人使用または業務使用の所有者の場合は、連続する6ヶ月間。排出ガス関連の
コンポーネントに関しては、本書に記載された米国 EPA 排出ガス関連保証も参
照してください。
この保証による部品の修理もしくは交換、または整備の実施によって、保証の本
来の有効期限を超えてこの保証が延長されることはありません。
保証の適用を受けるための条件
この保証適用は、次の各条件が満たされたときにのみ適用されます。
- 2018 年型Can-Am ATVは、その販売が行われた国においてCan-Am ATVの販

売を許可されているCan-AmATVディーラー（「Can-AmATVディーラー」）
から、最初の所有者が未使用の新品として購入したものであること。

- BRPが指定した納品前点検を完了し、納品前点検チェックリストを作成し、
購入者が署名していること。

- 2018 年型Can-Am ATVが、Can-Am正規ディーラーによって正しく登録手続
きされていること。

- 2018 年型Can-Am ATVが、購入者が居住する国で購入されていること。
- 保証の有効性を維持するために、オペレーターズガイドで概説されている定

期メンテナンスが適切な時期に実施されていることが必要です。BRPは、こ
の保証を適用する際の条件として、適切なメンテナンス実施の証明を求める
権利を留保します。

BRPは、上記条件が満たされない場合、個人使用の所有者または業務用に使用す
る所有者に対して限定保証を付与しません。このような制限は、BRPが製品の安
全ばかりでなく、消費者と一般の人々の安全を確保するためにも必要です。
保証を受けるためにしていただくこと
お客様は、異常が発生した直後にCan-Am ATVの使用を中止しなければなりませ
ん。お客様は不具合の発生から3日以内に、整備を行うBRPディーラーにその旨
を通知し、合理的と認められる製品の修理をディーラーに依頼しなければなりま
せん。また、お客様は製品の購入を証明するものをBRPディーラーに提示しなけ
ればならず、保証修理を有効にするため、その修理の開始に先立って修理/作業
注文書に署名しなければなりません。この限定保証に基づいて交換された部品
は、すべてBRPの所有となります。
BRPが行うこと
この保証に基づく BRPの義務は、本保証に記載される条件の下で、保証期間中
に、通常の使用、メンテナンスおよび整備が行われたにもかかわらず瑕疵が発見
された部品を、部品代および工賃を請求することなく、BRP正規ディーラーにお
いて、当社の判断により、修理することと新品の純正Can-Am ATV部品と交換す
ることのいずれか一方に限定されます。保証の不履行に対する請求は、所有者に
対するCan-Am ATVの販売の取り消しの理由とはなりません。
最初の販売の国以外でサービスが必要である場合には、例えば輸送料金、保険、
税金、ライセンス料、関税、および、いかなるそして全ての他の金融手数料に関
して、これらに限定せず、国、州、地域やそれぞれの機関によって課される場合
も含めて、所有者は地域の慣習や状況による全ての追加料金に関する責任を負い
ます。
BRPは、それ以前に製造された製品に同様の改良を加える義務を負うことなく、
製品の改良または変更を継続して行う権利を留保します。
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追加サプライヤー保証
GPSレシーバーが、特定の2018年型Can-Am ATVの標準装備としてBRPによって
提供される場合があります。GPSレシーバーは、BRPの限定保証ポリシーの対象
となっています。BRPの限定保証より期間が長い追加保証の範囲（GPS レシー
バーの「サプライヤー」が提供している場合）については、ディーラーまたは消
費者がGPSレシーバーの「サプライヤー」と直接連絡を取り合うものとします。
所有権の譲渡
保証期間中に製品の所有権が譲渡された場合、この限定保証もその諸条項に基づ
いて譲渡され、BRPまたはCan-Am正規ディストリビューター/ディーラーが、元
の所有者が所有権の譲渡に同意したことの証明書、および新しい所有者の連絡先
を受領することを条件に、残りの保証期間中も有効になります。
お客様への支援
本限定保証に関して論争または紛争が生じた場合、まずはディーラーレベルで問
題解決を試みてください。その問題について、正規ディーラーのサービスマネー
ジャーまたは経営者とよく話し合ってください。
解決されない問題がまだ存在する場合、www.brp.comにあるお客様連絡先フォー
ムに記入してBRPに連絡するか、このガイドの「お客様窓口」のセクションに記
載されている所在地のいずれかに郵便でご連絡ください。

* 米国内では、製品の流通とサービスはBRP US Inc.が行います。
© 2016 ボンバルディ エレクリエーショナルプロダクツ 無断複写・転載を禁じま
す。
TM ボンバルディ エレクリエーショナルプロダクツまたは関連会社の商標です。
® ボンバルディ エレクリエーショナルプロダクツの登録商標です。
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米国EPA排出ガス関連保証
BombardierRecreational Products Inc（以下「BRP｣とします）は、最終購入者お
よび各二次購入者に対して、排気エミッション制御システムおよび蒸発ガス制御
システムのすべての部品を含み、この新しい車両が二つの条件を満たすことを保
証します。
1. 最終購入者への販売時に、40 CFR 1051 および 40 CFR 1060 の要件に準拠す

るよう設計、組み立て、装備されています。
2. 40 CFR 1051 および 40 CFR 1060 の要件への準拠を妨げるような部材および

製造上の欠陥はありません。
保証の対象となるものがある場合は、BRPは表示された保障期間中、エンジンか
らの規制汚染物質の排出量を増加させる部材または製造上の欠陥がある部品やコ
ンポーネントの修理または取り換えを、排出ガス関連部品の診断、修理または取
り換の費用を含み、無償で行います。この保証に基づいて交換された欠陥部品
は、すべてBRPの所有となります。
いずれの排出ガス関連保証の請求でも、BRPは、排出ガス関連部品の診断と修理
をCan-Am正規ディーラーに限定して行います。ただし、以下のリストの第 2 項
目により要求される緊急修理を除きます。
認証メーカーとして、BRPは下記事項を理由として排出ガス関連保証の請求を拒
否することはありません。
1. BRPまたはBRP認定工場が行ったメンテナンスまたはその他のサービス。
2. 運転者がなるべく早くエンジン／機器を適切な構成を復元するために行った、

BRPに起因する危険で緊急な状態を矯正するためのエンジン／設備の修理。
3. 補償請求とは無関係な、運転者による処置の有無。
4. BRPが指定する回数よりも頻繁に行われたメンテナンス。
5. BRPの過失または責任であることのすべて。
6. 機器を稼動させる場所で一般に入手可能な燃料を使用すること（ただし、BRP

のメンテナンス注意事項にその燃料が機器の排出ガス制御システムを損傷す
ると記載され、運転者が適切な燃料を簡単に入手できる場合を除く）。メン
テナンス情報のセクションおよび給油のセクションにある燃料に関する要件
を参照してください。

排出ガス関連の保証期間
排出ガス関連保証は、以下の期間のうち最も短い期間となります。

KM月数時間:
5,00030500排出ガス関連コンポーネント:
非適用24非適用蒸発ガス関連コンポーネント

保証が適用されるコンポーネント
排出ガス関連の保証は、以下に挙げるコンポーネントを含め、故障した場合にエ
ンジンからの規制汚染物質の排出量を増加させるコンポーネントのすべてを対象
とします。
1. 排出ガスについては、以下のシステムに関連するエンジン部品を含む排出ガ

ス関連のコンポーネント
- 吸気システム
- 燃料システム
- イグニッションシステム
- 排気ガス再循環システム

2. 以下の部品も排出ガスの排出関連コンポーネントとみなされます。
- 後処理機器
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- クランクケースベンチレーションバルブ
- センサー
- 電子制御ユニット

3. 以下の部品は蒸発ガスの排出関連コンポーネントとみなされます。
- 燃料タンク
- 燃料キャップ
- 燃料管路
- 燃料管路フィッティング
- クランプ*
- プレッシャーリリーフバルブ*
- 制御バルブ*
- 制御ソレノイド*
- 電子制御*
- 真空制御ダイヤフラム*
- 制御ケーブル*
- コントロールリンケージ*
- パージバルブ
- 蒸気ホース
- 液体/蒸気セパレータ
- カーボンキャニスター
- キャニスターのマウンティングブラケット
- キャブレターパージポートコネクター

4. 排出ガス関連のコンポーネントには、排出ガスを減少させることだけが目的
の他の部品や、故障してもエンジン／機器の性能を大きく低下させずに排出
ガスを増加させる部品も含まれています。

適用範囲制限
認証メーカーとして、BRPは所有者または運転者の不適切なメンテナンスや使
用、メーカーには一切責任がない事故、または天災や不可抗力によって生じた故
障の排出ガス関連の保証請求を拒否する場合があります。例えば、運転者による
エンジン／機器の酷使、またはオペレーターによる設計目的以外の使用方法が直
接の原因で発生し、メーカーは全く原因に関与していない故障に関しては、排出
ガス関連の保証請求は付与されません。

* 蒸発ガス制御システム関連
* 米国内では、製品の流通とサービスはBRP US Inc.が行います。
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BRP国際限定保証:2018 CAN-AM® ATV
1)限定保証の範囲
ボンバルディエレクリエーショナルプロダクツ（以下「BRP」）*は、米国、カ
ナダ、欧州経済地域（「EEA」）の国々（欧州連合にノルウェー、アイスランド
およびリヒテンシュタインを加えて構成される）、独立国家共同体（ウクライ
ナ、トルクメニスタンを含む）の加盟国（「CIS」）、およびトルコ以外の地域
にCan-Am ATVを供給するためにBRPが認定したCan-Am ATVディストリビュー
ターまたはディーラー（以下「Can-AmATVディストリビューター/ディーラー」）
によって販売された 2018 年型Can-Am ATVについて、指定された期間、下記の
条件の下で部材または製造上の欠陥がないことを保証します。
この限定保証は、工場以外で取り付けられた部品やアクセサリーを保証しませ
ん。該当する部品およびアクセサリーの限定保証に関する文章を参照してくださ
い。
以下の場合は、この限定保証は無効になります：（1）ATVがいずれかの時点で、
レースなどの競技活動に使用された場合（前の所有者による競技活動も含む）、
または、（2）ATVが、その動作、性能もしくは耐久性に悪影響を与える方法で
変更もしくは改造された場合、または用途を変えるために変更もしくは改造され
た場合。
2)責任の範囲
法律が許す範囲内で、この保証は明示的に付与されるものであり、商品性または
特定の目的への適合性の何らかの保証を含むがそれだけに限定されない明示的ま
たは暗示的なその他のすべての保証に代わるものとして受諾されます。それらが
否認され得ない限りにおいて、黙示的保証は明示的保証の有効期限内のみに限定
されます。付随的および間接的損害は、この保証の範囲から除外されます。ただ
し、一部の国では上述の否認、制限、除外が認められておらず、それが所有者に
も適用される可能性があります。この保証は特定の権利を付与するものであり、
権利者は国ごとに異なるその他の法的権利を留保することができます。（オース
トラリアで購入された製品については、以下の第4項を参照してください）。
Can-Am ATV ディストリビューター/ディーラーとその他の人物とを問わず、こ
の限定保証に含まれるもの以外に、製品に関する確認、表明、保証を行う権限は
与えられておらず、それが行われた場合にもBRPに対する強制力はありません。
BRPはこの保証をいつでも変更する権利を留保します。ただし、すでに販売され
た製品に適用される保証条件は、その保証が有効な間は変更されないことに同意
します。
3)除外規定（以下は保証修理の対象とはなりません）
どのような場合においても、以下はこの限定的保証の対象ではありません。
- 通常の摩耗および消耗品
- 定期メンテナンス項目、チューンアップ、調整
- オペレーターズガイドに示されている過失、または適正なメンテナンス/保管

を怠ったために発生した損害
- 合理的な判断によって製品と互換性がない、あるいはその操作、性能や耐久

性に悪影響を与えると判断される、部品の取り外し、不適切な修理、整備、
メンテナンス、改造、あるいはBRPによって製造または認定されていない部
品またはアクセサリーの使用の結果として生じた損傷、あるいは整備を行
うCan-Am正規ディストリビューター/ディーラー以外の人によって行われた
修理の結果として生じた損傷。

- 誤用、乱用、過失、または『オペレーターズガイド』で説明されている推奨
事項に一致しない方法による製品の操作によって発生した損害;

- 事故、水没、火災、雪もしくは水の吸入、盗難、破壊行為またはあらゆる天
変地異の結果として生じた損傷

- 製品に適さない燃料、オイル、または潤滑剤を使っての運転（『オペレーター
ズガイド』を参照）
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- エレメントの錆、腐食または露出から生じた損傷
- 二次的または間接的な損害、あるいは牽引、保管、交通費、電話、借用、タ

クシー、不便、保険担保、ローンの支払い、時間的損失、収入の損失、また
はメンテナンス作業に関わる作業停止時間による収入および時間の損失を含
むがそれらのみに限定されないその種の損害。

4)保証対象期間
この保証は、（1）最初の小売消費者に納品された日と、（2）その製品が初めて
使用された日のうちいずれか早い方に発効し、以下に定める期間中効力を有しま
す。
個人使用または業務使用の所有者の場合は、連続する6ヶ月間。
この保証による部品の修理もしくは交換、または整備の実施によって、保証の本
来の有効期限を超えてこの保証が延長されることはありません。
保証期間および保証の他の条件は、お客様の国で適用される関連する法令に従い
ます。

オーストラリアで販売された製品のみに適用
これらの保証の利用規約は、オーストラリアの消費者法またはその他の法律を含
む、Competition and Consumer Act 2010 (Cth)（2010 年競争消費者法）によっ
て授与または黙示されるいかなる条件、保証、請け合い、権利または善後策の適
用を除外、制限または変更しないものとし、法律を違反しないものとします。違
反する利用規約がある場合、それは無効となります。この限定的保証で得られる
メリットは、オーストアリアの法律で守られている権利および善後策に加えて与
えられます。
弊社の製品の保証は、オーストラリアの消費者法によって守られています。重故
障に対する交換または払い戻し、またはその他のいかなる合理的に予見可能な損
失または損害に対する補償が約束されます。お客様には、製品が許容される品質
を満たせず、その故障が重故障とならない場合、その製品を修理または交換する
権利があります。
5)保証の適用を受けるための条件
この保証適用は、次の各条件が満たされたときにのみ適用されます。
- 2018 年型Can-Am ATVは、その販売が行われた国においてCan-Am ATVの販

売を許可されているCan-Am ATVディーラー/ディストリビューターから、最
初の所有者が未使用の新品として購入したものであること。

- BRPが指定した納入前点検を完全に実施し、納入前点検チェックリストを作
成していること。

- 製品が、Can-Am正規ディストリビューター/ディーラーによって正しく登録
手続きされていること。

- 2018 年型Can-Am ATVが、購入者が居住する国または連邦国で購入されてい
ること。

- 保証の有効性を維持するために、オペレーターズガイドで概説されている定
期メンテナンスが適切な時期に実施されていることが必要です。BRPは、こ
の保証を適用する際の条件として、適切なメンテナンス実施の証明を求める
権利を留保します。

BRPは、上記条件が満たされない場合、個人使用の所有者または業務用に使用す
る所有者に対して限定保証を与えません。このような制限は、BRPが製品の安全
ばかりでなく、消費者と一般の人々の安全を確保するためにも必要です。
6)保証を受けるためにしていただくこと
お客様は、異常が発生した直後にATVの使用を中止しなければなりません。お客
様は不具合発生から2日以内に、整備を行うCan-Am正規ディストリビューター/
ディーラーに、不具合の旨を通知し、合理的と認められる製品の修理をディスト
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リビューター/ディーラーに依頼しなければなりません。また、お客様は製品の
購入を証明するものをCan-AmATVディストリビューター/ディーラーに提示しな
ければならず、保証修理を有効にするため、その修理の開始に先立って修理/作
業注文書に署名しなければなりません。この限定保証に基づいて交換された部品
は、すべてBRPの所有となります。
通知期間はお客様の国で適用される関連する法令に従うことに留意ください。
7) BRPが行うこと
法律が許す範囲内において、この保証に基づくBRPの義務は、本書に記載される
条件の下で、保証期間中、通常の使用、メンテナンスおよび整備が行われたにも
かかわらず瑕疵が発見された部品を、部品代および工賃を請求することなく、任
意のCan-Am正規ディストリビューター/ディーラーにおいて、当社の判断によ
り、修理することと、新品の純正Can-Am ATV部品と交換することのいずれか一
方に限定されます。BRPの責任は、部品の必要な修理または交換を行うことだけ
に限定されます。保証の不履行に対する請求は、所有者に対するCan-Am ATVの
販売の取り消しの理由とはなりません。権利者は国ごとに異なるその他の法的権
利を留保することができます。
最初の販売の国以外でサービスが必要である場合には、例えば輸送料金、保険、
税金、ライセンス料、関税、および、いかなるそして全ての他の金融手数料に関
して、これらに限定せず、国、州、地域やそれぞれの機関によって課される場合
も含めて、所有者は地域の慣習や状況による全ての追加料金に関する責任を負い
ます。
BRPは、それ以前に製造された製品に同様の改良を加える義務を負うことなく、
製品の改良または変更を継続して行う権利を留保します。
8)所有権の譲渡
保証期間中に製品の所有権が譲渡された場合、この保証も譲渡され、BRPまた
はCan-Am正規ディストリビューター/ディーラーが、元の所有者が所有権の譲渡
に同意したことの証明書、および新しい所有者の連絡先を受領することを条件
に、残りの保証期間中も有効になります。
9)お客様への支援
本限定保証に関して論争または紛争が生じた場合、Can-AmATVディストリビュー
ター/ディーラーレベルで問題解決を試みてください。その問題についてCan-Am
正規ディストリビューター/ディーラーのサービスマネージャーまたは経営者と
よく話し合ってください。
解決されない問題がまだ存在する場合、www.brp.comにあるお客様連絡先フォー
ムに記入してBRPに連絡するか、このガイドの「お客様窓口」のセクションに記
載されている所在地のいずれかに郵便でご連絡ください。

*この限定保証が適用される地域では、製品の流通とサービスはボンバルディエ
レクリエーショナルプロダクツまたは子会社が行います。
© 2017 ボンバルディ エレクリエーショナルプロダクツ 無断複写・転載を禁じま
す。
TM ボンバルディ エレクリエーショナルプロダクツまたは関連会社の商標です。
® ボンバルディ エレクリエーショナルプロダクツの登録商標です。
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欧州経済地域、独立国家共同体の加盟国およびトル
コ向けBRP限定保証：2018 CAN-AM® ATV
1)限定保証の範囲
ボンバルディ エレクリエーショナルプロダクツ（以下「BRP」とします）* は、
米欧州経済地域（「EEA」）の加盟国（欧州連合にノルウェー、アイスランドお
よびリヒテンシュタインを加えて構成される）、独立国家共同体（ウクライナ、
トルクメニスタンを含む）の加盟国（「CIS」）、およびトルコの地域に、Can-Am
ATVを供給するためにBRPが認定したディストリビューターまたはディーラー（以
下「Can-AmATVディストリビューター/ディーラー」）によって販売された2018
年型のCan-Am ATVについて、指定された期間、下記の条件の下で素材または製
造上の欠陥がないことを保証します。
この限定保証は、工場以外で取り付けられた部品やアクセサリーを保証しませ
ん。該当する部品およびアクセサリーの限定保証に関する文章を参照してくださ
い。
以下の場合は、この限定保証は無効になります：（1）ATVがいずれかの時点で、
レースなどの競技活動に使用された場合（前の所有者による競技活動も含む）、
または、（2）ATVが、その動作、性能もしくは耐久性に悪影響を与える方法で
変更もしくは改造された場合、または用途を変えるために変更もしくは改造され
た場合。
2)責任の範囲
法律が許す範囲内で、この保証は明示的に付与されるものであり、商品性または
特定の目的への適合性の何らかの保証を含むがそれだけに限定されない明示的ま
たは暗示的なその他のすべての保証に代わるものとして受諾されます。それらが
否認され得ない限りにおいて、黙示的保証は明示的保証の有効期限内のみに限定
されます。付随的および間接的損害は、この保証の範囲から除外されます。ただ
し、一部の国では上述の否認、制限、除外が認められておらず、それが所有者に
も適用される可能性があります。この保証は特定の権利を付与するものであり、
権利者は国ごとに異なるその他の法的権利を留保することができます。
Can-Am ATV ディストリビューター/ディーラーとその他の人物とを問わず、こ
の限定保証に含まれるもの以外に、製品に関する確認、表明、保証を行う権限は
与えられておらず、それが行われた場合にもBRPに対する強制力はありません。
BRPはこの保証をいつでも変更する権利を留保します。ただし、すでに販売され
た製品に適用される保証条件は、その保証が有効な間は変更されないことに同意
します。
3)除外規定（以下は保証修理の対象とはなりません）
どのような場合においても、以下はこの限定的保証の対象ではありません。
- 通常の摩耗および消耗品
- 定期メンテナンス項目、チューンアップ、調整
- オペレーターズガイドに示されている過失、または適正なメンテナンス/保管

を怠ったために発生した損害
- 合理的な判断によって製品と互換性がない、あるいはその操作、性能や耐久

性に悪影響を与えると判断される、部品の取り外し、不適切な修理、整備、
メンテナンス、改造、あるいはBRPによって製造または認定されていない部
品またはアクセサリーの使用の結果として生じた損傷、あるいは整備を行
うCan-Am正規ディストリビューター/ディーラー以外の人によって行われた
修理の結果として生じた損傷。

- 誤用、乱用、過失、または『オペレーターズガイド』で説明されている推奨
事項に一致しない方法による製品の操作によって発生した損害;

- 事故、水没、火災、雪もしくは水の吸入、盗難、破壊行為またはあらゆる天
変地異の結果として生じた損傷
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- 製品に適さない燃料、オイル、または潤滑剤を使っての運転（『オペレーター
ズガイド』を参照）

- エレメントの錆、腐食または露出から生じた損傷
- 二次的もしくは間接的な損害、または牽引、輸送費、保管、電話、賃貸、タ

クシー、不便、保険適用、ローンの支払い、時間の損失、収入の損失、もし
くは整備作業のための不稼働による時間の損失を含むがそれらに限定されな
い損害

4)保証対象期間
この保証は、（1）最初の小売消費者に納品された日と、（2）その製品が初めて
使用された日のうちいずれか早い方に発効し、以下に定める期間中効力を有しま
す。
個人使用の場合は、連続する 24 ヶ月間。
業務使用およびレンタル用途の場合は、連続する6ヶ月間。
保証期間中であっても、製品による収入の発生、または製品が何らかの業務また
は職業で用いられた場合、製品は商業的用途で使用されたものと見なされます。
また、保証期間中に製品が商業用として登録されたり、商業用途の使用許可を受
けた場合も、製品は商業的用途で使用されたものと見なされます。
この保証による部品の修理もしくは交換、または整備の実施によって、保証の本
来の有効期限を超えてこの保証が延長されることはありません。
保証期間および保証の他の条件は、お客様の国で適用される関連する法令に従い
ます。
5)保証の適用を受けるための条件
この保証適用は、次の各条件が満たされたときにのみ適用されます。
- 2018 年型Can-Am ATVは、その販売が行われた国においてCan-Am ATVの販

売を許可されているCan-Am ATVディーラー/ディストリビューターから、最
初の所有者が未使用の新品として購入したものであること。

- BRPが指定した納入前点検を完全に実施し、納入前点検チェックリストを作
成していること。

- 製品が、Can-Am正規ディストリビューター/ディーラーによって正しく登録
手続きされていること。

- 2018年型Can-AmATVは、EEA域内ではEEA居住者、CIS域内ではCIS居住者、
およびトルコではトルク居住者によって購入されなければなりません。さら
に、

- 保証の有効性を維持するために、オペレーターズガイドで概説されている定
期メンテナンスが適切な時期に実施されていることが必要です。BRPは、こ
の保証を適用する際の条件として、適切なメンテナンス実施の証明を求める
権利を留保します。

BRPは、上記条件が満たされない場合、個人使用の所有者または業務用に使用す
る所有者に対して限定保証を与えません。このような制限は、BRPが製品の安全
ばかりでなく、消費者と一般の人々の安全を確保するためにも必要です。
6)保証を受けるためにしていただくこと
お客様は、異常が発生した直後にATVの使用を中止しなければなりません。お客
様は不具合の発生から2カ月以内に、整備を行うCan-Am正規ディストリビュー
ター/ディーラーにその旨を通知し、合理的と認められる製品の修理をディスト
リビューター/ディーラーに依頼しなければなりません。また、お客様は製品の
購入を証明するものをCan-AmATVディストリビューター/ディーラーに提示しな
ければならず、保証修理を有効にするため、その修理の開始に先立って修理/作
業注文書に署名しなければなりません。この限定保証に基づいて交換された部品
は、すべてBRPの所有となります。
通知期間はお客様の国で適用される関連する法令に従うことに留意ください。
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7) BRPが行うこと
法律が許す範囲内において、この保証に基づくBRPの義務は、本書に記載される
条件の下で、保証期間中、通常の使用、メンテナンスおよび整備が行われたにも
かかわらず瑕疵が発見された部品を、部品代および工賃を請求することなく、任
意のCan-Am正規ディストリビューター/ディーラーにおいて、当社の判断によ
り、修理することと、新品の純正Can-Am ATV部品と交換することのいずれか一
方に限定されます。BRPの責任は、部品の必要な修理または交換を行うことだけ
に限定されます。保証の不履行に対する請求は、所有者に対するCan-Am ATVの
販売の取り消しの理由とはなりません。権利者は国ごとに異なるその他の法的権
利を留保することができます。
EEA、CISまたはトルコの外で整備が必要である場合は、所有者は、輸送、保険、
税金、ライセンス料、輸入税、ならびに、政府、州、準州およびそれらの各官庁
が課す手数料など、あらゆるその他の金融費用を含むがそれらに限定されない、
現地の地域の慣行や状況によるすべての追加料金について責任を負います。
BRPは、それ以前に製造された製品に同様の改良を加える義務を負うことなく、
製品の改良または変更を継続して行う権利を留保します。
8)所有権の譲渡
保証期間中に製品の所有権が譲渡された場合、この保証も譲渡され、BRPまた
はCan-Am正規ディストリビューター/ディーラーが、元の所有者が所有権の譲渡
に同意したことの証明書、および新しい所有者の連絡先を受領することを条件
に、残りの保証期間中も有効になります。
9)お客様への支援
本限定保証に関して論争または紛争が生じた場合、Can-AmATVディストリビュー
ター/ディーラーレベルで問題解決を試みてください。その問題についてCan-Am
正規ディストリビューター/ディーラーのサービスマネージャーまたは経営者と
よく話し合ってください。
解決されない問題がまだ存在する場合、www.brp.comにあるお客様連絡先フォー
ムに記入してBRPに連絡するか、このガイドの「お客様窓口」のセクションに記
載されている所在地のいずれかに郵便でご連絡ください。

* EEAでは、製品の流通とサービスはBRP European Distribution S.A. およびBRPの
その他の関連会社または子会社によって行われます。
© 2017 ボンバルディ エレクリエーショナルプロダクツ 無断複写・転載を禁じま
す。
™ボンバルディエレクリエーショナルプロダクツまたはその関連会社の登録商標
です。
® ボンバルディ エレクリエーショナルプロダクツの登録商標です。
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フランスのみに適用する追加利用規約
次の諸条項はフランスで販売されている製品だけに適用されます。
販売者は契約に適合する製品を納品し、納品時に認められる瑕疵の責任を負いま
す。販売者は、契約による自らの責任で、または自らの責任で行われたパッケー
ジング、組み立て指示または取り付けに起因する欠陥の責任を負います。契約を
成立させるには、製品は次の条件をクリアする必要があります。
1. 同等品の通常の用途に適合していること。さらに、該当する場合：

• 製品が販売者の説明に合致し、サンプルまたは模型により購入者に説明
された品質を有していること；

• 製品が、広告やラベルを含む、販売者、見本の製造業者の公的発表によ
り購入者が合理的に期待する品質を有していること；または

2. 製品は、当事者間で相互に合意をとること、または購入者が事前に販売者に
製品の使用目的を相談し、販売者が使用を満たせると販売者が承諾をするこ
とが必要です。

不適合に関する訴訟は、納品から2年間と定められています。販売者は、製品に
購入者の使用目的を満足できなくなるほどの潜在的な欠陥がある場合、またはそ
の欠陥を事前に知っていればより安価で購入していた可能性がある場合、その潜
在的欠陥に対する保証の責任を負います。そのような潜在的欠陥に対する賠償要
求は、欠陥の発見から 2 年以内に購入者によって行われる必要があります。
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個人情報
お客様の連絡先情報は、安全性の確保と保証に関する目的で使わせていただきま
す。また、BRPおよびその子会社は、顧客リストを使用してBRPおよび関連製品
のマーケティングおよびプロモーション情報を配布させていただくことがありま
す。
お客様のデータに関するご相談、訂正またはダイレクトマーケティング用のアド
レスリストからの削除については、BRPまでご連絡ください。

privacyofficer@brp.comEメール：
BRP
Senior Legal Counsel-Privacy Officer
726 St-Joseph
Valcourt QC
Canada
J0E 2L0

郵便：
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お客様窓口
www.brp.com
北米
565 de la Montagne Street
Valcourt (Québec) J0E 2L0
Canada
Sturtevant, Wisconsin, U.S.A.
10101 Science Drive
Sturtevant, Wisconsin
53177
U.S.A.
Sa De Cv, Av. Ferrocarril 202
Parque Ind. Querétaro, Lote2-B
76220
Santa Rosa Jáuregui, Qro., Mexico
ヨーロッパ
Skaldenstraat 125
B-9042 Gent
Belgium
Itterpark 11
D-40724 Hilden
Germany
ARTEPARC Bâtiment B
Route de la côte d'Azur, Le Canet
13590 Meyreuil
France
Ingvald Ystgaardsvei 15
N-7484 Trondeim
Norway
Isoaavantie 7
PL 8040
96101 Rovaniemi
Formvägen 16
S-906 21 Umeå
Sweden
Avenue d'Ouchy 4-6
1006 Lausanne
Switzerland
オセアニア
6 Lord Street
Lakes Business Park
Botany, NSW 2019
Australia
南米
Rua James Clerck Maxwell, 230
TechnoPark Campinas SP 13069-380 Brazil
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アジア
15/F Parale Mitsui Building,8
Higashida-Cho, Kawasaki-ku
Kawasaki 210-0005
Japan
Room Dubai, level 12, Platinum Tower
233 Tai Cang Road
Xintiandi, Lu Wan District
Shanghai 200020
PR China
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住所と所有権の変更
お客様が住所を変更された場合またはATVの新しい所有者になった場合は、以下
のいずれかの方法でBRPに通知してください。
- Can-Am正規ディーラーに連絡する。
- 北米のみ：1 888 272-9222に電話する。
- このガイドの「お客様窓口」のセクションに記載されているBRPの住所のい

ずれかに、以降のページにある住所変更カードを郵送する。
所有権の変更の場合は、以前の所有者が譲渡に合意している証明書を添付してく
ださい。
例えば、安全上のリコールを開始した場合など、BRPが必要に応じてATVの所有
者に連絡できるように、限定保証の期間が終了した後でも、BRPに通知すること
が重要です。BRPに連絡することは所有者の責任です。
盗難に遭った場合：ATVが盗難にあった場合は、BRPまたはCan-Am正規ディー
ラーにご連絡ください。お客様の氏名、ご住所、電話番号、車両識別番号、そし
て盗難が起きた日付をお知らせください。
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